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１　くたばれ！　シンデレラ









　そりゃあ私だって、幼い頃は純粋だった。

　絵本の中の夢のような甘い世界に、目を輝かせて憧れていた。

　どんなに貧しくて見た目がみすぼらしくても、生い立ちが不幸でも、誰よりも心が綺麗なら優しい魔法使いが救いの手を差し伸べてくれて、素敵な王子様が迎えに来てくれると信じていた。

　きらびやかなドレスを着て、王子様と手を取り合って、甘く贅沢な暮らしを送ることを夢見て疑わなかった。

　だから誰が見ていなくても正しい行いをしようと真面目だったし、どんな人にも優しくした。

　親に恵まれなかった私は幼心に、母親みたいなひどい人間にだけはなりたくなくて、心だけはいつもまっすぐでいようとしたんだと思う。

　でも大きくなるにつれて悟ったんだ。世の中はそんなに甘くない。

　どんなにいい子にしていても、指をくわえて待ってるだけじゃ誰も私を見つけてはくれないし、自分の欲しいものを掴み取ることはできないって。










　大手菓子メーカー〝シトロン〟の本社工場洋生菓子生産出荷ラインでは、今日もクリームや果物が甘い香りを漂わせている。

　クリーンルームの中で、目元しか見えない無塵服を着て商品の出荷を管理するのが私の仕事だ。

「杉すぎ浦うら主任、イチゴショートの二便、もうすぐ終わりますけど」

　ガトーショコラの出荷数をチェックする手を止めて、壁に掛かった時計をチラリと見る。今日はベテランのパートさんばかりが同じラインに揃っているせいか、いつもより随分早い。

　念のため次にラインに流す商品を早めに仕上げてもらうよう生産ラインに頼んでおいて良かった。

「フルーツタルトがもうそろそろ上がって来ますから、お願いしますね」

「わかりました」

　出荷ラインでは自分よりもうんと年上のパートさんや少し年下の後輩社員が、せっせとケーキの包装や梱包をしている。ベルトコンベアに乗る商品が季節や時間帯によって変わるだけで、ほとんど毎日が同じことの繰り返し。

　高卒入社の私は、ほんの数年前まではパートさんと一緒に一日中単調なライン作業をしていた。単調だけど早く丁寧な仕事をするのに学歴や年齢は関係のないこの仕事は、嫌いじゃなかった。

　主任になった今は作業の効率を上げることや出荷の管理がメインで、ラインに入ることはほとんどない。

　あっという間にイチゴショート二便の出荷準備が整い、ベテランのパートさんたちは休む間もなく生産ラインから届いたばかりのフルーツタルトの梱包作業に取り掛かっている。ここのパートさんたちは本当に働き者だ。

　その様子を見ていた今いま泉いずみ課長が、私のすぐ後ろで満足そうに目を細めた。

「今日はいつにも増して順調じゃないか」

「この調子だと早く終われそうですね」

　出荷チェックを終えたガトーショコラのコンテナに伝票を貼りつけると、今泉課長はコンテナの把手に手を掛けた。

「早く終わったら久しぶりに飲みに行く？」

　今泉課長に尋ねられ、私は少し考える。

　二人で飲みに行くと、また事務所の若い女子社員からやっかまれそうだけど……まぁいいか。

「明日も仕事ですからね。少しでしたら」

「じゃあ、そうしよう」

　今泉課長は笑ってそう言うと、ガトーショコラのコンテナを出荷口へと運んで行った。目だけしか見えないのに相変わらず表情が豊かな人だ。

　今泉賢けん治じ課長は大卒入社で、高卒入社の私より一年先輩の三十三歳。私が入社した頃に仕事を教えてくれたのが、まだ役職に就く前の今泉課長だった。

　結構なイケメンなのにいまだ独身。他の課長よりずいぶん若くして出世した今泉課長を狙っている女子社員は多いらしい。

　今泉課長は私にとって、新入社員の頃から気にかけてくれている先輩で、今は直属の上司だ。二人で飲みに行っても仕事の話や他愛もない世間話をする程度で、周りに怪しまれるような関係じゃないのに、今泉課長との仲を疑われたり怪しまれたりすることがある。

　陰でこそこそ言って他人を妬むくらいなら、今泉課長に真正面からぶち当たればいいのに。

　そう言いたいのはやまやまだけど、そんなことを言って角を立てると仕事がしづらくなるから、気付かないふりをして笑ってやり過ごす。職場では波風たてないのが一番だ。







　定時で仕事を終えて事務所に戻ると、事務職の若い女子社員たちが頭を寄せて写真週刊誌を覗き込みながら興奮気味におしゃべりに興じていた。

　若手の人気女優が大企業の御曹司と結婚したらしい。

　彼女は貧しい家庭に生まれ育ち、若気の至りで少々ヤンチャだった時期もあるそうだけれど、貧しかろうが親が育ててくれただけましだ。

　そんなことを考えながら帰り支度を始めると、週刊誌を持って騒いでいた後輩の浅あさ田だ珠たま姫きが近付いて来た。

「杉浦主任、これ知ってます？　玉の輿ですよ！　まさにシンデレラって感じですよねぇ」

　彼女には才能と美貌があるだけでなく女優として成功するために人知れずものすごい努力をしたはずだから、生い立ちや過去を他人からどうこう言われたり、あんなろくでもない物語のヒロインにされちゃ気の毒だ。

「私にもイケメンの王子様が現れないかなぁ……」

　珠姫は妄想の世界を見つめながら、うっとりと呟いた。

　名前通りお姫様願望というか玉の輿願望の強い珠姫は、まだ入社二年目の二十四歳。それこそ珠のように可愛がられ、お姫様のようにもてはやされて育ったのだろう。

　それなりに裕福な家庭に育ち苦労を知らず大学を出た珠姫は、結婚をするまでの腰掛け程度に仕事をしているらしい。

　珠姫を見ていると、人は生まれつき恵まれた環境にいると自分がいかに恵まれているかに気付かない生き物なんだとつくづく思う。

　現実はよくあるシンデレラストーリーみたいにうまくはいかない。

　王子様と夢みたいな結婚をした時点でゴールだと思ったら大間違い。現実はそこから始まるんだから。

　玉の輿に乗りたいと本気で思うなら、何があっても王子様を支える覚悟と教養と力量が必要だ。

　それでも珠姫には帰る家があって、惜しみ無く愛情を注いでくれる両親がいる。もしセレブなイケメン王子様を見つけられなくても、彼女だけの王子様を見つけて人並みの幸せを手に入れることは容易いだろう。

　珠姫がなんの苦労もせず持っているものを、私は何ひとつ持っていない。世の中の不公平さは身に染みてわかっているけれど、不公平にも程があると思う。




　思えばこの世に生を受けてからの私の人生、いいことなんてひとつもなかった。

　私を産んだ女から散々虐げられた挙げ句に捨てられた私は、児童養護施設で育った。

　同じ施設にいた顔立ちの整った利発そうな子達が、次々と新しい親となる大人たちに連れられてそこを去っていった。

　いつも下を向いて一人で本ばかり読んでいた、やたら頭の良い無口な男の子が、子供に恵まれない大企業の社長夫妻に引き取られていったこともあった。

　そんな武器を何ひとつ持ち合わせていなかった私は誰に引き取られることもなく、高校を卒業すると同時に就職してそこを離れた。

　施設で暮らした十四年間で現実の厳しさや世間の冷たさを知り、それを乗り越える強さを身につけた私は決心した。

　人並みのささやかな幸せなんてケチなことは言わず、どうせなら誰もが羨むような華やかできらびやかなデカイ幸せをこの手で掴むって。

　そのために自分を磨く努力を惜しまず人一倍真面目に仕事を頑張って、コツコツ貯めたお金で夜間の大学にも通い、仕事と学業を両立させて大卒の学歴を得たら主任という役職に就くことができた。

　年頃になると男性から交際を申し込まれたりもしたけれど、お腹を痛めて産んだはずの我が子を簡単に捨てて男に走った母親のせいで、恋愛感情というものを抱いたことがない。

　むしろ女としての私に近付いて来た男に対して感じたのは嫌悪だけだった。

　私にとって恋愛は、難解な数式みたいだと思う。恋人が欲しいとかセックスをしてみたいとも思わないし、きっとこの先もそれは変わらないだろう。

　そんなわけで、私、杉浦早さ紀きは二十八歳になった今も恋愛経験はなく、世間の荒波に揉まれ少々心が擦れてしまったことは否めないけれど、体だけは清らかなままだ。










　更衣室で着替えを終える頃、今泉課長からトークアプリのメッセージが届いた。

【ごめん、もう少しで終わるから待ってて】

　定時直前に部長に呼び止められていたし、何か急ぎの仕事でもあったのかも。

　自販機コーナーで待ってますと返事をして更衣室を出た。

　自販機のそばに設置された休憩スペースでは、仕事後のお茶を楽しむ人たちが紙コップを片手に談笑している。

「杉浦主任、お疲れ様です」

　生産ラインでケーキを作っている三人の男性社員が私の姿に気付き、少し詰めて席をあけてくれた。

　製菓専門学校を卒業して同期入社した入社二年目の彼らは、男性というよりはまだまだ男子と言った方がしっくりくる。

　椅子に座ってホットコーヒーを飲んでいると、彼らの浮かれた会話がなんとなく耳に入った。どうやら金曜の夜に合コンをするらしい。

　ちょうどコーヒーを飲み終わる頃、今泉課長が自販機コーナーにやって来た。

「待たせて悪いな、杉浦。急いで着替えてくるからもう少しだけ待ってて」

「急がなくても待ってますよ」

　今泉課長がその場からいなくなると、さっきまで合コンの話で盛り上がっていた男子たちが、こちらをチラ見しながらこそこそ話し始めた。

「なぁ……今泉課長と杉浦主任って、やっぱ付き合ってんのかな？」

「その噂は聞いたことある」

「もしかして結婚間近とか……」

　しばらくの間は聞こえないふりをして聞き流していたけれど、彼らの妄想はどんとん広がっていく。内緒話にしては声が大き過ぎることや、たくましすぎる妄想力に呆れてしまい、思わずため息をついた。

　噂っていうのはこうやって広まっていくのね。後々面倒なことになるのはごめんだから、一応否定だけはしておこうか。

「あー……期待裏切って悪いけど、私と今泉課長はただの上司と部下だよ。たまに食事したり飲みに行ったりはするけど、付き合ってないし結婚もしないからね」

「えっ、聞こえてたんですか!?」

「丸聞こえよ。内緒話なら誰もいない場所で、もっと小さな声でするのね」

「すみません!!　前から噂になってたし、お似合いなんでてっきり本当なのかと思ったんですけど……違うんですか？」

　やんわりとたしなめてやったのに、懲りもせずに何を言うんだ。

「そういうことを聞くのもセクハラに入るらしいぞ」

「今泉課長！　それホントですか!?」

「ホントだよ」

　いつからそこにいたのか、今泉課長が私のそばに立っていた。

　上司に対してセクハラ発言をしてしまったことに恐れをなしたのか、彼らは深々と頭を下げた。

「杉浦主任、すみません」

「あー……うん。今後は気を付けてね」

「はい！　失礼します！　お疲れ様でした!!」

　彼らが慌ててその場を去ると、今泉課長は小さくため息をついた。

「まったくしょうがないやつらだ。遅くなってすまんな。行こうか」

「はい」




　会社のそばにあるいつもの居酒屋に行くのだと思っていたら、珍しく別の店に行こうと今泉課長が言った。

　今日は総務部と企画部がいつもの店で飲み会をやるらしい。

　どちらの部も、噂好きな女子社員が多い。ただ二人で飲んでいるだけでも、さっきみたいにあることないこと吹聴されるのは目に見えている。今泉課長もそれを懸念したのだろう。

　会社の前からバスに乗って駅前に移動した。

　駅前の大手居酒屋チェーン店でも、電車通勤の若い社員たちがよく飲み会をしている。同じバスに乗っていたと見られる他部署の若い男性社員たちが、居酒屋の方に向かって歩いて行く。

　今泉課長は駅から徒歩五分ほどのところにある落ち着いた店構えの和食ダイニングバーに連れていってくれた。

　案内された席に着いて、とりあえず適当な料理とビールを注文した。

　しばらくの間はビールを飲みながら料理を食べて、仕事に関する他愛ない話をした。店は違ってもそれはいつも通りだ。

　ある程度お腹が満たされてきた頃、今泉課長がビールのおかわりを頼んで、小さくため息をついた。

「どうかしました？」

「ああ……。実はさっき部長に呼び止められてさ……常務の娘と見合いしろって」

「お見合い……ですか？」

　常務の娘は大学時代に海外留学の経験がある美人で、海外営業部に勤めている。

「前から見合いはしないって断ってるのに、今日はやたらとしつこく食い下がられてな。常務から何言われてるか知らないけど、部長も必死なんだ」

　よほどお見合いには乗り気でないのか、今泉課長はうんざりした顔でビールを飲んでいる。

「出世のチャンスじゃないんですか？」

「そんなことで出世なんかしたって嬉しくない」

「そうですか……もったいないですね」

　かぶのそぼろあんかけを口に運びながら何気なくそう言うと、今泉課長はおもむろに私を指差した。

「他人事だと思ってるだろ？　明日は我が身だぞ、杉浦」

「えっ？」

「杉浦、いくつになった？」

「二十八です。今年二十九になりますね」

「ほらな。次はきっと杉浦の番だ」

「えぇっ？」

　私の番ってどういう意味だ!?

　口の中のかぶをビールで一気に流し込む。

「それってまさか……私にもお見合いの話が……ということですか？」

「間違いないな。この間、部長が専務と電話で話してる時に『相手は杉浦で』とか言ってるのがチラッと聞こえた」

「いやいや……何かの間違いでしょう……」

　お見合いなんて冗談じゃない。好きでもない男と……っていうか、上司の息子との結婚なんてなんの興味もない。

「うちの会社、同族経営だろう？　将来性のある優秀な人材を外に出さないために、上層部の身内にするのが昔からのやり方らしい。俺も杉浦もいいカモだ。そのうち笑い事じゃ済まなくなるぞ」

　今泉課長は苦虫を噛み潰したような顔をしてビールを飲み干した。

「今泉課長は結婚願望とかないんですか？」

「ないな。恋愛や結婚をする意味がわからん。ただ子孫を残すためだけのことなら、結婚なんかしなくてもいいだろ？」

「まぁ……生物学的には……」

　結婚願望がないどころか、結婚という制度自体が意味のないものだと思っているらしい。

　恋愛や結婚に関しては私も似たような考えだから共感する部分はあるけれど、今泉課長がそんなことを考えていたとは！　あんなにモテるのに独身でいる理由がわかった気がする。

「見合いの話だってこっちが望んでもないのに上司の娘をあてがわれて、出世させてやるから一生会社に服従して娘の面倒見ろって言われてるみたいで吐き気がする」

「吐き気がする？」

「お嬢様だかなんだか知らないけどさ。一人じゃなんにもできないくせに、男に幸せにしてもらって当たり前って考えてる女が嫌いなんだ」

　おや？　恋愛や結婚に関してだけでなく、今泉課長と私はやっぱり考え方が似ているんじゃないだろうか？

「シンデレラ願望ですかね」

「くだらんな。シンデレラなんて他人の力で幸せになろうとして、虎視眈々と玉の輿狙ったあざとくて浅ましい女だろ？　あんな話は美談でもなんでもない。子供に悪影響与えるぞ」

　やっぱりそうだ！　やっとシンデレラに対する価値観を共有できる人がいた！

「わかります!!　私も常々そう思ってたんです!!」

「王子だって浅ましいよな。出会った時のシンデレラが魔法使いの特殊メイクと豪華な身なりでいい女だったから好きになったんだろ？」

「ですよね！　いつもの小汚ない格好してたら絶対見向きもしないだろうし、好きになったりしないと思います！」

「気が合うな、杉浦！」

「はい！　長年鬱積していたこの思いをわかってもらえて嬉しいです!!」

　私たちはジョッキを掲げて上機嫌で乾杯した。

　清々しい気持ちで喉に流し込んだビールは、きっと今まで生きてきた中で一番の美味しさだった。

　今日のビールの味は最高だ！




　それからも私と今泉課長は、『シンデレラ願望の強い若い女子社員を見てると泣くまで説き伏せてやりたくなる』とか、『地味女が指くわえて黙って待ってたって王子様なんか現れるわけがない』などと言いながらビールを飲んだ。

　入社して十年経って初めて知ったけれど、今泉課長は聞いているこっちが清々しくなるほどの毒舌だった。

　女性の多い職場でパートさんや女子社員に嫌われると仕事に支障が出るので、いつも笑って優しい大人の男のふりをしていたそうだ。

　そしてこんなことも言っていた。

『杉浦にはずっと前から同じ匂いを感じてたんだ。だから無理していい顔する必要がなかった』

　それを聞いてなんとなく納得がいった。

　私と話している時は目元だけでも表情が豊かだと思うのに、特に若い女子社員たちと話している時の今泉課長の笑顔はどこか無機的で、まるきり感情が読み取れなかった。

　私自身は気付いていなかったけれど、今泉課長は私にもそれと同じことを感じていたようだ。

「杉浦は誰かに幸せにしてもらおうとは思ってないだろ？」

「思いませんね。待ってたって欲しいものは手に入りませんから。自分の手で、自分の力で掴まないと。そのためには努力は惜しみません」

「だよな！　杉浦はそこがいいんだ」

　今泉課長は笑いながらそう言った後、急に真顔になった。

「なぁ、杉浦。ものは相談なんだけど」

「はい、なんでしょう？」

「俺、杉浦となら価値観とか考え方似てるし、一緒にいても全然苦痛じゃないわ。俺と結婚する？」

「はぇ!?」

　今泉課長の唐突な言葉に驚き、私は奇妙な声をあげた。その直後にまずは耳を疑い、首をかしげてさっきの今泉課長の言葉を反芻した。

　いや、そんな基準で結婚とか、どう考えてもおかしいだろう。

　そこに愛というものはあるのか？　どんなに考えても、実の親にさえ愛された経験のない私にはその答えは出ない。

　会社同士の利益や家柄を守るためにする政略結婚なんてものもあるそうだけど、結婚って本来はお互いが愛し合ってするものだよね？

　私と今泉課長の間にあるのは恋とか愛とかいう代物ではなく、職場での上下関係と、シンデレラに対する嫌悪という共通の価値観だ。

「それってかなりおかしくありません？　そもそも、結婚する意味がわからんって、さっきおっしゃったじゃないですか」

「うん、結婚する意味はわからんよ。けど好きでもない上司の娘と結婚させられるよりは、杉浦と結婚した方が面白そうだ」

「面白いって……。基準はそこですか？」

「杉浦は人として嫌いじゃないし」

　なんじゃそりゃ。やっぱり私には理解不能だ。

　私は恋なんてしたこともないし、もし結婚するなら自分がのし上がるためにするのだと思う。

　私が結婚相手に求める条件は、ほんの少し高級志向な羽振りの良い小金持ちなどではなく、一声でこの国の経済を動かすくらいの本物の大金持ちだ。仮にも夫婦になるのだから、生理的に受け付けない性格の人や傲慢で乱暴な人よりは私を大事にしてくれる人の方がいい。整った容姿であれば尚良いだろう。

　誰もが羨むような相手との、夢のような幸せと確固たる地位を掴むための手段としての結婚。すなわち、超！　超！　超!!　玉の輿婚からの、実質的な会社乗っ取りだ。

　今泉課長は価値観は合うしイケメンの優しい上司だけど、私が思うような結婚の条件を満たしてはいない。

「お言葉ですがね、私は恋愛経験もないし、人を好きになるってことの意味がわからないんです」

「おお、俺と一緒だな」

「よく考えて下さいよ。そんな二人が結婚なんかして、そこにどんな利益が生まれます？」

　今泉課長はネクタイをゆるめながら考える。

「利益ねぇ……。お互いがその気になれば、子供は生まれるかも」

「はい、却下」

「なんで？　俺と杉浦の子なら、めちゃくちゃ面白そうだと俺は思うけど。それは利益にはならないかな？」

　なんで？　って……。一般的に女性は、出産の時はもちろん、初めてのセックスの時はめちゃくちゃ痛いって話だ。なんで私が今泉課長のために、そんな痛みに耐えなきゃならないの？

「なりませんね。面白い子を産むまでに、私がどれほどの痛みに耐えなきゃならないかわかってます？」

「あー……。じゃあとりあえず、お互い望まない見合い結婚を回避するための手段として、婚約者のふりしてみないか？」

「婚約者のふり……？」

「見合いしろってしつこく詰め寄られたら婚約者がいるって言うんだ。嘘だって言われたらお互いの名前を出せばいい。それなら上司もダメだとは言えないだろ？　社内恋愛で職場結婚だから、結婚後も定年まで夫婦で勤めるって言えばいいし」

　確かになんの興味もない上司の息子とのお見合いを回避するには、会社から一目置かれている今泉課長との偽装婚約は、私にとってちょうどいい隠れ蓑になるのかも。

　……いや、ちょっと待てよ？

　そんなことを公言してしまったら、結局私は今泉課長と本当に結婚する羽目になるのでは？

　あぶないあぶない、まんまと騙されるところだった。

「やっぱり遠慮しておきます。今泉課長が婚約者だなんて言ったら、いつ結婚するんだとか散々急かされて、後戻りできなくなって押しきられるのが目に見えてますからね」

「俺は別にそれでもかまわないけどな。どうしても杉浦が俺とは結婚したくなければ、ほとぼりが覚めた頃に性格の不一致で別れたってことにすればいいよ」

　いつになく今泉課長が饒舌だ。こんなに早口でまくし立てるように話す人だったっけ？

「どう？　これでしばらくはお互いに上司から目をつけられるのを回避できると思うけど？」

「そんなにうまくいくと思います？」

「それは実行してみなきゃわからないけどな。でもいざとなったら俺は杉浦の名前を出すから。もし杉浦も見合い勧められて切羽詰まったら、俺の名前使えばいいよ」

「……考えときます」

　今泉課長と結婚する気なんて一ミリたりともないけれど、緊急時の避難場所くらいのつもりで覚えておくことにしよう。







　今泉課長と飲みに行った日から一週間後の昼休み。

　社員食堂で昼食を終えて事務所に寄ると、珠姫が慌てた様子で駆け寄ってきた。

「今夜合コンに出席するはずだった先輩が、彼氏ができたからってドタキャンしちゃったんです！　年上の美人連れてくって相手に約束してたんですけど、その先輩の抜けた穴を埋められる人が見つからなくて……助けて下さい！」

「急にそんなこと言われても……」

「そこをなんとか!!」

　珠姫は神仏にでもすがるかのように、大袈裟に手を合わせた。

　必死だな。仕事もそれくらい必死にやりなさいよ。

「大学時代の同級生だったお嬢様に必死で頼んで、セレブばっかりセッティングしてもらったんです！　今回だけ!!　お願いします！」

　セレブ合コン……。その手があったか……。どれくらいのものかはわからないけれど、とりあえず仲良くしておけば今後に繋がる人脈ができるかもしれないし、行ってみる価値はあるかも。

「そこまでお願いされたらしょうがないな……。でも今回だけね」

「ありがとうございます!!」

　こうして私は、二十八歳にして生まれて初めて合コンに参加することになった。

　まぁ、何事も経験かな。




　定時で仕事を終えて、珠姫たちと一緒にレストランバーに足を運んだ。

　合コン相手の男性陣は先に席に着き、にこやかに笑って女性陣を迎え入れる。

　外科医、弁護士、歯科医。そしてあともう一人、社長が遅れて来るそうだ。

　彼らは家業を継ぐために小さな頃から人一倍勉強して、名の知れたいい大学に通って、仕事に必要な資格を取って今に至るらしい。

　親の期待に応えているあたりは立派だと思うけれど、運良く社会的な地位を持つ親の元に生まれ裕福な家庭で育った彼らは、生まれた時から人生の勝ち組だ。それを自覚しているのが自信ありげな態度から伝わってくる。

　自分ではどうしようもない生い立ちや育った環境のせいで白い目で見られたり、経済的な理由で何かをあきらめたりしたことなんて一度もないんだろう。

　ホント、世の中って不公平だな。

　金持ちの自慢話を聞くより今泉課長と飲んでる方がずっと面白い。

　医者にも弁護士にも興味ないし、社長も来ないし、女性陣に対して男性陣が一人少ないし、もう帰っちゃおうか。

　よし、そうしよう。

「まだ途中なのに悪いけど、会社に大事な物忘れたから帰ってもいい？」

「えっ、帰っちゃうんですか？」

「ごめんね」

　バッグを持って席を立った時、背の高いイケメンがテーブルに近付いて来た。もしかしてこれが社長？

「遅くなってすみません」

「久く保ぼ田たさん遅いよ!!　杉浦さんもう帰っちゃうって」

「えっ、そうなんですか？」

　久保田という男が私の方を見た。

「杉浦主任、せっかく全員そろったんですから、もう少しだけ一緒に飲みましょうよ！」

　大事な物を忘れたから帰ると言った手前、じゃあそうしましょうとは即答しづらい。

「会社はまだまだ誰かが残ってますから遅くなっても大丈夫ですって！」

　なんとなく断りづらい雰囲気だ。適当に挨拶して一杯だけ飲んだら帰るとしよう。

「じゃあ……一杯だけ」

　私がもう一度席に着くと、その隣の席に久保田さんが座った。

　さっさと飲んで帰りたいので、さっきまでタンブラーで飲んでいたビールをグラスで注文した。

　とりあえず乾杯をしてビールを一口飲むと、彼はペコリと頭を下げた。

「遅くなってすみません。久保田和かず志し、二十八歳です」

「杉浦主任も二十八なんですよね」

　気を利かせているつもりなのか、それとも少しでも長く私を引き留めたいのか、珠姫がやたらとこちらに話を振る。それを察したかどうかはわからないけれど、彼は私にニコニコ笑い掛けた。

「今年二十九？」

「そう」

「じゃあ同じ歳だ。名前、聞いていい？」

　おそらくもう二度と会わないだろうに、一応名前を聞くのは女性への礼儀ってやつなのかな？

「杉浦早紀です」

　私の名前を聞いて、彼は顎に手をあてて首をかしげた。

「あれ？　もしかして……」

「なんですか？」

「いや、やっぱりいいや」

　なんだろう？

　知り合いかと思ったけれど、顔に見覚えもないし、名前に聞き覚えもない。私と似た名前の人がいるのかも。

　ビールを飲みながら久保田さんの仕事の話を聞いた。

　久保田さんはスマホのゲームアプリを開発する会社の社長をしているらしい。

　最近よくテレビＣＭなんかで頻繁に名前を耳にする会社だ。昼休みにうちの会社の若い子たちが、そのＣＭのゲームに夢中になっていたのを思い出した。

　てっきり親の財力で作った会社だと思ったら、大学時代にたった一人で起業した小さな会社が少しずつ大きくなり、開発したゲームの大ヒットで劇的に急成長を遂げたそうだ。

　裕福な家庭に育ったのかと思いきや、ごく普通の家庭で育ち、高校までは地元の公立校に通っていたらしい。

　こういう話が聞きたかったんだ、私は。親から与えられた豊かさじゃなくて、自力で成功した人の話を！

　一杯だけ飲んで帰るつもりが、気付けば久保田さんの話に引き込まれて、とうとう最後まで居座ってしまった。

　店を出ると珠姫が腕時計を私に見せた。

「杉浦主任、忘れ物はもういいんですか？」

「あっ、そうだった！　もうこんな時間!!」

　本当は忘れ物なんかしていないけれど、一応慌てて会社に戻るふりをする。二次会に行かない口実になってちょうどいい。

「じゃあ私はここで失礼します」

「杉浦さんは二次会に行かないの？」

「はい、会社に忘れ物を取りに戻るんです」

「良かった、俺だけじゃなくて。遅れて来たくせに二次会も行かないって言いづらかったんだ。会社に戻らないといけないから、俺もここで」

　久保田さんがそう言うと、他の女子たちは少し残念そうな顔をした。みんな久保田さん狙いだったんだな。

　店の前で二次会参加組と別れた。しばらくすると久保田さんは、私の隣を歩きながら少し笑った。

「杉浦さん、会社に忘れ物取りに戻るってホント？」

「えっ？」

「実は途中で帰るために嘘ついたとか？」

　完全にバレているようだし、きっともう会うこともない人だから正直に認めることにした。

「ええ……まぁ……」

「やっぱり？　そんな気がしてたんだよ。俺も会社に戻るって嘘なんだ。大学時代の後輩にどうしてもって言われて仕方なく行ったけど、実はああいった席は苦手で」

「私もドタキャンした人の穴埋めに呼ばれただけなんです。でもつまらないから帰ろうと思って」

「だったら俺は杉浦さんが帰っちゃう前にギリギリ間に合ったわけだね。来て良かったよ。もう少し話したいし、時間大丈夫ならもう一軒どう？」

　まだ何か面白い話でもあるのかな？

　会社に戻る必要も急いで帰らなきゃいけない理由もない。終電までまだまだ時間もある。

「少しなら」

「ホント？　じゃあ行こう」

　並んで歩いているとバッグの中でスマホが鳴った。スマホを取り出して画面を見ると、今泉課長からの着信が表示されていた。何事かと思いながら電話に出る。

「はい、杉浦です」

『こんな時間に悪いな。これからちょっといいか？』

「え、これからですか？」

　今泉課長がこんな時間に会社以外の場所で会おうと言ってくるなんて、何かイヤな予感がする。

　十五分後に駅前で会う約束をして電話を切った。

　申し訳ないけれど、久保田さんと飲みに行くのはお断りさせてもらおう。

「急用ができた感じ？」

　こちらが言おうとしたことを先に言われて、私は素直にうなずいた。

「せっかく誘ってもらったのにすみません」

「しょうがないね。じゃあ、二人で飲むのはまたの機会に」

　本当に会うかどうかはわからないけれど、一応連絡先を交換して駅前で別れた。

　別れ際に久保田さんは『近々会えると思うよ』と笑って、軽く手を振った。

　近々会えるって、どういう意味だろう？　また近いうちに連絡するとか、そういうこと？

　いや、これも社交辞令みたいなもので、特に深い意味はないのかもしれない。










２　理解不能









　久保田さんと別れて五分ほど経った頃、今泉課長が車でやって来て乗るように促された。助手席に座ってシートベルトをしめる。

「とりあえず杉浦んちまで送ってくわ。どこだっけ？」

　自宅の場所を説明すると、今泉課長はしばらくの間黙ったままで車を走らせた。その眉間にシワが寄っている。

　原因は仕事のことなのか、それともお見合いのことなのか。こんな時間にわざわざ迎えに来てまで話したいなんて、あんまり気が進まないけれど、とりあえず話を聞いてみることにする。

「それで……何があったんですか？」

「杉浦……本気で俺と結婚しないか？」

　やっぱりそれか。しかも話は偽装婚約どころか、結婚まで飛躍している。

「できればそこに行き着いた経緯を詳しく話していただきたいんですが」

「見合いはしないって散々断ってんのに、だったら見合いはいいから結婚しろって」

「部長がそう言ったんですか？」

「いや、常務と娘本人が。仕事の後で会議室に呼び出されて、その場で婚約させられそうな勢いだったんだよ。だから咄嗟に、杉浦と結婚するって言っちゃった」

「言っちゃった、って……」

　よほど切羽詰まっていたのか、断りの文句の第一弾『婚約者がいる』をすっ飛ばして、私はすでに今泉課長の婚約者にされているらしい。

「いきなり私の名前を出しちゃったんですか？」

「すまん。常務の娘が生理的に受け付けない女だった」

「生理的に受け付けない女？」

「自分じゃなんにもできないくせに、親の財力と権力でなんでも思い通りになるとか、幸せにしてもらって当たり前と思ってる女」

「なるほど……今泉課長が一番嫌いなタイプですね。だとしても、いきなり私と結婚するはないでしょう」

　いつの間にやら車は私のマンションの前に到着していた。今泉課長はマンションの駐車場の隅の邪魔にならない場所に車を停め、シートベルトを外して私の方を向いた。

「全然話が通じないんだ。こんないい話のどこに不満があるんだって、常務も娘も思ってるんだよ」

「常務も今泉課長が絶対無理なタイプですね」

「そう。だから杉浦、結婚しよう」

　今泉課長は私の理想とする結婚相手の条件に外せない物を持っていないけれど、いい先輩だし上司として尊敬している。見た目も申し分ないとは思う。それでも結婚となると話は別なんじゃないか？

　今泉課長は常務の娘との結婚を回避するため手近な私で手を打とうとしているだけなのに、それで結婚するってどうなの？

「むちゃくちゃですね」

　今泉課長は少し首をかしげた。

「そうか？　俺は少なくとも杉浦のことは嫌いじゃないし、一緒にいても苦痛ではないけどな」

「そこですよ。好きか嫌いかでいうと嫌いじゃない。一緒にいて快適か苦痛かでいうと苦痛ではない。そうですよね？」

「まぁ、そうかな」

「可か不可かでいうと不可ではないってだけで、特別好きとか、私じゃないといけないとか、そういう理由ではないでしょう？　よくわからないけど、結婚するならその辺の理由は必要なんだと思います」

　一般的に常識だと思われているであろう意見を述べたのに、今泉課長は理解できないと言いたげな顔で首をかしげている。

　もしかしてこの人も常務と同じで、『こんなにいい話のどこが気に入らないんだ』とでも思っているのかな？

「理由……？　そこ、そんなに重要か？」

「当たり前です。前も言いましたけど、愛も利益もない結婚なんてイヤです」

　今泉課長は顎に手を添えてうーんと唸った。これだけハッキリと断っているのに、まだ食い下がるつもりなんだろうか。

「愛ねぇ……。じゃあ聞くけど、愛ってなんだ？　人を好きになるってどういうことだ？」

　そう来たか。想定外の質問だけど、ここで怯むわけにはいかない。

「私だってわかりませんよ、経験のないことですからね。むしろ私が知りたいくらいです」

「そうか、杉浦も知らないか……。教えてやろうにも、俺もわからないんだよなぁ。今まで誰と付き合っても、好きだと思ったことがないから」

　今泉課長が何気なく呟いた言葉に耳を疑った。

「えっ？　好きじゃなくても付き合えるんですか？」

「最初から好きだと思って付き合うわけじゃないから、まったく長続きしないけどな。一緒にいるのがめんどくさくなったり、だんだん相手のイヤな部分が目についてきたりして別れる」

「だったらなんのために付き合うんです？」

「なんのためにって……俺、成人男性だぞ？　人を好きになったことはなくても、人並みに性欲くらいはある」

「せっ……性欲!?」

　それってつまり、好きでなくてもセックスする相手は欲しいと……そういうことか!!

　もし断り切れずに結婚するとか言っちゃったら……私も……？

「無理です！　どう考えても無理です!!」

　慌てて断ると、今泉課長は私の方に少し身を乗り出した。

「なんで無理？」

「いや、だってほら私は……とにかく無理なんです!!」

　今泉課長は更に身を乗り出して顔を近付けてくる。

　近い、近すぎる!!　きれいな形の鼻先が私の顔にくっつきそうな勢いだ。

「だからそれはなんで？」

　ああもう!!　人を好きになったことはないって言ってるんだから、少しは察してよ!!

「好きでもないのに、いきなり結婚は無理です」

「だったら、俺のこと好きになれば？」

「は？」

　何言ってるんだ、この人は？　結婚するために上司を好きになれなんて、ちょっと……いや、かなりおかしくないか？

「俺も杉浦のこと好きになるし」

「え!?」

「お互い好きなら問題ないんだろ？」

「……そういう問題ですか？」

「杉浦、さっきそう言わなかったっけ？」

　近いことを言ったような、言っていないような。

　しかし……好きでもなんでもない人のことを、好きになろうと思って簡単に好きになれるものなの？　その辺がなんとなく……いや、確実に違うような気がする。

「なんかそれ、おかしくないですか？」

「そうか？　俺はアリだと思うんだけどな。で、どうすれば杉浦は俺のことを、結婚してもいいと思えるくらい好きになる？」

「わかりませんよ。今泉課長のことをそんな目で見たことないですから。今泉課長だって私のことを恋愛の対象として見たことなんかないでしょう？」

「確かにそうだな。うーん……」

　今泉課長は何を思ったのか、私のことを穴が空くほど眺め始めた。しかもその距離が近すぎる。

「あの……今泉課長？　さっきから一体何を……」

「今までは杉浦のこと、職場の後輩とか部下としてしか見てなかったから、女として見てみようと思って」

　最近少しわかってきたけれど、仕事を離れた時の今泉課長って、ちょっと感覚がズレている気がする。本人はそれに気付いていないのか、至って真面目な顔で私の観察を続ける。

「なんか……見るの意味が違うような……」

「違わないと思うぞ。おかげで今まで気付かなかったことに初めて気付いた」

　なんだ、この自信満々の表情は？

「……なんですか」

　おそるおそる尋ねると、今泉課長は突然私の唇に唇を軽く押し当てた。

「え……？」

　一瞬、何が起こったのか理解ができなかった。ただ、これまで生きてきた中で経験したことのない柔らかい感触と、人肌の温度だけが唇に残っている。

　これっていわゆる、キスというやつでは……。

「……な……なんですか……急に……」

「今まで気にしたことなかったけど、杉浦の唇が柔らかそうだったからキスしてみたくなった」

　そんな理由で？

　キスって誰とでもするものなの？　それとも好きな者同士だけがするもの？

　それさえもよくわからないけれど、私のファーストキスは今泉課長に奪われてしまったらしい。

「してみたくなった、って……。そんなの勝手にされたら困ります」

「だったら『キスするよ』って前もって言えば、してもいいのか？」

「そういう問題じゃないでしょう」

　もしそれが許されるなら、予告すれば誰に何をしてもＯＫってことになるのでは？

　やっぱり今泉課長は少しなどではなく、著しく感覚がズレているのだと確信した。

「本来はキスなんて意味のない行為は嫌いなんだけどな。杉浦見てたらしてみたくなった。で、してみたらもっとしたくなった」

　私の脳が今まで知らなかった今泉課長の情報を処理しきれなくなっている。理解不能の難解な論文でも聞いているような気分だ。

「何わけのわからないことを……」

「キスするよ」

「えっ？」

　拒絶する暇も与えられず今泉課長の大きな手に頭を引き寄せられ唇を塞がれた。今泉課長は相当手慣れているのか、ついばむような短いキスを何度か繰り返した後、唇をこじ開けて忍び込ませた舌先を私の舌に絡めた。

　な、な、何これ……!?　未知との遭遇……？

　こんな感覚、私は知らない。

　あたたかく湿った柔らかい感触。口の中を生ぬるい生命体が這い回っているみたいだ。

　変なの。こんなことしてもなんの意味もないのに、なんで唇をくっつけたり、舌を絡めたりするんだろう。

　今泉課長がいきなり私にこうしたいと思った理由がさっぱりわからない。

　だけど柔らかさとかあたたかさを分け与えられているような感じがして、なんとなく安心するような気もするからなのか、不思議とイヤだとは思わない。

　でもこうしている間の息の仕方がよくわからなくて、そろそろ息が苦しくなってきた。キスってこんなに長い時間するものなの!?

　息苦しさも限界に達して、なかなか唇を離そうとしない今泉課長の背中を握り拳でドンドン叩いた。そして必死でその手の中から逃れる。

「く、苦しい……です……」

「あれ？　もしかして、息止めてた？」

「息の仕方がわからなくて」

「え？」

　今泉課長が意外そうな顔をした。いい歳をして何言ってんだと思われているのかも。

「は……初めてなので」

「え、マジか!!　俺、杉浦の初めてのキスの相手なの!?」

「誠に不本意なんですが、そうなりますね」

　なんとなく嬉しそうに見えるのはなぜ？　やっぱり初物は珍しいから？

「ってことはもしかして杉浦って……」

　今泉課長が声のトーンを少し落とした。

　この歳で男性経験がないって、そんなにおかしい？

「言ったでしょう、恋愛したことがないって。お察しの通り未経験ですよ。悪いですか？」

「いや、悪いとは言ってないけど、これでもかってほどめちゃくちゃ優しくしようとは思うぞ」

　何を優しくするつもりだ。私は今泉課長に何もしてもらおうなんて思っていないというのに。

「……勝手に決めないで下さい。今泉課長とするなんて、私は一言も言ってません」

「俺のこと好きになったら、俺とする？」

「なんで私が……。そんなにしたかったら常務の娘さんとすればいいじゃないですか」

「俺は杉浦としたいと思ったから言ったんだけど」

　それ、ストレート過ぎやしないか？

　なんなの？　私の体目当てなの？　それとも初物が大好物なの!?

「バカにしてるんですか？」

「してないよ、素直にそう思っただけ。この子としたいとか今まで思ったことないけど、杉浦とはしたい」

　とんでもないセクハラ上司……いや、恐ろしいエロ魔人だ。

　呆れて言い返す気力もなくなった。

「……そんなの知りません。もう帰ります」

　ドアを開けようとすると、今泉課長は背後から覆い被さるような格好で私の耳元に唇を近付けた。

「杉浦がいいって言うまでは我慢する。めちゃくちゃ優しくするから、早く俺のこと好きになってね」

　低く優しい声で囁かれ、ぞわっというかゾクッというか、なんとも言い難い感覚が耳から脳天へと駆け抜けた。耳が熱くてジンジンする。

　な……何なの、この感覚!?

「そんなの……絶対言いません！　失礼します!!」

　ドアを開けて車の外へ飛び出した。

「おやすみ、また明日な」

　後ろの方で今泉課長の声が聞こえたけれど、私は振り返ることも返事もせず慌ててエントランスへ駆け込み、エレベーターに乗って自宅の階数ボタンをいつもより強く押した。

　なんだか無性に苛立つ。なんであんなことがさらっと言えちゃうわけ？

　今泉課長の考えていることがまったくわからない。

　エレベーターのドアが開くと、急ぎ足で廊下を歩いた。鍵を開けて玄関に飛び込み、靴を脱いでベッドに倒れ込む。

　今までに経験のないことの連続で、頭の中がぐちゃぐちゃだ。もう何も考えられない。

　ただひとつわかったのは、今泉課長は私をただの部下としてだけじゃなく、女としても見ることができるということ。

　そんな今泉課長の言動にうろたえている私もどうかしているし、自分で自分がわからない。

　今泉課長に囁かれた耳は、まだ熱を帯びている。あんな今泉課長、私は知らない。







　翌日、金曜日。モンブランの出荷数を確認していると、梱包ラインのパートさんが駆け寄ってきた。

「杉浦主任、チーズタルト二便の数が足りないようなんですが」

「え？」

　慌ててパソコンを開き出荷数と生産数をチェックすると、出荷数に対して生産ラインに流した生産予定数が足りていないことに気付く。

「ああっ……本当だ、ごめんなさい。私のミスです。とりあえず今ある分だけ二便で出荷しますから、足りない数量を紙に書いて貼り付けといてもらえますか？」

「わかりました」

　なんて初歩的なミスだ。

　チーズタルトは一ホールを八ピースにカットして出荷するのに、十二ピースにカットして出荷する計算で生産ラインに生産数量を流してしまったらしい。

　数量を間違えて二便の出荷数が不足する旨の説明と謝罪を各店舗にメールして、ため息をついた。

　……なにやってんだろ。

　ゆうべから頭が混乱したままで、仕事に集中できていないのは明らかだ。

　念のため、この後の商品の出荷数と生産ラインに流した生産数が間違っていないかチェックした。なんとか大丈夫そうだ。

「チーズタルトの数が足りないって梱包ラインのパートさんが言ってたけど……どうした？」

　突然後ろから声を掛けられ、ビクリと身をすくませる。

　おそるおそる振り返ると、私の背後から今泉課長がパソコンを覗き込んでいた。いつもより明らかにその距離が近い。

「こんな初歩的なミス、杉浦にしては珍しいな」

　一体誰のせいだと思ってるんだ！

　眠ろうと目を閉じるたびに今泉課長の顔が浮かんで、唇の柔らかさとか湿った舌が口の中で動く感触が蘇って、朝まで何度も寝返りを打ちながら一人悶々としていたというのに、その原因の今泉課長本人は、しれっとした顔をしている。

　さぞかしよく眠れたんでしょうね！　……なんてことをここで言うわけにもいかず、喉元まで出掛かった言葉を無理やり飲み込んだ。

　どんな状況であれ、仕事上のミスは私の責任。今泉課長のせいにしたって仕方がない。

「……すみません。うっかり計算を間違えてしまって」

「そうか。各店舗に連絡は？」

「連絡済みです」

　気まずくてまともに顔を見ることも、目を合わせることもできないくせに、私は朝からずっと何事もなかったようなふりをしている。そばに来られるとなぜか激しい動悸がして、本当は同じ空気を吸っているのもつらい。

　職場では普通にしていようと思っていたのに、もう無理。限界だ。

「目が赤いな。どうした？」

「なんでもありません！　すみませんでした、以後気を付けます！」

　深々と頭を下げてその場から立ち去ろうとすると、今泉課長は私の肩をポンと叩き、耳元に少し顔を近付けて、他の人には聞こえないような声で囁いた。

「俺とのキス思い出して眠れなかったの？」

　途端に身体中の血液が一気に頭に上ったんじゃないかと思うほど、顔がカーッと熱くなる。私の顔はきっと完熟トマトみたいに真っ赤になっているんだろう。

　カッコ悪い、情けない、みっともない。こんなのいつもの私じゃない。

「も、持ち場に戻ります!!」

　慌ててその場を離れ、エアシャワーを浴びてクリーンルームへ戻った。

　目元しか見えていないとはいえ、こんな顔は誰にも見せられない。うつむき加減で持ち場に戻り、チーズタルトの出荷数を確認し始める。

『俺とのキス思い出して眠れなかったの？』

　さっき今泉課長が耳元で囁いた言葉が、何度も何度も耳の奥で響く。

　他の人の前ではいい上司してるくせに、なんで私にはあんななの？

　もしかして私、からかわれてる？　いい歳してキスの仕方も知らない私が珍しくて面白がっているのかも。

　悔しくて恥ずかしくて、さっきまで頭に血が上っていたはずなのに、今度はなぜか頭から血の気が引いて、何度数えても途中で頭がクラクラして数がわからなくなる。

　気持ち悪い。

　我慢できなくなってその場にしゃがみこんだ。

　もうやだ。なんで上司の気まぐれに振り回されなきゃいけないの？　今泉課長のお見合いだって、私にはなんの関係もないのに。

　仕事もまともにできなくなるなんて、私、どうかしてる。

　うずくまって動かない私を心配して、箱詰めしていたベテランパートの南みなみさんが駆け寄ってきた。

「杉浦主任、大丈夫？」

「あ……すみません、大丈夫です……」

　気を取り直してなんとか頑張ろうと顔を上げると、また頭がクラクラした。

「顔色悪いわよ。ちょっと休んだ方がいいわ。立てる？」

「大丈夫です。心配掛けてすみません」

　南さんの手を借りてなんとか立ち上がったけれど、地面が揺れているような不快な感覚で倒れそうになる。

　南さんは心配そうに私の顔を見た。

「大丈夫そうじゃないわね。えーっと……」

　作業場内を見回して誰かを探しているようだ。なんだか猛烈にイヤな予感がする。

「今泉課長！　ちょっと来て!!」

　やっぱりー!!　その人、今は一番ダメな人なんだってばー!!

　来るな、来ないでーっ!!

「どうかしました？」

　私の心の叫びも虚しく、今泉課長はいつものように穏やかに笑って近付いて来た。

「杉浦主任、一人で立ってられないくらい気分が悪いみたいなの。ものすごく顔色が悪いし」

「それは大変だ。僕が医務室に連れて行きますよ。南さんは安心して持ち場に戻ってください」

「お願いね」

　南さんが私を支えていた手を離すと、今泉課長が大きな手で私を支えた。

「杉浦、大丈夫か？　医務室まで歩ける？」

「あ……歩きます……」

　今泉課長の手が触れている部分が熱い。

　歩けないなんて言ったら、どんな運び方をされるかわかったもんじゃない。これ以上情けない姿を晒すのはイヤ。

　重い体を動かしてなんとか前に進もうとすると、フラリとよろめいた私の体を今泉課長がしっかりと支えた。

「無理するな。ゆっくりでいいから」

「……れの……いだと……！」

「ん？」

「……なんでもありません」

　バカらしい。気にしているのは私だけ。これ以上ジタバタしたって、今泉課長の思うつぼだ。

「一人で大丈夫ですから」

　少しでも早く一人になりたくて、今泉課長の体を押し返した。よろめきそうになる体に力を入れて、自力で廊下を歩く。

「全然大丈夫そうには見えないけど」

「大丈夫です」

　早くあっち行って。私にさわらないで。

　心の中で呟いた。

「強情だな。こういう時は素直に甘えろ」

「何かあるたびに人に頼るのが当たり前になると困るんです」

　甘え方なんて知らない。甘えたいとも思わない。だから、私のペースを乱さないで欲しい。

「そういうところ、杉浦らしくて嫌いじゃないけどな、俺は」

　今泉課長は私の腕を掴んで引き寄せ、有無を言わさず横抱きにした。突然のことに驚いた私は、目を大きく見開く。

　そのまま医務室に連れて行かれ、ベッドの上にそっと寝かされた。

「部下の心配するのも世話焼くのも上司の仕事です。黙って上司の言うこと聞きなさい」

　こんな時だけ上司ぶって、ずるい。昨日その部下にあんなことしたくせに。

　また無性に腹が立ってきた。文句のひとつも言ってやらないと気が済まない。だけどやっぱり顔を見ることができなくて、掛け布団を引っ張って少し顔を隠した。

「誰のせいだと思ってるんですか……」

「ん？　ドキドキして眠れなくなるほど俺のこと考えてくれてたんだ。少しは俺のこと好きになった？」

「……なりません。腹が立って眠れなかっただけです」

「ふーん？　俺はドキドキしたよ？　キスの時、杉浦があんな顔するなんて初めて知ったし」

　一体どんな顔してたの、私!?

　恥ずかしくてまた頭に血が上る。顔を隠していた掛け布団をギュッと握りしめた。

「……そんなの知りません。もう黙って下さい」

「うん、じゃあ黙る」

　ホッとしたのも束の間、何を思ったか今泉課長は掛け布団をめくって私の顔を覗き込んだ。

「なっ、なっ、なんですか……！」

「また見たくなっちゃった」

「えっ？」

「キス、するよ」

「えぇっ!?」

　今泉課長は私の手を握ってベッドに押し付け、そっと唇を重ねた。

　優しく触れるだけのキスを何度か繰り返した後、頬と額にも軽く口付けて、大きな手で頭を撫でる。その大きな手で頭を撫でられたことが心地いいなんて、子供じゃあるまいし、私やっぱりおかしい。

「なんで勝手にするんですか!?　していいなんて一言も言ってないのに……！」

「なんでって、杉浦にはキスしたくなるんだ。なんでだろう？」

　この男は、またさらっとそういうことを……！

　恥ずかしくて、照れくさくて、また顔が赤くなってくるのがわかった。私は慌てて掛け布団を頭から被る。

　なんのために私はここに来たんだ!?　少なくとも、今泉課長と社内でこっそりかくれてキスするためではなかったはず。

「もう知りません!!　早く戻って下さい！」

「そうする。気分良くなって戻れそうなら戻っておいで。無理そうなら早退していいから」

　今泉課長は布団の上から私の頭をポンポンと優しく叩いて医務室を出ていった。

　なんなの、もう……。急にあんなに甘くなられても、対処に困る。

　私と同じ年頃の女性なら、キスなんてたいしたことないと思うのが当たり前なのかな？

　今までに誰かと付き合った経験もなければ、そんな話をする友達もいない私にはよくわからない。

　今泉課長のことは嫌いじゃないけれど、好きでもない。それなのにキスをされても私は抵抗しなかったし、やっぱり昨日と同じで不思議とイヤな気分にはならなかった。

　いや、むしろ昨日より優しくされて、イヤな気分になるどころか……なんだか少し、気持ち良かった気もする。

　キスなんて意味のない行為は嫌いだと言っていたくせに、今泉課長はなぜか私にはキスをしたくなるらしい。

　私だってキスをすることのどこに意味があるのかと思う。そう思っているはずなのに……もっとして欲しいような、妙な感覚に陥ってしまう。

　キスをしたからといって、今泉課長のことを好きになるとは思えない。それなのにどうして私は、こんなにも心をかき乱されているんだろう？

　今泉課長の考えていることもわからないけれど、やっぱり私は、自分で自分がわからない。

『キス、するよ』

　今泉課長の低くて甘い声が耳に残って離れない。

　あんな甘い声が出せるなんて。

　今まで知らなかった今泉課長の姿に、私は戸惑っている。とはいえ、ただ戸惑っているだけで、これは恋とか好きとか、そういった類いのものではない。

　……と、思う。







　翌週月曜日。朝から私は、他部署の社員たちと一緒に会議室にいた。

　メンバーは二十代から三十代前半の若い社員が大半で、企画部や広報部、商品開発部など様々な部署から集められており、そこには同じ製造部から選ばれた今泉課長もいる。

　なんでも私たちは、新規プロジェクトチームのメンバーとして選ばれたらしい。

　シトロンではこれまでより広い客層を狙った新店舗での販売に加え、スイーツビュッフェレストランを展開することが決まっている。それに伴い、自分プロデュースのスイーツレストランを作るゲームを開発することになったのだそうだ。

　ＳＮＳでユーザー同士が客として店を行き来したり、お互いに助け合って楽しむらしい。

　私は普段ゲームをしないし、ＳＮＳもトークメッセージくらいしか利用しないのでこの手の情報には疎いけれど、ゲームと連動して開発した特別な商品が店舗に並ぶイベントは面白いなと思った。

　工場の商品出荷管理が仕事の私がなぜこのチームの一員として選ばれたのかというと、商品知識に加え、季節や店舗によって異なる売れ筋商品や時間帯別の出荷数も把握しているから。

　立ちっぱなしで体力的にきつい仕事なので早くに辞めてしまう女性社員が多い中、私は勤続十一年目で、しかも二十代の女性には珍しい管理職だ。そのあたりもこのチームの若いメンバーの中心となる人物として適任だったらしい。

　新規プロジェクトチームの一員として選ばれたことにも驚いたけれど、もうひとつ驚いたのは、ゲームを共同開発する会社が久保田さんの会社だということだ。

　会議にはもちろん社長の久保田さんも出席していて、顔を合わせたのはこの間の合コン以来だった。




　午前の会議を終えて社員食堂に向かおうとすると後ろから誰かに肩を叩かれ、振り返ると久保田さんがニコニコ笑っていた。

「杉浦さん、お疲れ様」

「お疲れ様です」

「ね、言った通りまた会えた」

　ああ、なるほど。この間の別れ際に言っていた『近々会えると思うよ』の意味はこれだったんだ。

　あの時には既にこのプロジェクトの人事が決まっていて、久保田さんはそれを知っていたということか。

「ビックリしました。久保田さんと一緒に仕事することになるなんて」

「杉浦さんのことは人事部長からいろいろ聞いてるよ。すごい努力家で仕事ができるんだってね」

　社内での私は、なかなかの高評価らしい。

　そりゃそうでしょ、人の何倍も頑張ってきたんだもの。でもここは一応、謙遜しておこう。

「そんなの大袈裟です」

「杉浦さんには期待してるんだ。一緒に頑張ろうね」

「はい。よろしくお願いします」

　にこやかに笑って軽く頭を下げると、久保田さんはほんの少し私の耳元に顔を近付けた。

「落ち着いたら飲みに行こう。約束通り、二人でね」

　声のトーンを下げて耳元で言うほどのことかと思ったけれど、個人的な話だから他の人の耳に入ることを気にしたのかな？

「そうですね、ぜひ」

　社交辞令みたいな返事だ。久保田さんもそう思ったのか、小さく笑った。

「それじゃ、また午後もよろしく」

「こちらこそ」




　今度こそ社員食堂に向かおうと会議室を出た。

　廊下を少し歩いたところで、今泉課長が壁にもたれて立っていることに気付いた。

　……まずい。

　先週金曜日に早退してから週末にかけて、私は自宅にこもりスマホの電源を切って過ごした。何度か部屋のチャイムが鳴ったけれど、居留守を使ってやり過ごした。誰にも会いたくなかったし、何も考えたくなかったからだ。

　そして今朝の出勤前にスマホの電源を入れて初めて、今泉課長から何度も連絡があったことに気付いた。

　体調を気遣って連絡をくれたのに、電話も繋がらずトークメッセージも未読のままだったので心配して家にも来てくれたらしい。結果的に私は、週末の間ずっと今泉課長を無視し続けたわけだ。

　気まずくて引き返そうとするより早く、今泉課長が足早に近付いてきた。

　やばい、逃げるに逃げられない。

「杉浦」

「は……はい……」

　いつもより低い声で話し掛けられ、もしかしてものすごく怒っているのかもと怯む。

「体は大丈夫なのか」

「もう大丈夫です……」

　おそるおそる小声で答えると、今泉課長は大きく息をついた。

「そうか……。ならいい。ずっと連絡つかなかったから、何かあったのかと気が気でなかった。おかげで今日は俺の方が寝不足だ」

「すみません……」

　寝不足になるくらい心配してくれていたなんて、悪いことしたかな。

「今夜はよく眠れるように、杉浦に抱き枕にでもなってもらうか」

「だっ……抱き……!?」

　抱き枕って……!!　それって一晩中おとなしく抱きしめられてろってこと!?

　思わず想像してしまい、みるみる顔が熱くなっていく。今泉課長は、真っ赤になっているであろう私の頬を指で軽くつついて小さく笑った。

「……本気にするな、冗談だ」

「変な冗談やめてください！」

「ん？　じゃあ本気でしようか？　抱き枕だけじゃ済まなくなるけど」

　……このセクハラ上司め。訴えてやろうかしら。

「冗談でも本気でもやめてください。セクハラで訴えますよ」

「ふーん……。じゃあ俺は常務をパワハラで訴えてやろうかな」

「お見合いのことですか？」

「そう。今度は杉浦と別れて娘と結婚してくれって」

　別れるも何も、私たちは婚約なんてしていないし、付き合ってもいないのに。

「それで……今泉課長はなんて答えたんです？」

「そりゃもちろん、杉浦と別れる気はないって」

　今泉課長は勝ち誇ったような顔をして言い放った。

「……付き合ってもいないですけどね」

　思わずボソリと呟くと、今泉課長は私の唇に人差し指を押し当てた。触れてくる指のせいで今泉課長の唇の感触を思い出し焦ってしまう。

「それは会社では禁句な。どこで誰が聞いてるかわからないから」

「わかりましたから……指、早くどけてくださいよ……」

「ん？　ああ……」

　人差し指をすぐにどけたと思ったら、今泉課長はなぜか私の唇を親指でフニフニと撫で始めた。

「……何してるんですか……」

「杉浦の唇ってホント柔らかいよな。今すぐキスしたい」

　まただよ……!!　なんで平気な顔してこんなことが言えるの!?

　いくら昼休みで人目がないとはいえ、会社でこういうのは勘弁して欲しい。

　なんだか無性に苛立ち、今泉課長の手を掴んで払いのけた。

「……いい加減にしてください」

「悪いな。根が正直なもんで、つい」

　付き合いきれない。さっさと社員食堂に行って昼食を済ませよう。

　何も言わずその場を去ろうとすると、今泉課長は私の後をついてきた。

「どこ行くんだ？」

「お昼だから社食に行くんです」

「そういやそうだな。俺も行く」

「……一緒に行く必要ありますか？」

「社食に行くんだろ？　別々に行く必要あるか？」

　一緒にいたくないのに……。

　他のことは察しが良すぎるくせに、なんでこういうことは察してくれないんだろう？　なんともないふりしてるの、もう限界なんだけど。

「やっぱり私は売店に行きます。社食へはお一人でどうぞ」

「なんだ、急に？」

「パンが食べたくなっただけです」

「じゃあ俺もパンにする」

　子供じゃあるまいし、なんでついてくるんだ！

「真似しないでくださいよ」

「いいじゃん。俺は杉浦と昼飯食おうと思って待ってたんだから」

　なんの約束もしてないのに勝手に決めないでよ。

「お断りします」

「なんで？」

　一緒にいたくないからだってわかんないかな？　こっちはもう息をするのさえ苦しいのに。

「今泉課長と一緒にいると何されるかわからないし、生きた心地がしません」

「いくらなんでも会社でいきなり襲ったりはしないぞ？」

　いきなりキスしたくせに、よく言うよ。

「ここは会社ですよ。そんなの当たり前でしょう」

「でも飯くらい一緒に食ったっていいだろ？」

　しつこいな。一緒にいたくないって言ってるのに。

「……一人にさせてください」

「だからなんで？」

　だからなんで？　って……逆になんでそんなに私にかまうんだ!?

　常務の娘との結婚を回避するには結婚願望のない私がちょうどいいから？　それらしく見せとかないと常務に嘘がバレて困るから？

　こんな役目、ホントは私じゃなくたって、うまく話を合わせてくれる人ならいいんだ。

　今泉課長は好きじゃない人とでも性欲を満たすためだけに付き合えるし、その気になればきっと結婚だってできるんだろう。だからって……私のこと好きでもないのに簡単にキスなんかしないで欲しい。

　今泉課長の言動は私の許容範囲を超えている。恋愛経験のない私には理解できないことばかりで、そうされる意味も、どうしていいのかもわからなくて、私だけが一人でジタバタしている。

　これ以上こんなことを続けられたら妙な錯覚を起こしてしまいそうで怖い。

　私が私でなくなっていくような不安と、言い様のない不快感が込み上げた。

「杉浦……どうした？」

　急に黙り込んだことを怪訝に思ったのか、今泉課長が心配そうに私の顔を見た。私はその視線から逃れるように目をそらした。

「今泉課長……他の人探してください」

「え？」

「やっぱり無理です。だからもう仕事以外のことで私に関わらないでください」

　今泉課長の返事を待たず、走ってその場から離れた。『離れた』というよりは『逃げ出した』と言った方がいいのかもしれない。




　やっとわかってくれたのか、今泉課長は追い掛けて来なかった。

　私は売店でパンとコーヒーを買って、敷地内のあまり人の来ない場所にあるベンチに座って一人で昼食を済ませた。

　お見合いを回避するために婚約者のふりをしたり、好きでもないのに結婚しようとか、そのために好きになろうとするなんてどう考えてもおかしい。

　やっと一人になれたのに、頭の中はなぜか今泉課長に占領されていた。その理由が自分でもよくわからないから、余計に苛立ってしまう。

　もう考えるのはやめよう。これから重要な仕事に取り掛かるのに、余計なことに気を取られていたら大きなミスをしかねない。

　あの人はただの上司で、私はたくさんいる部下のうちの一人だ。







　午後からはアプリ開発課とスイーツビュッフェ企画課に分かれて会議が行われた。

　私はアプリ開発課の主任に、今泉課長はスイーツビュッフェ企画課の課長に任命された。

　今泉課長と別々の課に配属されたことにはホッとした。これで顔を合わせることもほとんどないし、仕事中に余計なことに気を取られなくて済む。

　想定外のことが立て続けに起こってうろたえてしまったけれど、元々私はただの上司の今泉課長なんかに興味ないんだから。

　幸せな未来への足掛かりを作るためには人の何倍も努力しなきゃいけないって、親に与えられたものが凡人以下の私は幼い頃から身を持って知っている。

　くだらない不可解な感情に振り回されて立ち止まっている暇なんて、今の私にはない。自分に与えられた仕事を目一杯頑張って、期待された以上の結果を出さなきゃ。




　アプリ開発課には、三十代半ばの小こ阪さか課長と主任の私、そして私より若い大卒の社員五名が配属された。久保田さんの会社〝リアライズ〟からは、四名の社員と社長の久保田さんが出向している。

　どちらの会社も若い男性ばかりだから気が合うのか、三時の休憩時間もゲームの話題でかなり盛り上がっている。

　私はゲームの話はよくわからないから話の輪の中には入らず、少し離れてコーヒーを飲みながらその様子を眺めていた。

「杉浦さんは仲間に入らないの？」

　久保田さんがコーヒーを片手に隣に座った。

「私はゲームをしたことがないので……」

　そう言ってから、こんな私がここにいてもいいのか少し不安になる。

「今時珍しいね」

「やっぱり私みたいなのは場違いですか？」

「いや、いいんじゃない？　杉浦さんの意見を参考に初心者も楽しめるゲームを作れそうだし、ゲーム慣れしてる人が考えないような企画が生まれそう」

「だといいんですけど」

　そんな風に言われると、ゲームを知らない私でも大いに役に立てそうで少しホッとする。

「勉強のために私も何かやってみようかな。初心者の私でも楽しめそうなゲーム、ありますか？」

「そうだな……。パズルゲームとかアクションゲームなんかもあるけど、じっくりプレイするなら推理小説みたいに謎を解きながら犯人を捜すゲームとか、ＲＰＧとか」

「ＲＰＧ？」

「ロールプレイングゲームの略でＲＰＧ。敵を倒して自分の経験値を積みながら謎を解いて、最終的にボスキャラを倒す冒険ゲームなんだ」

　ゲームと一口に言っても、その種類はいろいろあるようだ。初心者の私がいきなり難易度の高いゲームに手を出しても、すぐに挫折してしまいそうな気がする。

「なんだかどれも難しそうですね」

「そうだ、女性向けの恋愛シミュレーションなんてのもあるよ」

「なんですか、それ？」

「自分がラブストーリーのヒロインになって好みのヒーローを振り向かせるゲームだよ。現実ではなかなか出会えないようなイケメンと恋愛している気分になれるんだ。やってみる？」

　実生活だけでなくゲームの中でまで恋愛をしたがるとは、世の女性たちはどれだけ恋に貪欲なんだ！　架空のイケメンと恋愛するなんて、私にとっては謎解きや冒険よりも難しいのでは？

　思わず眉間にシワを寄せると、久保田さんは笑いながら私の背中を軽く叩いた。

「難しく考えなくても恋愛小説でも読むつもりでやってみるといいよ。小説は分岐点で選択肢を選べないけど、ゲームなら自分で選べる。それによってハッピーエンドにもバッドエンドにもなるんだ。面白くない？」

　恋愛って面白いのかな？　実際に恋愛したことがない私でもゲームなら楽しめるだろうか？

「やったことないんでわからないんですけど……」

「ちょうど最近うちの会社からリリースされたばかりの新作アプリがあるよ。ちょっとスマホ貸してみて」

　久保田さんにスマホを渡すと、その新作アプリを検索してくれた。

「ヒロインの年齢は、ちょうど杉浦さんと同じ二十八歳。イベント企画会社に勤めるＯＬなんだ」

「ヒロインなのに、すっごく普通ですね」

「その方がユーザーが共感できるからね。感情移入もしやすいし」

「なるほど……」

　ゲームを始めるためのプロフィール登録をなんとか済ませると、好みの相手を選んで設定しろと指示が出る。

　俺様社長、ドＳ上司、友達系同期、ワンコ系後輩、ロールキャベツ系幼馴染み、行きつけのカフェの歳の差大人マスター。みんなイケメンでハイスペック。

　さすがはゲームだ。実際にこんな男がそばにいたら、女性社員は仕事どころではなくなるだろう。

「誰にする？」

「誰がいいんでしょう……」

「選べないならお任せにしてみる？」

「そんなこともできるんですね」

　久保田さんが横から私のスマホを操作した。

「ハイ、この人だって」

「えっ……この人ですか……？」

　よりによって、選ばれたのは一番避けたかったドＳ上司だ。

　三十三歳で高学歴、背が高くてイケメンなのは当たり前。笑いながら毒を吐くクールでドＳな課長。プロフィールまでなんとなく今泉課長に似ている。

　やっぱりやめとこうかな……。

「そろそろ会議再開しようか。とりあえず登録と最初のキャラ設定は済ませたから、仕事の後にでもやってみて。良かったら感想聞かせてよ」

　あー……断れないパターンだ、これ。

「そうですね……時間があるときにやってみます……」







　定時のチャイムが鳴りみんなが帰り支度を始めると、チームの親睦を深めるために飲み会を開こうと小阪課長が言い出した。

「金曜辺りにビュッフェチームも合同で親睦会を開くとして、まずはこの後アプリチームだけでどうだ？」

「いいですね、やりましょう！」

　月曜日だからなのか、みんな予定が空いているらしい。

「僕は一度会社に戻らないといけないので、遅れて参加してもいいですか？」

「大丈夫ですよ！」

　小阪課長はみんなでワイワイやるのがお好きなようだ。部署での飲み会の予定が増えそうな気がする。

　どの店に行こうかとみんなが相談していると、久保田さんが私のそばにやって来た。

「杉浦さんも行くよね？」

　月曜から飲み会なんてイヤです!!　帰りたい!!　……なんて、社長の久保田さんが遅れてでも参加すると言っているのに、主任の私が言えるわけがない。

「もちろん行きますよ」

「楽しみだな。じゃあ、また後で」

　久保田さんはニコッと笑ってオフィスを後にした。

　それにしても爽やかな人だ。急成長企業の社長だけあって、私と同じ歳とは思えないほど紳士的だし、物腰も柔らかくて落ち着いている。

「杉浦主任、久保田社長と仲がいいんですね」

　唐突に声を掛けられて少し驚いた。

　たしか広報部の原口くん、入社三年目の二十四歳。

「仲がいいってほどでもないの、ちょっとした知り合いで。同じ歳だから話しやすいのかな」

　合コンで知り合ったことは内緒にしておこう。

「じゃあ、これからもしかすると……ってこともあるかもしれませんね！　杉浦主任、アプリチームの紅一点だし」

「もしかすると……って、何？」

「イヤだなぁ、とぼけちゃって。玉の輿ですよ、玉の輿！」

「玉の輿ねぇ……」

　久保田さんは社長だけどなんとなく友達っぽい感覚だから、会社を乗っ取ってやろうとは思わなかったな。

「考えもしなかった」

「そうなんですか？　久保田社長はまんざらでもなさそうですよ？」

　まんざらでもなさそう……？　多分、久保田さんは誰に対してもあんな感じなんだと思うけど。

「杉浦主任は久保田社長みたいな優しい感じの人が好みですか？　恋愛ゲームなんかでは俺様タイプが一番人気みたいですけど」

　久保田さんのことは、人として嫌いじゃない。でも好みのタイプかと聞かれたら、わからないとしか答えようがない。

「好みってよくわからないんだけど……久保田さんが俺様だったらちょっとイヤかな。ワンマン経営で会社がすぐに潰れそう」

　私の言葉の何がおかしかったのか、原口くんはおかしそうに笑った。

「俺様社長だ！」

「いくらイケメンでも、自分の会社の女性社員にホイホイ手を出す社長もどうかと思うし」

　原口くんは更に大笑いしている。私、何かおかしなこと言ったかな？

「そんな社長、ものすごくイヤです！」

「恋愛ゲームじゃあるまいし、イケメン俺様社長なんて現実にはそうそういないと思うよ？　イケメンはともかく、自分勝手な社長に社員がついていくと思う？」

「思えません。じゃあやっぱり杉浦主任は久保田社長みたいな温厚そうな人がいいんですね」

「何バカなことを……。そんなことより今は仕事が大事でしょ？　余計なこと考えないの」

「ですよね、頑張りますよ。それにしても杉浦主任って、初めてちゃんと話したけど面白いですね」

　意外なことを言われ、思わず首をかしげた。

「面白いって、私のどこが？」

「いえ、わからなければいいんです」

「はぁ……？」

　若い子の言うことはさっぱりわからない。たいして歳は離れていないはずだけど、これが勤続年数の差ってやつか？

　なんだか一気にお局様になった気分だ。







　仕事の後、会社の近くの居酒屋の座敷でアプリ開発課の親睦会が開かれた。

　始まってから一時間ほど経った頃、久保田さんが遅れて参加した。

　明日も仕事なのでお酒はほどほどに、食事をメインにしてみんなはおしゃべりを楽しんでいる。やっぱりここでも盛り上がるのはゲームの話題のようだ。

　そういえば……あの恋愛ゲーム、ホントにやらなきゃダメかな？　相手を別のイケメンに変更しちゃおうか。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、原口くんが私の方を向いた。

「杉浦主任はどんなゲームが好きですか？」

「私、ゲームしたことがないの」

「えっ、そんな人いるんですね！」

　ここでの私は天然記念物扱いだ。久保田さんが私の隣で少し笑っている。

「だから、初心者の杉浦さんにも楽しめそうなゲームを勧めたんだよ。ね？」

「はぁ……まぁ……」

「どんなゲームなんですか？」

　食い気味に来た。原口くんはよほどゲームが好きらしい。

「恋愛ゲーム。うちの最新作だよ。『彼と秘密のラブ♡シチュエーション』って、ＣＭなんかで見たことない？」

　なんて恥ずかしいタイトルなんだ……！　みんなにはあんまり言って欲しくなかったな、久保田さん……。

『あの杉浦主任が恋愛ゲームだと!?』みたいな目で見られているような気がして恥ずかしい。

「いかにも恋愛ゲームって感じのタイトルですね。それで杉浦主任はどんなイケメンを選んだんです？」

　原口くん、これ以上何も聞かないで……。私の口からはとても言えないよ……。

「ドＳ上司だよね」

　口ごもってしまった私の代わりのつもりなのか、何食わぬ顔で久保田さんが答えると、みんなが一斉に私を見た。

「えっ、杉浦主任って上司との社内恋愛願望があるんですか!?」

「ないない！　全然ないよ!!」

「しかもドＳ上司……!!」

「じゃあ杉浦主任ってもしかして……」

「だから違うんだってば……！」

　慌てて否定したけれど、妄想力の豊かなみんなの耳に私の声は届いていないようだ。

　このままじゃ私は『ドＳ上司にいじめられたいドＭ女』と思われてしまう!!

　躍起になって否定していると、久保田さんがおかしそうに声をあげて笑い出した。

「それは杉浦さんじゃなくてアプリの推しキャラなんだよ。お任せ機能で選ぶと八割くらいはドＳ上司が出るんだ」

「なーんだ、そうなんですね。杉浦主任の好みがそんなタイプなのかと思っちゃいました」

　今のは助けられたのか？　自分がボートから突き落として派手に溺れさせた人を、華麗に救出したみたいな？

「好みどころか、そういう人はむしろ苦手なんだけど……」

　思わず呟くと、久保田さんが私の方を見て笑った。

「そうなんだ。じゃあ、ホントはどんな人がタイプ？」

「特にないからお任せにしたんじゃないですか」

「ふーん……。好みはないけど、苦手なタイプはあるんだね」

　なんだか含みを持たせた言い方だ。久保田さんは何が言いたいんだろう？




　そのうちみんなはまた別のゲームの話で盛り上がり始めた。

　話がそれて助かったとは思うけれど、なんだかもう疲れてしまった。ゲームの話もよくわからないし、早く帰りたい。

　仕方なく黙ってビールを飲む。今日のビールはあんまり美味しくない。

「杉浦さん、疲れちゃった？」

　久保田さんが小声で私に尋ねた。

「え？」

「もう帰りたいって顔してる」

　まずいな、そんなに顔に出てた？　付き合いが悪いって初日から思われるのもなんだから、ここはうまくごまかさないと。

「そんなことないですよ。楽しんでます」

「そう？　そんな風には見えなかったけど」

　久保田さんって、こういうところホントに鋭いな。気を付けなきゃ。

「そろそろ帰る？」

「いえ……大丈夫ですから」

　大丈夫だと言ったのに、私の本心なんてお見通しだったようだ。久保田さんはグラスに残っていたビールを飲み干して腕時計を見た。

「ああ、もうこんな時間だ。すみません、僕また会社に戻らなきゃいけないんです。そろそろ出ないと」

　小阪課長もつられて腕時計を見る。

「そうなんですか？　やっぱり社長ともなると忙しいんですね。じゃあこの辺でお開きにしましょうか」

「なんかすみません、無理に切り上げさせちゃったみたいで」

「そんなことはないですよ。明日も仕事だし、あんまり遅くなってもアレなんでね」

　久保田さんのおかげでうまくお開きの流れになったらしい。本当にイヤミがないというか、どこまでもスマートでそつがない人だ。

「小阪課長、金曜はもっとゆっくり飲みましょうね！」

「そうだな。その分仕事も頑張ってくれよ！　明日から忙しくなるぞ」

　みんなは楽しそうに話しながら、残っていたビールを飲み干したり、皿の上に残っていた料理を口に入れたりして、帰り支度を始めた。

　ああ、これでやっと帰れる……。

　私も帰ろうとバッグを手に取ろうとした時、テーブルの下で手を握られ、驚いて顔を上げた。

「あの……久保田さん……？」

「俺みたいなタイプの男は苦手？」

　久保田さんはまわりには聞こえないくらいの声でそう言うと、握っていた私の手を離して立ち上がった。

「じゃあすみません、僕は急ぐのでお先に失礼します」

　さりげなく伝票を持ってその場を去って行く久保田さんの後ろ姿を、みんなは惚れ惚れした様子で眺めている。

「なんだ、あのイケメンは……！　男の俺でも惚れるわ……！」

　小阪課長がそう言うと、リアライズの社員たちは目をキラキラさせた。

「でしょ？　うちの社長、超カッコいいっすよね!!」

「悔しいが認める!!」

「嬉しいっす！　いい仕事しましょうね、課長さん!!」

　この暑苦しいノリにはついていけない。熱い男たちに「お疲れ様」と声を掛け、一足先に店を出た。

　帰りのバスに揺られながら、帰り際の出来事を振り返る。

　ゲームのドＳ上司みたいな人は苦手だとは言ったけれど、俺みたいなタイプの男は苦手？　って……何？

　あの場面で手を握る必要はあったっけ？　ちょっとしたスキンシップ？

　久保田さんもいまいちよくわからない人だ。

　まだ知り合ったばかりで二度しか会っていないんだから、よくわからないのは当然か。

　これから一緒に仕事をするのに苦手なタイプという理由で避けられたら困ると思ったのかも。少なくとも久保田さんは俺様とかドＳではなさそうだし、面倒見が良くて部下にも慕われているみたいだ。

　久保田さんは今のところ苦手なタイプではないと思うけれど、なんでもお見通しなところは……ほんの少し、怖い気がした。







　翌日はリアライズの社員たちにもシトロンの商品について知ってもらおうと、定番や売れ筋のいくつかのケーキを用意して試食してもらいながら、商品カタログを資料に説明した。

　説明をするのはもちろん私の役目。ゲームのことはわからないけれど、商品についての知識ならある。

　ゲームを始めたばかりのレベルの低いうちにお店に置けるのは定番の商品で、レベルが上がるごとに販売できる商品が増えるらしい。

「オーナーの誕生日にはバースデーケーキを販売できるってどうでしょう？」

　私がなんとなくそう言うと、みんながすぐに賛成してくれた。

　誕生日はその人にとって大事なイベントだから、ゲームの中でも祝ってもらえるときっと嬉しいに違いない。そこでユーザー同士のあたたかい交流が生まれるといいなと思う。

「誕生日が近くなったら、シトロンの店舗で使える割引クーポンを贈るというのはどうですか？　実際に店舗に足を運んでもらうきっかけになると思うんです」

「ゲームの中で自分が売ってる物と同じ商品が店舗に並んでるの見たら、きっとシトロンに親近感が湧きますよね」

　せっかくだからクーポンを贈るだけじゃなくて、もっとシトロンを身近に感じてもらいたいな。

「そうだ……。商品を購入してもらったら、焼き菓子とかチョコなんかにバースデーメッセージを入れて、おめでとうございますって言いながらお渡しするってどうでしょうか？」

「それいいですね！」

「クーポンをもらうだけより『お祝いしてもらった！』って感じると思います！」

「今度からケーキはシトロンで買おうって思ってもらえるといいですよね！」

　プレゼント案もすぐに採用された。

　ゲームと店舗が連動するって、ゲームの世界と現実を行き来しているみたいで面白い。ゲームのことなんてわからないから不安だったけれど、思っていたよりこの仕事は楽しい。私がここにいる意味が少しわかった気がする。

　ゲームを作るだけが目的じゃない。ゲームを通じて集客数と売上を伸ばすのが目的だから、バランスが大事だ。

　ここにいるみんなはゲームを作ることに一生懸命になりすぎて本来の目的を忘れがちだから、それを思い出させるために私がここにいるのだろう。

　それって……会社からもお局様認定されてるっていうこと？

　まぁ、それでもいいか。仕事ぶりを認めてもらったんだと思っておくことにしよう。







　お昼のチャイムが鳴った。仕事に没頭していると時間が経つのが早く感じる。

　お腹を空かせたみんなが社員食堂へ急ぐ中、久保田さんだけはまだパソコンに向かっている。おそらく自分の会社とやり取りをしているのだろう。

「杉浦さん、お昼は？」

「いつもは社員食堂に行くんですけどね。今日は会社に来る途中で買ってきました」

　今日は通勤途中のコンビニでパンを買ってきた。今泉課長と無駄に顔を合わせたくないから、社員食堂や売店に行く気がしなかったのだ。

　オフィスの冷蔵庫にしまっていたアイスカフェオレを取り出し、休憩スペースのイスに座って飲んでいると、久保田さんが隣に座った。

「さっきのバースデー企画、いいアイディアだったね」

「ありがとうございます」

「俺たちでは気付けないようなことを言ってくれるから助かるよ。杉浦さんがいてくれて良かった」

「お役に立ててるなら良かったです」

　また社交辞令みたいな返事だ。久保田さんはおかしそうに笑う。

「仕事中は立場もあるだろうからアレだけど……二人だけの時は敬語はいいよ」

　それは友達感覚のタメ口で話せということ？

　同じ会社の同期や後輩ならまだしも、久保田さんはいわゆる取引先の社長、すなわち一番偉い人だ。仕事上の付き合いなのだから敬語で話すべきでは？

「でもやっぱり一応……」

「俺が杉浦さんに普通に話して欲しいんだ」

「普通に？」

「そう、普通に」

　久保田さんは誰とでもフレンドリーに話したいのかな？　本人がどうしてもと言うなら、ここは素直に従うべきだろうか。

「できれば俺は杉浦さんを名前で呼びたいし、俺も名前で呼んで欲しい」

　なんで急にそうなる？　名前で呼ぶ理由なんてなくない？

「ええっと……」

「覚えてない？」

「覚えてるけど……」

「じゃあ、これから二人の時は名前で呼んで。俺も早紀って呼ぶから」

　いきなり呼び捨て!?

　施設を出て社会人になってからは『早紀』なんて滅多に呼ばれなくなったし、たいして親しくもない人に名前を呼び捨てにされるのは少し抵抗がある。

「早紀」

「は、はい？」

　ビックリした、いきなりか！

「誕生日はいつ？」

「十月三十日……」

　まともに育てる気もないくせに、あの女がこの世に私を産み落とした日だ。

　そこから私の受難は始まった。いや、その日じゃなくてもっと前、あの女の胎内に宿された日から既に始まっていたんだろう。

　人の誕生日は素直に祝えるけれど、自分の誕生日をめでたいと思ったことなど一度もない。

「誕生日までまだ半年近くもあるんだ」

「え？　ああ……うん……」

　急に誕生日を聞くって……お祝いしてあげるのが好きな人なのかな？　それとも、さっきの会議の流れでたまたま聞いただけなのかも。

「俺の誕生日は聞いてくれないの？」

「えっと……いつなの？」

「七月十六日。早紀が祝ってくれると嬉しいんだけどな」

　祝ってもらうのも好きなのか？

　誰かの誕生日のお祝いなんてしてあげたことないんだけど……プレゼントとか渡せばいいのかな？

「ああ……うん、誕生日ね。わかった、何か考えとく」

「ホントにわかってんのかなぁ……」

　久保田さんはなぜか苦笑いを浮かべる。私、何かおかしなこと言ったっけ？

「どういう意味？」

「んー……。まぁいいや、気長にいく」

　気長にいくって、何を？　ちゃんと説明してくれないと気になるじゃないか。

「とりあえず、早紀とお互いの誕生日を祝えるくらいの仲になりたいって、俺は思ってるよ」

「え？　ああ……そうなんだ」

　施設にいた頃は毎月『誕生会』というものがあって、夕食の時間に誕生月の人がみんなから「おめでとう」と言われ、施設の先生が作った小さなカップケーキが配られる程度のささやかなものだった。

　学校の行き帰りにケーキ屋の前を通るたびに、一度でいいから誕生日にはたっぷりと生クリームや果物の乗った、大きなバースデーケーキが食べたいと思ったものだ。

　それがこの会社に就職した理由のひとつでもあるなんていうことは、いまだに誰にも話していない。

　大人になってからは、人との付き合いよりも仕事と勉強に必死だったこともあって、特別親しい友人や恋人もいなかった私は、誰かの誕生日を祝ったこともないし、私自身も祝ってもらったことがない。

「誕生日のお祝いって……みんなを呼んでパーティーとかすればいいの？」

「パーティーもいいけどね。そういう意味じゃないんだな」

「違うの？　じゃあ何か欲しいものとかある？」

　パーティーでなければプレゼントの催促なのかと思い、リサーチがてら欲しいものを尋ねてみると、久保田さんはまたおかしそうに笑った。

「わかんないか……。それともわざとそう言ってる？」

「え？」

　私が何をわかっていないって？　それにその、わざとっていうのはなんのこと？

「まぁいいか。午後は幹部会議があって会社に戻らなきゃいけないんだ。その話はまたゆっくりね」

「うん……」

　久保田さんがオフィスを出た後、一人で昼食を取りながら考える。

　結局、久保田さんは私に、誕生日をどんな風に祝って欲しいんだろう？　パーティーやプレゼント以外のものなんて思いつかない。こんなことをして欲しいって、ちゃんと説明してくれればいいのに。

　やっぱり久保田さんはよくわからない。







　三時の休憩時間、原口くんがコーヒーを飲みながらスマホで何かを一生懸命検索し始めた。

「何か調べもの？」

「もうすぐ彼女の誕生日なんですよ。プレゼントは何がいいか聞いたら温泉に行きたいって」

「誕生日に温泉？」

「仕事で疲れてるからゆっくり温泉に浸かって美味しいもの食べたいんですって」

「へぇ……」

　そんなお祝いの仕方もあるのか。温泉は思い付かなかった。

　相手によってお祝いの仕方も違うのかな？

　彼女以外の人の誕生日はどうやってお祝いするのかと私が尋ねると、原口くんが怪訝な顔をした。

「しませんよ」

「えっ？　しないの？」

「友達の誕生日だと、せいぜいジュースか昼飯おごる程度かな。家族だったら食事に行くか、たまにプレゼント渡すくらいですかね」

　彼女の誕生日には奮発して温泉旅行をさせてあげるのに、友達にはジュースで済ませるなんておかしくない？

　家族に対しても彼女ほどの厚待遇じゃないということは、ただ単に原口くんが彼女以外の人にはケチなだけ？

「なんでそんなに差があるの？」

「そりゃ、彼女だからでしょ？」

「だからなんで彼女だと差があるの？　誕生日には変わりないのに」

「杉浦主任……それ本気で言ってます？」

　みんなが不思議そうに私を見ている。

　あれ？　なんかおかしかったのかな？

「……やっぱりいい、邪魔してごめん」

　久保田さんの誕生日をどうお祝いすればいいか、参考にしたかったんだけどな。

　ジュースをおごる程度っていうのもなんだし……。食事？　それともやっぱりプレゼント？　久保田さんも温泉に行きたいって言うかな？

「ねぇ、温泉って、どうやってプレゼントするの？　旅行券とかあげればいいの？」

　私が尋ねると、原口くんは私の方を向いて大きく目を見開き、周りのみんなはポカンと口を開けた。

「何言ってるんですか、二人で旅行するんですよ！　温泉旅館に泊まって、その近くを観光したりするんです！　念のために言っときますけどね、部屋はひとつです」

「えっ、そうなの？」

「当たり前です」

　いくらなんでも同じ部屋に泊まるのは無理だ。温泉は却下だな。

「そっか。だったら別のもの考えよう。誕生日のお祝いって難しいねぇ」

　私が何気なくそう言うと、原口くんは軽く首をかしげた。

「杉浦主任もお祝いしてあげたい人がいるんですか？」

「祝って欲しいって言われたけど、そういうのしたことないからどうすればいいのかなって思って」

「もしかして男性からそう言われたんですか？」

「そう。私の誕生日も一緒にお祝いしたいんだって。誕生日のお祝いが好きなのかな？」

　原口くんは呆れた様子で大きなため息をついた。

「いいですか？　男女がお互いの誕生日を一緒に祝うって、特別なことなんですよ」

「そうなの？」

「僕は彼女が好きで、彼女に喜んで欲しいから温泉に連れて行くんです。相手のことが好きじゃなかったら、祝って欲しいとか祝ってあげたいとか思いません」

「好き……？」

　お互いの誕生日を祝えるくらいの仲になりたいって、そういう意味なの!?

　つまり久保田さんは私が好きで、私にも久保田さんを好きになって欲しいって、そういうこと？

「いやいや……みんながみんなそうじゃないでしょ？」

「みんなそうだと思いますけど。同意する人、挙手！」

　原口くんがそう言うと、その場にいた全員が手を挙げた。どうやら私の負けみたいだ。

「杉浦主任、満場一致でこのような結果になりましたが……異論はありますか？」

「いえ……もういいです……」

　みんなはニヤニヤしながら私を見ている。とっても居心地が悪い。

「杉浦主任はもう少し男心を知った方がいいですね。男心っていうか……恋？」

「えぇっ!?」

「杉浦主任、恋愛したことないでしょ？」

　なぜそれを……？　原口くんには話したことないのに……。

　うろたえているのをできるだけ顔に出さないように気を付けながらコーヒーを飲んだ。

「ねぇ……原口くんはなんでそう思うの？」

「なんとなくです。恋愛ゲームのキャラのこと話してた時だって、ちょっと他の女の子とはズレてるなと思ってたんですよね」

　ズレてる？　私が!?

「ちょうどいいから恋愛ゲームで学んだらどうです？　二次元なら失敗してもやり直しが利くでしょ？」

　もう言い返す気力もない。部下に恋愛を学べと言われているこの状況は、かなり情けない。

「あ、そろそろ休憩終わりますね。カップ下げときます」

「ありがとう……」

　恋愛をしたことがないだけじゃなく、どうやら私は恋愛感情にも疎いらしい。

　あんな風に遠回しにほのめかされてもわかるわけがない。直接好きだと言われたわけじゃないし、変に勘ぐるのはやめよう。

　自分の席に戻ってため息をついた途端、不意に今泉課長の言葉が脳裏に蘇った。

『少しは俺のこと好きになった？』

　なんでこんな時に思い出すんだろ。

　今泉課長にだって、好きだと言われたわけじゃない。もちろん私も、今泉課長を好きになるつもりなんてない。

　今泉課長のよくわからない言動に振り回されて、これまで知らなかった顔を見せられて怖くなった。

　私のことを好きなわけでもないのに、キスしたり、優しくするから好きになれとか……。

　私も今泉課長のことが好きなわけでもないのに、キスされてもイヤじゃなかった自分が理解できなかった。だから、もう関わらないでと言った。

　今泉課長が誰と結婚しようが、私には元々なんの関係もない話だ。だからもう深く考えるのはよそうと思う。








３　愛なんて知らない









　六時半を過ぎた。残業していたメンバーが仕事を終えて、次々と席を立つ。

「杉浦主任、お先に失礼します」

「お疲れ様」

「もうすぐ雨が降るみたいですよ」

「そうなの？　じゃあ急いで終わらせないと」

　いつもより入力作業に手間取って残業することになってしまった。オフィスに残っているのは私だけだ。

　小阪課長は娘さんの誕生日だとかで、定時のチャイムと共にウキウキした足取りで帰って行った。

　子供の誕生日って、そんなに嬉しいものなのかな。

　物心がつくかどうかもわからないような頃から施設に預けられていた私には、母親に誕生日を祝ってもらった記憶なんてない。

　施設に預けられるまでの私の幼い頃の記憶は、異臭を放つ寒くて暗い部屋で、お腹を空かせて泣いていたことばかりだ。

　特に鮮明に覚えているのは、激しい雷雨の夜のこと。

　雷に震えながら一人ぼっちで泣いていた。いくら呼んでも母親は戻って来ない。怖くて、つらくて、狂ったように泣き叫んだ。その後のことはよく覚えていない。

　母親に抱きしめられたり、温かい食べ物を与えてもらった記憶もない。覚えているのは、施設の隅で母親が迎えに来るのを待ちながら、みんなを眺めていたことだけ。

　今でも時々、幼い頃の記憶が夢の中で蘇り、うなされて目覚めることもある。

　時に泣いていたり、大声で叫んだりして目覚めると、今は無力な子供の私ではないことに安堵する。

　小阪課長は奥さんと大恋愛の末に結婚して子供が二人いるそうだ。

　家族の話をしている時の小阪課長はとても幸せそうな顔をしていた。奥さんと子供たちを何よりも大切に思う気持ちが伝わってくる。

　私もそんな家庭に育っていたら、当たり前のように誰かを好きになったり、その人と誕生日を祝ったりしていたのかな。

　人を好きになるって、どんな感じなんだろう？

　そんなことを考えながら入力作業をしていると、雨粒が窓を叩く音がし始めた。しかも結構な雨脚の強さだ。

　まずいな、傘持ってないのに。早いとこ終わらせてさっさと帰ろう。




　しばらくするとオフィスのドアが静かに開いた。こんな時間に誰だろうと思いながら、顔を上げてドアの方を見た。

「あ……今泉課長……お疲れ様です……」

「杉浦……。お疲れ、残業か？」

「はい……」

　今泉課長が書類を手にオフィスに入ってくる。

　なんか気まずい。心臓がバクバク音をたてている。

「小阪課長は？」

「定時で帰られました」

「定時で？」

「娘さんの誕生日なんだそうです」

「ふーん……」

　会話が以前よりぎこちなく感じて、居心地の悪さを隠すためにパソコンの画面に視線を戻した。キーボードを打つ指先の動きまでぎこちない。

　今泉課長は書類を小阪課長のデスクの上に置いた。

「これ、明日の朝イチで目を通すように小阪課長に伝えて」

「わかりました」

　視線を上げずに答えると、今泉課長はドアに向かって歩き出した。

　ホッとして顔を上げたと同時に今泉課長が振り返ったので、私はまた慌ててパソコン画面に視線を落とす。

「まだ帰らないのか？」

「これが済んだら帰ります」

　ぶっきらぼうに答えると、今泉課長はほんの少し黙り込んだ。なんとなく視線が痛い。用が済んだなら早く出ていってくれたらいいのに。

「傘、持ってるのか？」

「いえ……でもバス停まで走ればなんとか」

「……そうか。雨がひどくならないうちに早く帰れよ」

「はい。お疲れ様です」

　ドアがゆっくりと閉まって、私は大きく息をついた。

　普通に話せてたよね？　ただの上司と部下って感じの会話、できてたよね？

　今泉課長も何食わぬ顔をしていたし、きっと私が『関わらないで』と言ったことを気にも留めていないんだ。

　ホッとしたはずなのに、なんとなくモヤッとするのはなぜだろう？




　ようやく入力作業を終えて帰り支度を始める頃には、雨脚は更に強まっていた。遠くからゴロゴロと雷の音が聞こえる。雨が止む気配はない。雨に濡れながらバス停まで走るしかなさそうだ。

　帰り支度を終えて椅子から立ち上がろうとした時、背後で何かが激しく光を放った。振り返る間もなくメキメキと大木の幹を裂くような轟音が鳴り響く。それと同時に、オフィスの明かりが消えた。

「あ……」

　冷たい汗が背中を滑り落ちて行く。

　早くここから出なくちゃ。そう思うのに、足がすくんで一歩も前へ進めない。

　真っ暗なオフィスに再び閃光が走る。

「いや……」

　激しい轟音が鳴り響き、立っていられなくなってしゃがみこんだ。

《雷怖いよ……。ママ、早く帰って来て……》

　不意に幼い頃の雷雨の夜の記憶が蘇る。

「マ……マ……」

　ひどく掠れた声が私の口からこぼれ落ちた。

　激しい雨音と雷鳴、地獄の底から響き渡るような轟音に恐れ慄いた私は、小さな子供のようにその場にうずくまる。

　耳を塞ぎ目を閉じると、小さな私があの寒くて暗い部屋で泣いていた。

　ママはどうして帰ってこないの？

　ママは早紀が嫌いなの？

　ママ、雷怖いよ、早く帰って来て……。

　激しい閃光が真っ暗なオフィスを照らした。耳をつんざくような雷鳴が私に襲い掛かる。

「いや──────っ!!」

　ありったけの声を振り絞って叫んだ。顔中涙でぐちゃぐちゃにして、雷に怯えながら泣き叫ぶ。

　誰か助けて。

　いい子にしてるから。

　わがまま言って困らせたりしないから。

　抱きしめて、愛してるって言って。

　他には何も要らないから。




　真っ暗な部屋のドアが開いて、誰かが近付いてくる。その人は急いで私に駆け寄った。

「大丈夫か？」

「……マ……い……」

「杉浦!?」

「いやだ……怖いよ……」

　全身が震えて、涙が止まらない。泣きじゃくる私を、その人は温かい腕で抱きしめた。

「もう大丈夫だ」

「怖い、怖いよ……」

「大丈夫、大丈夫。もう怖くない」

　大きな手が私の頭を優しく撫でながら、ゆっくりと背中をさすってくれた。

　寒くて暗い部屋で、凍えながら雷に怯えて泣いていた子供の私が、その手に触れられて体温を取り戻していく。少しずつ震えがおさまって、身体中に血液が流れていることを実感した。

　母親に抱きしめられた記憶などないのに、いつかもこんなことがあったような気がする。




　どれくらいの間そうしていただろう？

　ずいぶん長い時間だったような気もするし、実際は五分か十分くらいのことなのかもしれない。

　いつしか雷鳴は遠ざかり、雨音だけが静かに響く。

　私は広くて温かい胸に顔をうずめて目を閉じていた。

　あったかい……。ずっとこのまま、この腕の中に包まれて守られていたい。

「杉浦……」

　その声で我に返り、驚いて目を開く。

　いつの間にか明かりは再び灯り、私はオフィスの床の上で今泉課長の腕に身を委ねていた。

「い、い、今泉課長……!?」

「大丈夫か？」

　は……恥ずかしい……！　いい歳して雷に怯えて、上司に抱きついて泣きじゃくっていたなんて……！

　きっと今の私は涙で化粧が落ちて、ひどい顔をしているに違いない。

「すみません……大丈夫です！」

　涙で濡れた頬を手の甲で拭って慌てて離れようとすると、今泉課長は私を抱きしめる腕に力をこめた。

「あ……あの……？」

「杉浦は抱き心地もいいんだな」

「えっ!?」

「もう少しだけこうさせてろ」

　今泉課長は私を抱きしめて頭を撫でる。

　やっぱりあったかい。あまりの心地よさに、再び目を閉じて身を委ねた。

　不意に柔らかいものが額に触れた。それがなんなのかは、目を閉じていてもわかった。まぶたにも、頬にも、それは優しく触れる。

　そっとまぶたを開くと、今泉課長は私の目元に残る涙を親指で拭った。

「キス、するよ」

　こんな弱ってる時にずるい……。ダメだと思うのに拒めない。

　今泉課長の唇が、そっと私の唇に重なった。優しく触れるだけの短いキスの後、今泉課長は私の頭を両手で引き寄せて、額同士をくっつけた。

　目を開くと、今泉課長が私の目をじっと見つめていた。

「杉浦……俺のこと、嫌いか？」

「……わかりません」

「俺とキスするのはイヤ？」

「……わかりません」

「わかるまで……キス、するよ？」

「いや……あの……！」

　有無を言わさず唇を塞がれた。今泉課長の舌先がゆっくりとなぞるように私の唇を這い、優しく舌を撫でる。優しいキスが次第に熱を帯びて、舌を絡めとって口の中を舐めるような激しいキスになる。

　曖昧に流されて、心も体も何もかもこのまますべてをゆるしてしまいそうで怖くなり、私は慌てて今泉課長の体をありったけの力で押し返した。

「やっぱりダメです……。お互い好きでもないのに……」

「なんでダメ？　杉浦とキスするの、俺は好きだけど？」

　それって……好きなのは私とのキスだけってこと？　私じゃなくて？

　キスしている時以外はどうでもいいと言われた気分だ。なんだか無性に悔しくて腹が立って、胸がモヤモヤする。

　また込み上げそうになった涙を必死で堪えながら、立ち上がってバッグを手に取った。

「……もういいです。ご迷惑お掛けしてすみませんでした。帰ります」

「傘持ってないんだろ？　送ってく」

「一人で帰れますから。失礼します」

　軽く頭を下げて踵を返すと強い力で腕を掴まれた。

「杉浦！」

「やっぱり私……今泉課長のこと、嫌いです」

　ほんの少し、今泉課長が私から目をそらした。心なしかその顔が悲しそうに見えた瞬間、堪えていた涙がこぼれ落ちた。

　どうして私は泣いているんだろう？　それさえもわからないのに、涙はあとからあとから溢れて頬を伝う。

「……ホントに嫌い？」

「嫌いです」

　私の腕を掴む今泉課長の手の力がゆるんだ。

「……なんで泣くんだ？」

「失礼します！」

　今泉課長の手を振りほどき、走ってオフィスを飛び出した。

　背後で今泉課長が私を呼ぶ声が聞こえたけれど、振り返らずに急ぎ足で廊下を歩いた。階段を駆け降り、ひとつ下の階の化粧室に入って鏡を覗き込む。

　ひどい顔……最悪だ。化粧の落ちた頬には無数の涙の跡。こんな顔見られてたなんて恥ずかしい。

　バッグから化粧ポーチを取り出して、ティッシュで目元を拭った。

　今泉課長に抱きしめられて、ずっとこうしていて欲しいと思ったなんてどうかしてる。あれはきっと、あんな風に抱きしめられた経験がなかったから。

　ただそれだけだ。










　翌日から職場では余計なことは考えず、いつも通り仕事に没頭した。

　疲れて家に帰れば、簡単な食事と入浴を済ませて眠るだけ。久保田さんに勧められた恋愛ゲームをする気力もない。

　やっぱり私は、恋愛なんて現実でもゲームの中でもしたいとは思わない。そんなことに気を取られている暇があるなら、少しでも頭と体を休めたい。

　一秒でも早く眠りたいのに、夜ベッドに入って目を閉じると今泉課長のことばかり考えてしまう。

　雷雨の日に抱きしめてくれた腕の温もりと、頭を撫でてくれた優しい手。

　それと同時に言い様のない気持ちがモヤモヤと胸に込み上げる。

　今泉課長が好きなのは私とのキスだけ。嫌いじゃないって、それは好きでもないってことだ。

　キスをしていない時の私は好きじゃないし、きっとどうでもいいんだろう。好きでもない相手とだって、平気で体の関係を持てる人なんだから。今泉課長のそういうところが嫌いだ。

　だから私はもう、今泉課長とキスなんかしない。どれだけ優しくされても抱かれるつもりはないし、どんなに頼まれても結婚なんて絶対にしない。

　人を好きになるってどんなことなのかはやっぱりよくわからないけれど、どうせするなら、ちゃんと私を好きだと言ってくれる人がいいに決まっている。その方がきっと幸せだってことくらいは、恋愛経験がなくてもわかる。

『……ホントに嫌い？』

　やっと眠りにつく間際に、私が嫌いだと言った時の今泉課長の言葉と少し悲しそうな顔が、脳裏をかすめた。

　母親から疎ましがられ虐げられて育った私は、理由もわからず嫌われることのつらさや悲しさだけは、人一倍知っている。




　その夜、夢を見た。

　小さな私が施設の片隅で雷に怯えて震えながら、頭から毛布をかぶり声を殺して泣いていた。

『大丈夫だよ』

　その人は決して大きくはない体で私を抱きかかえるようにして、毛布の上からトントンと優しく背中を叩いてくれた。そして雷鳴が遠ざかり次第に雨音も弱まって来た頃、安心してウトウトし始めた私の頭を何度も撫でてくれた。

『おやすみ、早紀』

　夢うつつに聞いた声は、とても優しかった。







　翌朝、目が覚めてなんとなく夕べ見た夢を思い出す。

　ああ……そんなことあったかな……。

　ずっと忘れていた記憶が、この間の雷雨の日の出来事をきっかけに蘇ったんだと思う。

　施設に預けられた頃はまだ小さかったので、断片的な記憶しか残っていないし、私の背中を叩いてくれたのが誰だったのかも覚えていない。

　ただ、温かくて心地よかった。遠い記憶に残っているのは、それだけだ。










　あっという間に金曜日になった。

　朝から気が重い。今日は仕事の後、ビュッフェ企画課と合同の親睦会が開かれることになっている。よほどのことがない限り、今泉課長も出席するだろう。

　会いたくない。だけど立場上、出席しないわけにはいかない。できるだけ離れた場所に座って、目を合わせないようにしてやり過ごそう。

　……そう思っていたのに、私は今、いつもの居酒屋で開かれた親睦会で、今泉課長と同じテーブルに着いている。

　考えてみたら役職付きの今泉課長と私が上座のテーブルに着くのは当たり前のことだ。

　アプリ企画課は小阪課長、久保田さん、私の順に並んで座り、向かいの席にはビュッフェ企画課の今泉課長と松まつ田だ主任、私の苦手な企画部のお局様・池いけ山やまさんが座っている。

　今泉課長の何か言いたげな視線が痛い。まだ始まってもいないのに、既に猛烈に帰りたい。

　終わるまでできるだけ目立たないように、下を向いて大人しくしているしかなさそうだ。




　親睦会が始まりしばらくの間は、ただひたすらビールを飲みながら料理を食べて空腹を満たした。

　今泉課長と小阪課長はお互いの課の仕事について話している。池山さんと松田主任は久保田さんにいろいろ話し掛けて、普段の仕事のことや会社のことを聞いたりしている。久保田さんはそれに対して、そつなく笑って受け答えしている。

　もしかして池山さんは久保田さんを狙ってるのかな？　明らかにいつもと声のトーンが違うんだけど。

　ついさっきまで、今泉課長ともそんな声で話してたような……。独身のイケメンの前では反射的にそうなるのかも。

「久保田さん、おいくつなんですか？　杉浦主任より少し上かな？」

「僕は今二十八歳で、今年二十九になります。僕ら同じ歳なんですよ。ね、早紀」

　久保田さんが急に私に話を振った。しかもみんなの前で『早紀』って!!

　ビュッフェ企画課の大半を占める女子社員が一斉にこちらを向いた気がする。悪目立ちはしたくないから、できれば会社の人の前でそう呼ぶのはやめて欲しい。

「ええ……そうですね、偶然同じ歳で……」

　できるだけ何事もなかった風を装ってみたけれど、池山さんが訝しそうに私を見ている。

「久保田さんと杉浦主任は、名前で呼び合うくらい親しいんですか？」

　松田主任に尋ねられて久保田さんは、うっかり呼び方を間違えたことに今やっと気付いたというそぶりを見せた。

「あっ、つい……。彼女とは以前からの知り合いなんですよ。仕事中は杉浦さんって呼ぶんですけどね」

　以前からの知り合いってほどでもない。このプロジェクトで会う前に、合コンで一回会っただけなんだから。

「ごめん、早紀。『二人だけの時は』って言ってたのに、うっかりしてた」

　久保田さんは私の方に少し顔を寄せて、小声でそう言った。

　完全に怪しまれるパターンだ。余計に居心地が悪くなってしまった。

「もしかして二人は昔付き合ってたとか？」

　松田主任のその一言で、また妙な注目を浴びてしまう。

　この人、ホントに余計なことしか言わないな。ちょっと黙っててくれないだろうか。

「違いますよ。そんな深い仲じゃないです」

　久保田さんは笑って受け流したけれど、池山さんはまだ疑っているみたいだ。

　早く帰りたい。間がもたなくて、下を向いてビールを飲む。

「杉浦」

「は、はいっ」

　突然名前を呼ばれて顔を上げると、今泉課長が私をじっと見ていた。

「そこの醤油取ってくれるか」

「あ……はい……」

　なんだ、醤油か……。

　手元の醤油差しを取って今泉課長に渡そうとすると、久保田さんが横からそれを取って今泉課長に手渡した。

「ちょっと手が届かないよね。はい、どうぞ」

「……どうも」

　今泉課長がなんとなく面白くなさそうな顔をしている。

　いたたまれなくて、ジョッキに残っていたビールを一気に飲み干した。透かさず久保田さんが、個室になっている座敷の障子を開けて店員を呼ぶ。

「早紀、おかわりはビールでいい？」

「あ……はい……」

　また早紀って呼んだよ……。『杉浦さん』なんて呼ぶの、もう今更わざとらしいとか思ってるのかな？

「生中をふたつと……みなさんは何か追加注文しますか？」

「じゃあ俺はウイスキーの水割りダブルで。今泉課長は？」

「まだいいです」

「僕はチューハイのレモンで」

　店員が注文を聞いて去っていくと、松田主任がジョッキに残っていたビールを飲みながら私の方を見た。

「杉浦主任は普段、久保田さんのことなんて呼ぶの？」

「普通に久保田さんって呼びますけど……」

「僕のことも名前で呼んでって言ってるんですけどね。なかなか呼んでくれないんです」

　久保田さんも余計なことばっかり……。私の立場も少しは理解して欲しい。

「杉浦主任、なんで？」

「なんでって……名前で呼び合うのは慣れてないから抵抗があって」

　松田主任の質問をうまくかわしたと思ったのに、久保田さんはちょっと不服そうだ。

「呼ばないといつまで経っても慣れないよ。そろそろ『和志』って呼んで欲しいな。呼んでみてよ」

「えっ、いや……ここでそれはちょっと……」

　みんなの前でこういうの、本当に勘弁して……。久保田さんも松田主任も、私が困っているのをどうしてわかってくれないの？

「あ、そっか。『二人だけの時は』って約束だったもんね。じゃあ、今はいいや」

　今、なんか誤解を生むような言い方しなかった？　私が久保田さんとしょっちゅう二人きりでいるみたいな……。

　松田主任は何が嬉しいのかニヤニヤしている。

「なんだ、やっぱりいい感じじゃないですか」

「ホントに違いますから……もうその話は……」

　どうやってこの場を切り抜ければいいのか。できることなら今すぐ帰りたい。

　うつむいてジョッキを握りしめていると、誰かが私の肩を叩いた。

「杉浦主任、ちょっとこっち来てくださいよ！」

　原口くん！　いいところに来てくれた!!

「あ、うん。何かな？」

「めっちゃかわいいゲームがあるんです！　子犬のお世話するやつ！　一緒に見ませんか？」

「ホント？　見せて見せて！」

　めちゃくちゃ興味があるわけじゃないけど、この際なんでもいい。助け船に乗っかることにしてそそくさと席を立ち、原口くんたちのテーブルに移動した。

　ビュッフェ企画課の女の子が、子犬のお世話をするゲームに最近ハマっているらしい。

「こういうゲームなら杉浦主任にも楽しめるんじゃないですか？」

「かわいい！　マンションではペット飼えないけど、ゲームならＯＫだもんね」

　コロコロと愛らしい子犬の動きに癒される。恋愛ゲームよりこっちの方が楽しめそうだ。

「なんか、妙な雰囲気になってましたね」

　原口くんが小声でそう言った。

「うん……違うって何度も言ってるのに変に勘ぐられて……」

「なんかもういたたまれなくて……。池山さんの目が本気で怖いです。松田主任も空気読めないし」

「だよね……」

　しばらくの間は原口くんたちのテーブルでやり過ごした。だけどいつまでもそうしているわけにもいかない。気が進まないけど、自分の席に戻るとしよう。

「じゃあ、そろそろ自分の席に戻るね」

「いつでも避難しに来てくださいよ」

「ありがとう」

　立ったついでだし、化粧室に行ってから戻ることにした。座敷を離れて、やっと一息つく。

　久保田さんは一体何を考えているんだろう？

　みんなに疑われるようなことなんて何ひとつないのに、面白がってわざと誤解されるようなことを言ってるのだとしたら趣味が悪い。

　ただでさえ居心地が悪いんだから、これ以上余計なことを言わないでいてくれたらいいんだけど。




　化粧室を出たところで、今泉課長とばったりと顔を合わせてしまった。

　……最悪だ。

　今泉課長は私の顔をじっと見ている。

「楽しそうだな。若い男に囲まれてチヤホヤされて嬉しいか？」

　何それ……。

　私は今の部署でも真面目に仕事しているし、部署のメンバーだっていい仕事をしようと頑張っているのに。

「何が言いたいんですか」

「別に……。杉浦もやっぱりシンデレラだって思っただけだ。社長にうまく取り入って、玉の輿に乗ろうとか思ってんだろ？」

「なんですか、それ……」

　久保田さんのことはそんな風に思ったことなんかないのに、なんで勝手に決めつけるんだろう？

　今泉課長にそんなこと言われる筋合いなんてない。猛烈に腹が立ってきた。

「確かに久保田さんはいい人ですよ。優しいし、今泉課長みたいに……」

　そこまで言いかけて口をつぐんだ。

　こんなことを言っても余計に腹が立つだけだ。もうくだらないことを言うのはやめよう。

「俺みたいに……なんだ？」

「もういいです。何も話したくありません」

「話すのもイヤになるほど俺のこと嫌いか？」

「……大嫌いです」

　今泉課長がまた少し悲しげな顔をした。胸の奥がチクリと痛む。

「そんなにあいつがいいの？」

「少なくとも嫌いじゃありません」

　もう何も話したくなくて今泉課長の横をすり抜けて座敷に戻ろうとすると、すれ違いざまに腕を掴まれた。

「杉浦……」

「触らないでください」

　今泉課長の手の力がゆるんで、ゆっくりと私の腕から離れた。

　何を言ったって今泉課長には通じない。価値観が合うなんてただの勘違いだったんだ。私のことを『やっぱりシンデレラだ』なんてバカにしてる。

　話すことなんて、もう何もない。

　そもそも私と今泉課長は付き合っているわけじゃない。私が誰と仲良くしようが、今泉課長にはまったく関係のないことだ。




　その後、親睦会が無事に終わり、カラオケ店での二次会が開かれた。

　最近の……というか、カラオケで歌うような歌をあまり知らない私は、ただひたすらみんなの歌を聞いてお酒を飲んでいた。

「早紀は歌わないの？」

　私の隣には当たり前のように久保田さんが座っている。

「歌うのは得意じゃないし、みんなみたいに歌をよく知らないから、いつも聞くだけなんです」

「早紀の歌、聞きたかったのに残念だな」

　久保田さんは周りに誰がいようが、呼び方を変えるつもりはなさそうだ。もう気にしない方がいいのかもしれない。

「さっきの話だけどさ」

「はい、なんですか？」

「早紀はいつになったら俺を『和志』って呼んでくれるの？」

　えっ、またそこに戻るの？　気にしないようにしようと思っていたところなのに！

　職場の人たちが周りにいても久保田さんは気にならないのかな？　仕事の後とはいえ、私はもう少し気にして欲しいんだけど。

「名前で呼ぶのは慣れてないし……まだちょっと……」

「じゃあ、早く慣れて欲しいから今度二人で遊びに行こうよ」

　二人で遊びに……って、間が持つのか？

　それでもここで無下に断るのも気が引けるし、それが原因で気まずくなってしまうのは業務上何かと面倒だ。

　とりあえず適当に返事をしておこう。

「じゃあ……また今度……」

「また今度って、社交辞令じゃないよね？　俺、ホントに誘うよ？」

「あ……うん」

　まいったな、完全に読まれてる。とりあえず約束して、一度一緒に出掛ければ久保田さんは気が済むのかも。

「どこがいいかなぁ……。早紀はどこに行きたい？」

「特には……」

「いっそのこと旅行でもする？　ひとりで帰れないくらい遠くに連れてっちゃおうかな？」

「えっ!?」

　なんでいきなり旅行!?

　一体どこへ連れていくつもりなんだとか、その場合部屋はひとつなのかとか考えていると、久保田さんが小さく吹き出した。

「冗談だよ」

　あ……なんだ、冗談か……。

　なんでわざわざみんなのいる前で、そんなことばっかり言うんだろう？　私をからかって面白がってる？

「やっぱり早紀の歌、聞きたいな。何か一緒に歌おうよ」

　久保田さんにカラオケの選曲をするリモコンを差し出され、横から覗き込んだ。だけどやっぱりよくわからない。

「あんまり知らないんだけど……。製造部の先輩がよく歌ってた歌ならなんとなく覚えてるから、少しは歌えるかも……」

「なんて曲？　俺も知ってる曲だといいな」

「えっと……確か……」

　久保田さんと頭を寄せ合って曲を探していると、その距離の近さが気になった。

　気のせいじゃなく、やっぱり近い。私の体の左側から久保田さんの体温が伝わって来るほどの近さだ。さりげなく少し離れようと、テーブルの上の飲み物に手を伸ばした。

　顔を上げると、向かいのソファーでは今泉課長がビュッフェチームの女性社員に囲まれて笑っていた。いい上司をしている時の顔だ。

　私のことをシンデレラだとか言っていたくせに、自分の方が若い女の子にチヤホヤされて鼻の下を伸ばしているじゃないか。

　無性に腹が立って、グラスを勢いよく煽りチューハイを一気に飲み干した。だけどこれくらいじゃ全然飲み足りない。

　空になったグラスをテーブルの上に置くと、久保田さんがグラスを指差した。

「早紀、おかわり頼もうか？　同じのでいい？」

「あ、うん、ありがとう」

　久保田さんは私のお酒を注文してくれた。それにしてもよく気がつく人だ。

「曲、見つかった？」

「ええっと……これだったかな」

「この曲なら俺も知ってる。一緒に歌おう」

　歌うまでずっと言われそうだし、ちょっと頑張ってみるか。

「うん……でも聞いてただけでカラオケで歌うのは初めてだから、ものすごくヘタかも……」

「早紀、初めてなんだ。でも大丈夫だよ、俺がリードするから任せて」

　久保田さんは曲の予約をしてから、かかってきた電話に出るために個室の外に出て行った。

「なんだか意味深ですねぇ」

　私の右隣で原口くんがビールを飲みながらボソリと呟いた。

「ん、何が？」

「初めてでも大丈夫、俺がリードするから任せてとか……まるきりエッチな会話にしか聞こえません」

「えぇっ!?　カラオケの話だよ？　なんでそうなるの!?」

　どんだけ想像力が豊かなんだ!!　どこをどう変換すればそうなるのかさっぱりわからないけど、恋愛してる人ってみんなそうなの!?

「聞きようによってはそう聞こえるんですよ。みんな、杉浦主任と久保田さんはデキてるって思ってますからね？」

「いやいや、みんなから疑われるようなことは何ひとつないよ」

「杉浦主任は警戒心がなさすぎるんです。若いうちに役職に就いて目立つし、ただでさえ美人で目をつけられやすいんだから気を付けないと」

「えっ、私ってそうなの？」

　私が目をつけられやすいなんて知らなかった。

　地味で冴えない女なんて誰にも見つけてもらえないと悟ってからは、綺麗になろうと必死で努力してきたから、美人と言われると努力が認められたようで素直に嬉しい。若いうちに役職に就けたのも、人より頑張って仕事していることを認めてもらった結果だ。

　出る杭は打たれるって感じ？　まぁ、ちょっとやそっと打たれたくらいでヘコむ私じゃないけどね。

「仲良くするのはいいけど、あんまり度が過ぎると妬まれて仕事がやりづらくなりますよ。ビュッフェチームはほとんどが独身の女子ですからね」

「ああ……うん、そうだね。気を付ける」

　課が違っても同じプロジェクトチームなんだから、今後一緒に仕事をする機会は増えるはずだ。変な噂をたてられたり、久保田さんとの仲を妬まれて仕事に支障が出ても困る。

　仕事の後とはいえ職場の人との付き合いで来ているんだから気を付けないと。

　女同士のしがらみほど厄介なものはない。




　その後、久保田さんと一緒に歌った。

　初めて人前でマイクを持って歌ったことにも緊張したけれど、女子からのジトッとした視線が痛くて一曲がやけに長く感じた。

　私が歌っている間、今泉課長は私の方を見向きもしなかったけれど、製造部の飲み会の後で行ったカラオケで先輩がよく歌っていた曲だから、今泉課長もきっと覚えているだろう。

　ひそかに片想いしていた人に恋人ができて、いつもすぐそばにいたのに勇気がなくて告白もできなかったことを悔やみながら、その人の前ではなんともないふりをして笑っている。そんな内容の歌だった。

　好きなら好きだと言えば良かったのに、どうしてなんともないふりをして笑う必要があるんだろう？　恋をした経験がない私には、この歌の主人公の気持ちはわからない。

　私にもいつか、そんな気持ちがわかるようになる日は来るだろうか？







　二次会が終わってこれでやっと帰れると思ったのに、誰かが三次会に行こうと言い出した。おそらく遊ぶ元気の有り余ったアプリチームの若い男子たちだろう。明日が平日でないことが恨めしい。

　時間が遅いので二次会に参加していたメンバーのうちの半数近くは帰ってしまったけれど、両方の課の課長と松田主任も行くと言ったので帰るとは言いづらくて、私も三次会に行くことになってしまった。

　三次会はカラオケ店の上の階にあるボウリング場だ。お酒を飲んだ後にカラオケして、更にボウリングなんて元気すぎる。

「飲んだ後だし、二人一組で投げませんか？　負けたチームは罰ゲームなんてどうです？」

　誰かがそんなことを言い出した。

　ボウリングはあまり得意じゃない。私が足を引っ張って罰ゲームになるのはイヤだから、見ているだけにしようかな。

「そういうことなら、私は見学で」

「ダメですよ！　杉浦主任が抜けたら十三人になるから一人足りません」

「えーっ……」

　有無を言わさず強制参加だ。

　奇数がダメなら、誰かもう一人くらい見学したいと言う人はいないのか？

　そう思ったのに、みんなやる気満々なようで、誰一人として見学したいとは言い出さない。

「ところでチームと罰ゲームはどうやって決めるの？」

「アミダくじでも作りましょうか」

　原口くんが鞄から手帳を出して、アミダくじを作り始めた。チーム分けのくじを作った後、罰ゲームのくじの線を引く。

　アプリチームの若い男子たちが頭を寄せあって、罰ゲームは何にするか相談を始めた。みんなお酒が入っているから若者特有の悪ノリが始まりそうだ。

「罰ゲームは何がいいかな。ジュースを奢る、アイスを奢る、月曜の昼食を奢る……他になんかあります？」

「罰ゲームって言ったら、やっぱ定番のアレだろ」

　罰ゲームの定番ってなんだ!?　とにかく猛烈にイヤな予感がする。

「モノマネ？」

「そんなもん見たくねぇよ。罰ゲームって言ったらキスだろ、キス!!」

　罰ゲームでキス!?　みんないつもそんなことして遊んでるの!?

「男同士だったら最悪だな！」

「俺は彼女がいるから、相手が誰だろうと絶対にイヤだ。小阪課長だって妻子がいる身だしな」

「負けたくなきゃ全力で勝つしかない！」

「ってか、罰ゲームがキスってまだ決まったわけじゃないしな。四分の一の確率だ」

　若者たちは楽しそうに笑いながらあみだくじに線を入れている。その笑顔が悪魔のようだ。

　ここに残っているのは、男九人と女五人。誰とチームになったとしても、罰ゲームでキスだけは勘弁して欲しい。

「じゃあ、チーム分けのくじ引きましょう。年功序列でまずは小阪課長から」

　一瞬、池山さんの綺麗に描かれた眉がピクリと動いた。

　この悪魔め、余計なことを言うんじゃないよ！

　年功序列で行けば小阪課長、今泉課長、松田主任の後に続くのは、久保田さんでも私でもなく池山さんだ。微妙な立場と年齢だけに気まずくなるじゃないか。

「こういう場合は歳とか役職は関係ないでしょ？　遊びなんだから堅苦しいのはやめにしましょうよ」

　久保田さんが笑ってそう言うと、池山さんは目をキラキラさせてうなずいた。

　若い悪魔の失言をうまくフォローしてくれるスマートな人で本当に助かった。

「じゃあ、どこにするかみんな適当に選んでくださーい」

「俺はここ！」

「私はここで」

　みんなすごい勢いだ。あっという間に取り残されてしまった。

「杉浦主任、もうここしか残ってませんけど」

「ああ……うん、どこでもいいよ」

　今泉課長と池山さんじゃなければ、誰とチームになったっていい。あとは罰ゲームがキスでなければなんだって!!

　……そう思っていたんだけど。

　確かに希望通り、今泉課長と池山さんと同じチームになるのは免れた。しかし私は久保田さんと同じチームになり、今泉課長・池山さんチームと同じレーンでゲームをしている。

　相変わらず久保田さんはスキンシップが過剰だ。久保田さんがストライクやスペアを取ると、ハイタッチから軽くハグされる。

　なんなの？　アメリカ帰りなの？

　みんなにジロジロ見られるし、これじゃまるでこのチーム自体が罰ゲームだ。でも私がミスした分は久保田さんがカバーしてくれるから、本物の罰ゲームはなんとか免れそう。

「あ、なんでこんなに頑張っちゃったんだろう。負けて良かったのに」

「なんで？　負けたら罰ゲームなんだよ？」

「だって、早紀とキスできるかも知れないじゃん？」

「……え？」

　何言ってんの？　私とキスしたいからわざと負けるって!?

「でもなぁ……罰ゲームなんかでキスしてもあんまり嬉しくないもんな。優勝したらご褒美にキスしてって言っとけば良かった。まぁ、キスはそのうちちゃんとするから今日はいいか」

　そのうちちゃんとキスするって何!?　なんでみんなに誤解されるようなことばっかり言うの!?

「なっ……何言ってるんですか……！　私、そんなつもりは……!!」

「うん、今のは俺の独り言だから気にしないで」

　どんだけデカイ独り言だ!!　みんなこっちを向いてニヤニヤしたり、冷たい目で見たりしているじゃないか！

　独り言ならもっとひっそりと、誰にも聞かれないところで言ってよ！

　大声でそう叫びたいところだけど、これ以上目立ちたくはないから、拳を握りしめてグッと堪える。

「次、早紀の番だよ」

「あ……ハイ……」

　今すぐここから消えたい。ボウリングなんかもうどうでもいい。ボールがやけに重く感じる。

　動揺を引きずっての投球は、見事な溝掃除ガターに終わった。

　肩を落としながら戻ろうとすると、次に投げる今泉課長が冷たい目で私を見ていた。

「わざと失敗なんかして、そんなにあいつとキスしたいのか？」

　今泉課長が、すれ違いざまに呟いた。

　そんなことまったく思ってないのに。

　もう何も言い返す気力もない。やっぱり来るんじゃなかった。




　結局、最下位はアプリチームの男子二人組で、罰ゲームはアミダくじの結果、みんなにアイスを奢ることに決まった。

　こんな夜中にアイスなんか要らないから、一秒でも早くこの場を立ち去りたい。

「小阪課長すみません、ちょっと気分が悪いのでお先に失礼します」

「一人で大丈夫なのか？」

「大丈夫です。タクシー拾いますから」

　みんながおしゃべりをしながらのんびりとシューズの返却をしたり、自販機の前でアイスを選んだりしているうちに、ボウリング場を後にした。

　気分は最悪だ。




　国道沿いの歩道でタクシーが通るのを待ちながら、思わずため息をついた。

　なんで今泉課長にあんなことを言われなきゃいけないんだろう？　私が嫌いだって言ったから？

　いつ私が久保田さんとキスしたいなんて言った？　私とキスしたいと言ったのも、勝手にキスしたのも自分じゃないか。

　俺を好きになれとか勝手なことばかり言って、自分は私を好きにはならないくせに何度もキスして。私ばっかり動揺して振り回されて……。

　今泉課長なんか大嫌いだ。二度とキスなんかするもんか。

　なぜだか無性に悔しくて、どうしようもなく腹が立って涙が溢れた。

　どうして泣いているのかわからないけれど、あとからあとから涙が溢れて止まらない。国道を走る車のヘッドライトが涙でぼやけて、キラキラ光るまあるい輪っかが目の前にいくつも生まれる。

　ここで待っていてもタクシーは捕まりそうもないし、みんなにこんな顔を見られるわけにもいかない。

　タクシーは諦め、駅に向かってトボトボと国道沿いを歩き始めると、背後から突然誰かに腕を強く掴まれた。驚いて足がすくむ。

　真夜中の国道沿いを女が一人で歩いているんだから、何があっても不思議じゃないのかもしれない。

　おそるおそる振り返ると、いつの間に追い掛けてきたのか今泉課長がすぐ後ろにいた。

「今泉課長……」

　ほんの少しホッとして、だけど腹が立って気まずくて、頭の中がぐちゃぐちゃだ。

「何考えてんだ！　こんな時間に一人で危ないだろ!!」

「ほっといてください！」

「ほっとけるかバカ!!」

　今泉課長は私の腕を強く引いて体を抱き寄せた。

　こんな時でも、今泉課長に抱きしめられると、やっぱりあたたかい。さっきまであんなに腹が立っていたのに、私を抱きしめて頭を撫でる今泉課長の手があたたかくて優しいから、また涙が込み上げた。

　追い掛けてきたということは、ひどいこと言って悪かったとか、少しは思ってくれているんだろうか。

「また泣いてる。意外と泣き虫なんだな」

「誰のせいだと思ってるんですか……」

「……あいつ？」

　全然わかってない。

　そうだ、こういう人なんだ。私の気持ちなんかわかるはずがない。少しでも期待した私がバカだった。

　頭の中が一気に冷めていく。

「よくわかりました。もうそれでいいです」

「なんだそれ、俺にはさっぱりわからんぞ？　それでいいってどういうことだ!?」

　今泉課長は私の肩を掴んで体を揺すった。

「離してください、一人で帰れます」

「離さない!!」

　腕を振りほどこうとすると、更に強い力で抱きしめられた。有無を言わさず唇を重ねられ、強引に私の唇をこじ開けた舌で舌を絡め取られて、抵抗できない自分が悔しくてまた涙が溢れる。

「……泣くほど俺が嫌いか？」

「嫌いです。……大嫌いです」

　……またあの顔だ。

　今泉課長は痛みを我慢している時のようなつらそうな顔をした。チクリと胸が痛む。

「だったら……杉浦はどうすれば俺を好きになるんだ？」

「自分だって私のこと好きじゃないくせに……！」

　今泉課長が私を見ながら首をかしげた。

「……俺？」

「私のこと好きじゃないくせに……キスなんかしないでください……。そういうところが嫌いなんです」

　なんで私はこんなことを言っているんだろう？

　今泉課長が私を好きならキスしていいのか？　まるで『キスしたいなら好きだと言え』と催促しているみたいじゃないか。

「じゃあ杉浦は、自分を好きだって言ってくれる男なら誰でもいいのか？」

　……なんでそうなるの？　私にだって選択権も拒否権もあるはずなのに、それを与えなかったのは誰だ！

「誰でもいいとは言ってません。だけど私を好きじゃないくせにキスする人よりは、好きだって言ってくれる人とキスする方がいいです」

「……俺よりあいつとキスしたいってこと？」

　結局そこに行き着くんだ。やっぱり全然わかってない。

「今泉課長がそう思うなら、もうそれでいいです」

　今泉課長の胸を思いきり押し返した。

　さっきまで今泉課長の胸に触れていた頬に、熱い滴がこぼれて伝い落ちて行く。わけもわからず泣いているなんて、子供みたいでみっともない。

　手の甲で頬を拭って顔を上げると、向こうから空車のタクシーが走ってくるのが見えた。

　ちょうどいい。これ以上話すことなんてないし、あのタクシーを拾って帰ろう。

　手を挙げてタクシーを止め、ドアが開くと急いで後部座席に乗り込んだ。

「中なか町まち三丁目までお願いします」

「杉浦！」

　ドアが閉まる瞬間、今泉課長が何か言おうとした。運転手がルームミラー越しにチラリと私を見る。

　こんな夜中にこんな場所で泣いている私と、それを引き留めようとしている今泉課長を怪訝に思っているのだろう。

「車、出して大丈夫ですか？」

「はい、お願いします」

　タクシーで自宅に向かいながら、窓の外を流れる景色をぼんやりと眺めた。

　私は今泉課長に何を期待してあんなことを言ったんだろう？

　好きだとでも言って欲しかったのか。もしあの時好きだと言われていたら、どう答えるつもりだったのか。

　まぁ……無駄な心配なんかしなくても、そんなことあるわけないか。今泉課長も私自身も、人を好きになるってどういうことなのか知らないんだから。

　私は今泉課長を好きじゃないし、今泉課長も私を好きじゃない。だったら相手が何を思おうが誰と何をしようが関係ないはず。

　それなのにどうして私は今泉課長のことになると、こんなにも不快な気持ちになるんだろう？

　好きじゃないならほうっておいてくれればいいのに、どうして今泉課長は、あんなに優しく私を抱きしめるんだろう？　あの温かさと心地よさで、今泉課長は私を好きなのかもしれないと勘違いしそうになる私もどうかしている。

　誰かに期待なんかしちゃダメだ。多くを求めるほど、期待を裏切られた時のショックは大きいってこと、私はよく知っている。

　信じられるのも期待を裏切らないのも自分だけ。そう思って必死で頑張ってきたはずなのに……ほかでもない私自身が、私を裏切りそうで、怖い。







　自宅に戻ってシャワーを済ませ、ベッドに横になった。

　頭も体も疲れているはずなのに、目を閉じても眠れなくて何度も寝返りを打つ。

　無理して眠るのをあきらめて起き上がり、スマホで退屈をしのごうとバッグの中を探した。

「あれ……？　ない……」

　バッグの中でなければジャケットのポケットの中かと思ったけれど、スマホは見当たらなかった。

　どこかに忘れてきたのかも……。最後にスマホを見たのはいつだった？

　確かボウリング場にいる時にスマホで時間を確認したはずだから、忘れているとしたらボウリング場かタクシーの中だ。

　会社の誰かや、ボウリング場やタクシー会社に電話したくても肝心のスマホがないし、うちには固定電話がないからどうしようもない。

　またベッドに横になって天井を仰ぐ。

　もしボウリング場に忘れたのだとしたら、誰かが私のスマホに気付いて月曜日に会社で渡してくれるかとも思うけれど、知らない人に拾われて個人情報を悪用されたりしても困るから、ボウリング場に行って店員に聞いてみる方がいいのかな。

　だけどもう今日は出掛ける気力がない。明日ボウリング場に行くことにして、今日はもう無理にでも眠ってしまおう。

　いつも通り部屋の明かりは消さず、少し暗めにして目を閉じた。

『杉浦はどうすれば俺を好きになるんだ？』

　考えたくないのに、今泉課長の言葉とつらそうな顔ばかりが浮かぶ。

　なんで今泉課長のことばっかり……。悔しくて、また涙が溢れる。

　今泉課長の前で何度泣いただろう？

　私が泣いていると、今泉課長は私を優しく抱きしめて頭を撫でる。そこに深い意味はないのかもしれない。もしかしたら誰にでもそうするのかもしれない。

　だけど……今泉課長にそうされるのは、嫌いじゃない。今泉課長に腹が立って悔しくて泣いていても、そうされると温かくて気持ちよくて、少しホッとする。

　他の人に抱きしめられても、やっぱり同じように温かくて心地よかったりするのかな？

　私がその人を好きでも、好きじゃなくても。その人が私を好きでも、好きじゃなくても。

　人肌の温もりや愛情に飢えて育ったから、余計にそう思うのかもしれない。

　きっと今泉課長じゃなきゃダメなんてことはないだろうし、今泉課長も同じだと思う。

　やっぱり恋も愛も知らない私たちの間には何も生まれない。戸惑いと落胆があるだけだ。

　もしも私がごく普通の家庭で人並みの幸せや愛情を与えられて育っていたなら、今泉課長との関係も違っていただろうか？

　少なくとも、大嫌いだと言って悲しそうな顔をさせることはなかったのかもしれない。







　その夜、小さな私が母親に激しく虐げられている夢を見た。

　暴言を吐かれ、殴られて、足蹴にされても、私は黙ってうずくまっていた。私が声をあげて泣くと母親は『うるさい、死ね』と言って怒るから、これ以上嫌われたくなくて、声を殺して痛みに耐えた。

『おまえなんて産むんじゃなかった』

『鬱陶しい、あっち行ってろ!!』

『おまえのせいで私は自由になれない』

『大嫌い』

　何度も聞かされた言葉だ。

　親にさえ必要とされず、人並みに愛してもらえなかった。

　私になんの罪があったというのだろう？　あったとすれば、この世に生まれてしまったこと。そして暴力を振るう母親の手で死ねなかったことだ。

　幼い我が子を捨てて姿を消したことにさえ、あの女は罪の意識なんて感じていないのだろう。

　せめてあの女の手で、目の前で死ぬことができていたなら、私を愛せなかったことを少しは悔やんでくれただろうか？　冷たくなった小さな私を抱きしめて、『ごめんね』と謝ってくれただろうか？

　本当は、泣いたら抱きしめて頭を撫でて欲しかった。どんなに望んでも叶わなかったささやかな願いを、大人になった今も忘れられない。

　いつの間にか夢の中の私は大人になって、真っ暗な場所で一人ぼっちで声を殺して泣いていた。

　どうして泣いているのかもわからない。ただ悲しくて寂しくて、涙が溢れて止まらなかった。

『また泣いてる。意外と泣き虫なんだな』

　優しい声がした。声を殺して泣いている私を抱きしめて頭を撫でてくれた手は大きくて、温かくて優しかった。







　ゆうべなかなか寝付けなかったせいで、目が覚めたのはお昼前だった。

　起き上がって洗面所で鏡を覗き込むと、顔中涙の跡でいっぱいの私がいたけれど、こんなことは日常茶飯事だから今更もう気にしない。

　幼少期に受けた〝心の傷〟というやつは相当深いようで、大人になった今も私を解放してはくれない。

　それでも今、私は生きている。これからもこの傷を背負って生きていかなくてはいけない。それが、なんの罪もない私に課せられた苛酷な運命。

　あと何年この古傷の痛みに耐えて生きなければならないんだろう？

　あと何度泣けば、この傷は癒えるんだろう？

　この先、こんな私を心から愛してくれる人は現れるだろうか？

　だけど私は愛なんて知らない。

　そんな人が現れたとしても、私はそれに気付けるだろうか？　そして私も、心から誰かを愛せるだろうか？

　自分よりも大事だと思えるほどに。








４　ペンギン









　身支度を整えてボウリング場に行こうとすると、部屋のチャイムが鳴った。

　私の部屋を訪ねてくる人なんて滅多にいない。どうせまた新聞の勧誘か何かだろうと思いながらドアスコープを覗くと、そこに立っていたのは今泉課長だった。

　えっ、なんで……？　まさか昨日の話の続きとか……。

　昨日あんなことがあったばかりで顔を合わせづらいし、居留守を使ってしまおうかと思っていると、もう一度チャイムが鳴った。

　今泉課長はドアの前でソワソワしながら、私がドアを開けるのを待っている。

　どうしようかと迷ったけれど、家にまで来るなんてよほどの用があるのかもしれない。

　無視するのも大人げないので、ひとつ深呼吸をして覚悟を決め、ゆっくりとドアを開けた。

　今泉課長は少し疲れた顔をしている。ゆうべ帰りが遅かったから寝不足なのかな？

「杉浦……急に悪いな。これ、昨日渡しそびれた」

　今泉課長が差し出したのは私のスマホだった。

「もしかして……ゆうべはこれを届けるために追い掛けて来たんですか？」

「ん？　まぁ、そうなんだけどうっかりしてた。ないと困るだろうから届けに来たんだ」

「すみません、ありがとうございます……」

　スマホを受け取り、ポケットに入れた。

　私も今泉課長も目をそらしたまま黙り込む。

　用事はもう済んだけれど……休みの日にわざわざ家まで忘れ物を届けてくれた上司をこのまま帰すというのは、社会人として失礼じゃないか？　やっぱりお茶の一杯くらいは出すのが常識だろう。

　良かったらお茶でもと言い掛けると、今泉課長が私の方をじっと見た。

「これから出掛けるのか？」

　ああ、そうか。確かに出掛けようとしていたけれど、もうその必要はなくなったようだ。

「ちょうど、ボウリング場にスマホを探しに行こうと思ってたんです」

「そうか。入れ違いにならなくて良かった」

　今泉課長が少し目をそらした。ほんの少しの沈黙が気まずい。

「あの……」

「杉浦、昼飯食った？」

　唐突に尋ねられて少し驚いた。

「まだですけど……」

「じゃあ……飯でも行くか？」

　出掛けたらついでにどこかで簡単に済ませようと思い、起きてからまだ何も食べていないのでお腹は空いている。だけど二人きりで食事をするのは気まずい。

「えーっと……」

「俺とじゃイヤか？」

　今泉課長がほんの少し気弱そうな顔をした。昨日また大嫌いだと言ってしまった罪悪感が込み上げる。

「いえ。ちょうど出掛けるついでにどこかで済ませようと思ってたんです」

「じゃあ……行くか」

　私がうなずくと、今泉課長が笑った。なんだか少しホッとする。

　今泉課長の笑った顔を久しぶりに見た気がした。

　戸締まりを済ませて一緒に下に降り、今泉課長の車に乗り込んだ。

「何が食べたい？」

「私はなんでも……」

「なんでもが一番困るな。好きな食べ物とか食べたいものとかないのか？」

「好きな食べ物……？」

　私の好きな食べ物って……なんだろう？

　私にとって食べ物は好きとか嫌いじゃなくて、美味しいか美味しくないかだ。基本的に私は食べられればなんでもいい方で、今これが食べたいという欲求もなく、食べられるだけでありがたい。

「好きな食べ物も今食べたいものも特にないので、今泉課長にお任せします」

「俺も特にないんだけどな。ドライブでもしながら考えるか」

　今泉課長はシートベルトを締めて車をゆっくりと発進させた。

　しばらく走ると赤信号に差し掛かった。車の中ではカーステレオから聞き覚えのある音楽が流れている。

「今泉課長、この曲……」

「ああ……特別好きってわけじゃないんだけどな。これ聴いてみてくれって古こ賀がからもらったから」

　古賀さんは去年支社に転勤になった今泉課長の同期で、私にとっては製造部の一年先輩だ。

「古賀さん、この歌よく歌ってましたね。懐かしいです」

「杉浦も昨日歌ってたな。……初めて聞いたけど」

　全然興味なさそうにしていたのに、やっぱり気付いていたんだな。

「古賀さんの歌を聞いて覚えたんですよ。歌うまでずっと歌えって言われそうだったんで頑張ってみました」

「ふーん……そうか。杉浦は……」

　そこまで言って、今泉課長はじっと前を見つめた。

「なんですか？」

　信号が青になり、前の車が動き出す。今泉課長はゆっくりと車を発進させた。

「いや、なんでもない。どこに行こうか」

　何を言いかけたのかは気になったけれど、今泉課長がなんでもないと言うのならなんでもないのだろう。

　黙っているとなんとなく落ち着かなくて、何か話題はないかとあれこれ考える。

「今泉課長は誰かと食事する時、どんな店に行くんですか？」

「誰かと、って？」

「デートとか……」

　今泉課長はハンドルを握りながら、軽く首をかしげて何か考えるそぶりを見せた。

「しない」

「彼女とデートしないんですか？」

「しないな。一緒にいたいとも思わないし、どうでもいい話ばかりで疲れるから」

　それって……完全に体だけの関係ってこと？　そういうの、彼女っていうのかな？

　今泉課長のこと少しはわかってきたから、なんとなく納得はするけれど。

「だから長続きしないんですね」

「まぁ、そうだな」

　彼女との食事でさえ疲れるんだから、私といてもきっとそうなんだろう。さっさと食事を済ませて早めに切り上げた方が良さそうだ。

「じゃあその辺で適当に食事を済ませて、さっさと帰りましょう」

　私がそう言うと、今泉課長は少し慌てた様子でチラッと私の方を見た。

「いや……杉浦は話してても疲れないし、一緒にいて面倒だと思ったことはないから、そんなに急がなくても大丈夫だ」

「無理しなくていいんですよ？」

「俺は無理してまで食事に誘ったりしない。誘われてもイヤなら断るし」

「はぁ……そうですか」

　今泉課長の中でどこにその境界線があるのかはわからないけれど、『嫌いじゃない』私とは話していても疲れないし、一緒にいて面倒ではないらしい。

　それは喜んでいいところなんだろうか？

「今泉課長の言う『嫌いじゃない』って……そういうことですか？」

「ん？　ああ……。杉浦は俺が嫌いみたいだけどな」

　痛いところをついてくるな。もしかしてかなり根に持ってる？

「……今言いますか、それ」

「俺だって面と向かって嫌いだって言われたら、ヘコみもする」

「今泉課長でもヘコむんですね」

「当たり前だ」

　そうか……今泉課長でも嫌われるとやっぱりヘコむんだ。そう思うと妙におかしくて、少し可愛く感じて笑いが漏れそうになったけれど、グッと堪えた。

　それと同時に、入社後からずっと私を気に掛けたり励ましたりしてくれた優しい顔を思い出した。

　私も今隣にいる今泉課長は嫌いじゃない。製造部で一緒にライン作業をしていた、まだ役職に就く前のあの頃に戻ったみたいで、少し嬉しい。

「今は私も、嫌いじゃない……です」

「……うん、そっか」

　今泉課長は少し笑って、左手で私の頭をポンポンと優しく叩いた。

　……何これ……？　なんだか照れくさくて、頬がやけに熱い。急に速くなった鼓動に戸惑ってしまう。

「そうだ……この少し先にハンバーグレストランがあるんだ。そこでいいか？」

「いいですよ。行ったことがあるお店ですか？」

「古賀とよく行ったな。あいつがハンバーグ好きだったから」

　そういえば古賀さんは、社員食堂でもファミレスでも、よくハンバーグを食べていたっけ。

「ハンバーグは美味しいですもんね」

「美味しいと好きは違うのか？」

「好きかどうかはわからないけど美味しいです」

「じゃあ行こう」

　ハンバーグレストランに入り、向かい合わせに席に着いた。

　こうして二人きりで食事をするのは随分久しぶりのように感じる。なんだか落ち着かなくて、それを隠すようにメニューを覗き込んだ。

「何にしようかな……」

「なんでも好きなもん頼め。今日は俺の奢りだ」

「自分の分くらい出しますよ」

「いいんだ。俺が誘ったんだから」

「……ホントにいいんですか？」

「遠慮しなくていいぞ」

　今日の今泉課長はやけに優しい。一体どうしたんだろう？

　二人とも和風ハンバーグのセットを注文して、料理を待ちながらアイスコーヒーを飲んだ。

　この間までどんな会話してたんだっけ？　話題が思い浮かばない。

「アプリ開発課の仕事はどうだ？」

「あ、はい。楽しいですよ」

「そうか」

　ドラマなんかでよく見る、思春期の娘に学校のことを聞く父親みたいだ。きっと今泉課長も必死で話題を探しているに違いない。

「今泉課長はどうです？　ビュッフェ企画課は若い女子が多くて華やかなんじゃないですか？」

「仕事はいいんだけどな。若い女子が多いと華やかっていうか……何かとうるさくて面倒だ」

「面倒……ですか？」

　あんなに笑顔で話していても、腹の中ではそんな風に思っているんだ。

　私はそんなに若くはないけれど、あれこれ話すとやっぱりうるさいと思われるのかな？

「私も少し黙ってた方がいいですかね」

「さっきも言ったけど杉浦は別だ。うるさくないし面倒じゃない」

「ホントですか……？」

「面倒だと思ってたら飯行こうとか言わないだろ」

　その境界線はやっぱりわからないけれど、とりあえず私は今泉課長にとって煩わしくはないということらしい。

　それはつまり『嫌いじゃない』ってことなんだろう。結局行き着くのはそこだ。

　今泉課長の中にあるのは『嫌い』と『嫌いじゃない』だけなのかもしれない。







　食事を終えて店を出た。ハンバーグが大好きな古賀さんのお気に入りの店というだけあって、とても美味しかった。

　車に乗り込むと、今泉課長は少し考えるそぶりを見せた後、おもむろに私の方を見た。

「なぁ杉浦、まだ時間あるか？」

「ありますけど……なんですか？」

「どこか行こう」

「え？」

　どこかってどこへ？　なんで私が今泉課長と？

　天気がいいから遠出でもしたくなったのかな？　それとも出掛けたついでにどこかに行きたくなったとか？

「あの……なんで？」

「……イヤならいい。帰ろう」

　今泉課長はエンジンを掛けて車を発進させた。その眉間にシワが寄っている。

　なんか機嫌悪い!?　私、何か気に障るようなこと言ったっけ？

「あの……イヤとは言ってませんけど……」

「無理しなくていい。嫌いな俺とは無駄に一緒にいたくないだろ」

　私が嫌いだと言ったこと、この人は相当根に持っているらしい。

「だから……今は嫌いじゃないって、さっき言ったじゃないですか……」

「ホントに？」

　ほんの少しの気まずさや落ち着かなさはあるものの、一緒にいるのがイヤなわけじゃない。

「ホントです。私だってイヤならイヤって言います」

「……そうか。じゃあ……ペンギンでも見に行くか」

　なぜここでペンギン？　なんの脈絡もなく今泉課長の口からそんな言葉が出てきたことに驚く。

「ペンギン……ですか？」

「嫌いか？」

「いえ、ペンギンはかわいいです」

「よし、じゃあ行こう」

　今泉課長が私の頭を左手で撫でた。また鼓動が速くなる。

　何？　この感じ……。

　頭を撫でられて心地いいのに胸が苦しいってどういうこと？

「その……頭を撫でるのはくせですか？」

「いや？　そういうんじゃないけどな。なんとなくそうしたくなっただけ」

　これもよくわからないけれど、今泉課長はなんとなく私の頭を撫でたくなるらしい。

　これはこれで嫌いじゃないし、心地いいからそれでいいか。

　そうされると私も、なんとなく嬉しい。

　……少しばかり戸惑うけれと。




　それから水族館へ行ってペンギンを見た。

　まだ子供のペンギンが、少し高い岩場から水の中に飛び込もうとしては躊躇して、後ずさりしてはまたジリジリ前に進んで水の中を覗いて、それを長い時間繰り返していた。他のペンギンはいとも簡単に、どんどん水の中に飛び込んで行く。

　どうするんだろうと見守っていたけれど、結局そのペンギンは水の中に飛び込むのをあきらめて後戻りし、低い場所から水の中に入った。

「ペンギンにもいろんなやつがいるんだな」

「そうですね」

「経験のないところに飛び込むには勇気がいるってのは、人もペンギンも同じか……」

「そうかもしれません」

　ペンギンは気持ち良さそうに水の中を泳いでいる。今泉課長はその姿を見てため息をついた。

「俺も杉浦も……あのペンギンみたいだ」

　ペンギンみたいだと言われてもピンと来ない。

　思わず首をかしげて、ペンギンをじっと見た。姿も形も似ているとは思えないし、今泉課長はどうしてそう思うんだろう？

「どの辺がです？」

　もう一度首をかしげてから今泉課長を見上げると、今泉課長は優しい目で私を見ていた。

「いや、わからないならそれでいいんだ。杉浦が自分で気付かなきゃ意味ないから」

　今泉課長は少し笑って、私の頭を優しくポンポンと叩いた。

「……なんですか、それ……」

　照れくさくて目をそらした。

　なんで今日はこんなに優しいのか。こんな風にされるのには慣れていないし、今までの部下の私に対する優しさとは違うから、なんだか落ち着かない。また心臓がやけに忙しく動いている。

　なんだこれ……？

　今泉課長は入り口でもらった館内案内のパンフレットを見ている。

　なんで急にペンギンを見に行こうなんて言い出したんだろう？　ペンギンはじっくり堪能したから、もう帰るのかな？

「次は……この先の深海魚コーナーでも行ってみるか」

「あ……はい」

　ペンギンは見たのにまだ帰らないんだ。ちょっと嬉しい。

　どうして嬉しいと思ったのかはわからない。水族館なんて初めて来たから、単純に楽しくて浮かれているのかも。

　今泉課長とこんな風に過ごすのは、全然イヤじゃない。

　イヤじゃないっていうか……なんとなく、もう少し一緒にいたいような気がする。

　……ん？　なんで今泉課長と一緒にいたいなんて思うんだろう？

「杉浦、行くぞ」

「あ、はい」

　今泉課長の少し後ろをついて歩いた。

　あまり意識して見たことなかったけど……背中、広いんだな。肩も腕も背中も、男の人って感じだ。当たり前だけど、女の私とは違う。

　私には生まれた時から父親がいないし、今まで恋人がいたこともなかったから、男の人の『男性らしさ』を身近に感じたことがない。

　……今泉課長を除いては。

「それにしても人が多いな」

　今泉課長が急に振り返った。どういうわけか今泉課長の顔をまともに見られなくて、とっさに目をそらす。

「どうした？」

「いえ、なんでも……」

「そうか？」

　深海魚のコーナーに差し掛かると館内は急に暗くなった。

　たくさんのカップルや家族連れが楽しそうに笑い、幸せそうに寄り添って水槽の中の魚たちに見入っている。私の知らない世界だ。

　小さくため息をついて顔を上げた時、今泉課長がそばにいないことに気付いた。

　水槽からの頼りない明かりしかない薄暗い館内で、幸せそうに笑う人たちは誰も私には気付かない。急に不安が込み上げた。

「あ……」

　突然目の前がグニャリと歪んで見えた。息が乱れて苦しくなる。

　暗い。

　怖い。

　一人はイヤ。

　置いていかないで。

　母親に置き去りにされた日の遠い昔の記憶が蘇った。

　ふらつく足取りで人の群れから離れ壁に寄り掛かる。苦しくて、目を閉じて胸を押さえた。もう一歩も動けない。

「杉浦！」

　私を呼ぶ声にうっすらと目を開けると、人の流れに逆らって今泉課長がこちらに近付いて来るのが見えた。

「こんなとこにいたのか！」

「あ……今泉課長……」

　今泉課長の手が、こわばった私の体を抱き寄せた。

　あったかくて気持ちいい。こうしてもらうと安心する。

「急にいなくなるからビックリした。大丈夫か？　気分が悪いのか？」

「大丈夫です……すぐにおさまります。だから……」

　今泉課長の背中におそるおそる腕を回して、シャツをギュッと握りしめた。

「少しだけ……このままこうしていてください……」

「うん……」

　今泉課長は私を抱きしめて優しく頭を撫でてくれた。すべてを包み込んでもらったような安心感で胸の辺りが温かくなる。

　私は自分の求めるものに、初めて自ら手を伸ばした。

　ああ……そうか。私はずっと、誰かにこうして欲しかったんだ。




　しばらくして呼吸と気持ちが落ち着くと、今度は急激に恥ずかしさが込み上げてきた。こんな人の多い場所で、上司の今泉課長に抱きついているこの状況は、普通ではとても考えられない。

　どうしよう。恥ずかしくて顔を上げられない。

　今泉課長の胸に顔をうずめたまま、シャツを握りしめる。

「杉浦……？」

「すみません……。もう大丈夫……です」

　うつむいたまま今泉課長からそっと体を離した。

　きっと今、私の顔は真っ赤になっているだろう。周りが薄暗くて良かった。

「無理するなよ。そろそろ帰るか？」

「……はい」

　ホントはもう少し一緒に水族館を楽しみたかったけれど……なんだかもう、何もかも普通にしていられそうにない。

　今泉課長は私の手を取ってゆっくりと歩き出した。

「あの……」

「ちゃんと捕まえとかないと、またはぐれるといけないからな」

「……はい」

　今泉課長の大きな手が、明るい方へと私を導いてくれる。

　ずっとこの手を離さずにいてくれたら……なんて、相当弱ってるのかな、私。

　相手は今泉課長なのに。







　出口に向かう途中でグッズショップの前を通り掛かった。

　ぬいぐるみやタオル、文房具や食器。海の生き物たちのたくさんのグッズが、ところせましと並んでいる。

　こういう場所にはあまり来たことがないから、遠目に見るだけでもなんとなくワクワクした。

「ん？　なんだ、見たいのか？」

「あ……いえ……」

「よし、ちょっと見てくか」

　今泉課長は私の手を引いて店内へと進む。

　私はそんなに物欲しそうな顔をしていたのかな？　そう思うと少し恥ずかしい。

　だけど今泉課長が私の気持ちに気付いてくれたことが嬉しくて、思わず口元がゆるむ。

　店の奥にはイルカやペンギン、その他にもたくさんの海の生き物のぬいぐるみが並んでいた。

　手に取るのは気恥ずかしくて、目の前にあったペンギンのぬいぐるみにそっと触れてみる。フワフワの手触りが気持ちいい。抱きしめたらもっと気持ちいいんだろうな。

「かわいい……」

　思わず呟くと、今泉課長が私の隣で小さく笑った。

「杉浦もやっぱり女の子だな」

「女の子って……。私、もう二十八ですよ」

　いい歳をして子供みたいだと思われたかも。

　さすがにぬいぐるみを買うのは恥ずかしいから、買うならボールペンとかグラスとか、シンプルなデザインで実用的なものにしよう。

　ぬいぐるみコーナーを離れて文具コーナーへ向かおうとすると、今泉課長がまた笑った。

「ぬいぐるみはもういいのか？」

「ぬいぐるみはちょっとかわいいって思っただけです」

「ふーん」

　今泉課長はまだニヤニヤ笑っている。

　もしかして、ぬいぐるみをギューッと抱きしめてみたいと思ったの、バレてる？

「それで、何買うんだ？」

「ボールペンとかタオルとかグラスとか……シンプルなデザインの実用的なものがいいですね」

「どれにする？」

　ペンギンのボールペンを手に取った。

「仕事中に使えるのでボールペンにします」

「それだけ？」

　ペンギンの形のクリップを見つけて手に取った。

「このクリップもいいですね」

「うん、それから？」

　さっきからなんだろう？　私に買い物させたいのかな？

「このグラスとタオルもいいですね」

　イルカのグラスと、それと同じ絵柄のタオルを手に取った。

「それから？」

「……さっきからなんですか？」

「俺はどれがいいかわからないから、杉浦に選んでもらおうと思って」

「はぁ……」

　今泉課長は誰にお土産を選びたかったんだろう？　自分では何を選べばいいかわからないから私に選ばせるということは、自分用じゃないのかな。

　煩わしいと言いつつも職場の付き合いは大事にする人だから、ビュッフェ企画課の女子たちへのお土産かも？

「他にはないのか？」

「えーっと……このノートとかストラップとか……クリアファイルなんかも……」

　今泉課長は近くにあったかごを取って、私が選んだものを次々と入れていく。

　私が買おうと思っていたボールペンとクリップもかごの中に入れられてしまったから、私は後で改めて自分の分を持ってレジに並ぶことにしよう。

「もうかごいっぱいですね」

「そうだな。これくらいにしておくか」

　今泉課長は私が選んだ商品でいっぱいになったかごを持ってレジに向かった。

　文具のコーナーには、海の生き物たちがかわいらしくデフォルメされたデザインの商品がたくさん並んでいた。

　ビュッフェ企画課の若い女子たちに配るお土産なら、もっとかわいいデザインのものを選べば良かったかも……。今泉課長のセンスを疑われたりしないだろうか？

　ペンギンのボールペンとクリップを手に、別のレジに向かった。レジの手前で見つけたペンギンのキーホルダーも一緒に会計を済ませてショップを出ると、今泉課長が大きな袋を提げて待っていた。

　あのかごの中、そんなにたくさんあったかな？　レジの手前で何か別のものも買い足したのかもしれない。

「もういいのか？」

「はい」

「じゃあ行こう」

　今更だけどよく考えてみると、休みの日に上司の今泉課長と水族館にいるなんて不思議な感じだ。時々仕事の後に二人で食事とか飲みに行ったりすることはあったけれど、それだけだった。

　今泉課長はどうして今日、私を誘ったんだろう？

　スマホを渡して用は済んだはずなのに、食事して水族館に行って、一緒にお土産を選んで。

　……ん？　なんかこれ、デートっぽくないか？

　デートなんてしたことがないから、世間のカップルがどんなデートをしているかはよくわからないけれど……。

　車に乗ってシートベルトを締めながらそんなことを考えていると、今泉課長が私の顔を覗き込んだ。

「このまままっすぐ帰る？」

「どこか行きたいところでもあるんですか？」

「いや……顔色も良くなったみたいだし、まだ時間も早いから、もう少し大丈夫かなと思って」

　特に用事があるわけじゃないから、急いで帰る必要はない。それにせっかく遠出したことだし、もう少しくらい遅くなってもいいかな。

「大丈夫ですけど……」

「よし、じゃあもう少し」

「はい……」

　一体どうしたんだ？　今泉課長の考えていることはよくわからない。

　けど……もう少しと言われてなんとなく嬉しいと思う私も、よくわからない。

「どこに行くんです？」

「さぁ……どこに行けばいいかなぁ……」

「行きたいところがあるんじゃないんですか？」

「いや……そういうわけじゃないんだけどな。なんていうか……もう少し……」

　今泉課長はそこまで言うと、急にうつむいて黙ってしまった。

　どうしたんだろう？　なんとなく耳が赤い気がする。

「もう少し……なんですか？」

　私が尋ねると、顔を上げてエンジンを掛け、前を見て車を発進させた。

「もう少しはもう少しだ。とにかく行くぞ」

「……？　はい……」

　とにかく行くぞ、って……どこへ？

　なんだか今泉課長がばつの悪そうな顔をしている。こういう顔もするんだな。

　会社ではいい上司を装ってニコニコしていて、私と二人きりになるとたまに意地悪な顔をしたり怒ったり、それでいて時々優しい顔をする。

　今はなんとなく照れくさそうな顔をしている。いつもとはまた違う顔だ。もう少しこの顔を隣で見ていたいような、妙な気分になった。







　日が傾き始め、窓の外は次第に夕暮れが迫っている。

　仕事以外でこんなに長く一緒にいたのは初めてかもしれない。

　それでもまだ『もう少し』って……。私も同じことを考えていたと言ったら、今泉課長はビックリするかな？

「そういえば……休みの日にこんな風に出掛けたのは初めてだったな」

「そうですね。ペンギンかわいかったです」

「今度はイルカショーでも見に行くか？」

「すみません、私のせいで早めに出ることになってしまって。今泉課長がイルカショー見たいって知らなかったから」

「いや……もういい」

　今泉課長はなぜか肩を落としている。よっぽど見たかったんだ、悪いことしたな。

　ダッシュボードの上に置いた水族館のパンフレットを開いて、イルカショー以外にもいろんなショーがあることを初めて知る。

「次はイルカショーとアシカショーも見ましょう。あっ、ラッコの食事タイムも！」

「ん？　ああ……」

　私が子供みたいなことを言ったからか、今泉課長が小さく苦笑いを浮かべた。

「また行こう。……一緒に」




　その後は結局どこに行くでもなく、ひたすらドライブを続けた。

　海沿いの道路を走っていた時に窓から見えた、夕陽に照らされた海はとても綺麗だった。写真やテレビ画面越しではなく、実際にこの目でこんな風景を見たのは初めてかもしれない。

　夕食にしようと連れて行ってもらったシーフードレストランで、オマール海老というものを初めて食べた。

　今日は初めての経験がいろいろあった。普段は用事がなければ一人で出掛けたりしないから、今日は今泉課長が連れ出してくれて良かったのかも……と、思った。




　食事の後、ずいぶん遠くまで来たしそろそろ戻ろうかと今泉課長が言った。

　なんとなく残念な気がするのはなぜだろう？　今日が楽しかったから、もう少しだけ長く続けばいいと思ったのかも。

　今泉課長は長い道のりをまたドライブして、マンションの前まで送り届けてくれた。ずいぶん遠かったはずなのに、その道のりがなんだかやけに短く感じた。

「休みの日に付き合わせて悪かったな」

「いえ、ありがとうございました。楽しかったです」

　私がお礼を言うと、今泉課長は嬉しそうに笑った。

　あ……またひとつ、初めて見る顔だ。私までちょっと嬉しくなる。

　胸の辺りがしめつけられるような、疼くような……なんと言えばいいのかわからないけれど、妙な感覚を覚えた。

　何これ、もしかして病気？　この間の健康診断では異常なかったはずだけど……？

　思わず胸の辺りを押さえて首をかしげた。

「どうした？」

「いえ、なんでも。それじゃ……帰りますね」

「杉浦、ちょっと待て」

　助手席のドアを開けようとすると、今泉課長が私を呼び止めた。

「はい、なんでしょう？」

　振り返ると、今泉課長は私の手に水族館のグッズショップの大きな袋を手渡した。

「えーっと……これは？」

「杉浦にやる」

「えっ、全部ですか？」

「杉浦が選んだんだろ？」

「てっきり職場の女子たちへのお土産だと……」

「そんなもん買うわけないだろう。何を選べば杉浦が喜ぶかわからなかったから、選んでくれって言ったんだ」

　今泉課長は少し照れくさそうにしている。

　私の分だと最初からわかっていたら、こんなにたくさん選ばなかったのに……。

　それにしても袋がやけに大きすぎないか？　袋越しになんとなく柔らかい手触りがするし、そんなもの選んだかな？

　隙間から袋の中を覗くと、ペンギンのぬいぐるみが見えた。しかも結構な大きさだ。両手でギューッっとできるくらい。

「あの……このペンギンは……？」

「ああ…それは杉浦が欲しそうにしてたから」

「欲しそうに……してました？」

「してたぞ。買うのちょっと恥ずかしかったけどな」

　ペンギンの大きなぬいぐるみを手にレジに並ぶ今泉課長を想像して、思わず笑ってしまった。

　今泉課長はまた照れくさそうな顔をしている。

「そんなに笑うなよ」

「すみません、ありがとうございます。このペンギン、すごくかわいいと思ってたので嬉しいです」

「そうか……なら恥ずかしい思いした甲斐があったな」

　今泉課長が私の頭を優しく撫でた。

　今日はなんでこんなに優しくしてくれるんだろう？

　こんなにいろいろ買ってもらっていいのかなとは思うけど、遠慮するとかえって失礼だ。素直に受け取っておこう。

「あ……そうだ」

　バッグの中からグッズショップの包みを取り出した。

　自分で使うつもりで買ったものだけど、ボールペンとクリップは同じものを買ってもらったし、キーホルダーは男の人が持っていても違和感のなさそうなデザインだった。

「これ……自分で使うつもりで買ったんですけど、良かったら……」

「もらっとく。ありがとう」

「こちらこそありがとうございます」

　今泉課長は私の手から包みを受け取って、少し笑った。

「今日は久々に杉浦の笑ってる顔が見られて良かったよ」

「え？」

「最近杉浦は俺の前で泣いてるか怒ってるかのどっちかだったからな。大嫌いだって言われたし……」

　またそれを言う……。やっぱり相当根に持ってるんだな。

「今日の今泉課長は嫌いじゃないです。すごく楽しかったし……」

「俺も今日は杉浦と一緒にいられて……楽しかった。ありがとな」

　今泉課長が優しい目をして笑った。今日の今泉課長はいつもとは別人みたいだ。

　無性に照れくさくなり、目をそらしてうつむいた。また急激に鼓動が速くなる。

　だから……なんなの、これは？

「杉浦……」

「は、はい？」

　うわずった声で返事をして顔を上げると、今泉課長が私をじっと見つめていた。全身に響き渡りそうなほど鼓動が大きくなる。

　な、な、な……なにこれ？　なんだか落ち着かない……。

　今泉課長が私の顔にゆっくりと顔を近付けた。思わずギュッと目を閉じた。

　やや間があってから、大きな手がそっと私の頭を撫でた。

　あ……あれ……？　またいつもみたいに、キス……されるのかと思った……。

「おやすみ、杉浦」

「お……やすみなさい……」

　車を降り、大きな袋を抱えて今泉課長の車を見送った。まだ鎮まらない鼓動を感じながら部屋に戻り、ベッドに倒れ込んだ。

　何これ、なんなの!?　今日は何度もこんなことがあったけど、やっぱり病気？　早めに病院に行った方がいい？

　あんまり続くようなら病院で検査を受けてみよう。

　ベッドから起き上がり、グッズショップの袋を開けてみた。

　ペンギンの大きなぬいぐるみを手に取る。撫でてみるとフワフワの柔らかい手触りが気持ちいい。

「わぁ……」

　我慢できずに両手でギュッと抱きしめてみた。

「ふふ……フワフワだ……」

　小さい頃、ぬいぐるみを抱いて寝るのが夢だった。そうすればきっと一人で眠るのも寂しくないと思っていた。

　大人になっていつの間にかそんなことは忘れていたけれど、今更ながらやっぱり嬉しい。

　子供みたいにぬいぐるみを物欲しそうに見ていたと思われたことはちょっと恥ずかしいけれど、今泉課長のおかげで子供の頃の夢が叶ったってことだ。

「意外と優しいとこあるんだな……」

　ペンギンを抱きしめながら呟くと、嬉しさと照れくささがこみ上げてくる。

　そういえば……今泉課長、今日は一度もキスしなかった……。

　いつもの今泉課長なら無理やりにでもキスすることもあるのに、帰り際は頭を撫でられただけだった。

　絶対するんだと思ってたんだけどな……。

　私のこと好きでもないくせに、私の気持ちなんかお構いなしで強引にキスする今泉課長が大嫌いだと思っていた。

　だけど今日の今泉課長は戸惑ってしまうほど優しくて、嫌いじゃないと思った。

　一緒にいると楽しかったし、もう少し一緒にいたいような気がした。

　だからなのかな。キスされると思ってもイヤだとは思わなかったし、むしろ……今泉課長がキスしなかったことが、少し寂しかった。

　……って……なに考えてんだ、私は!?

　自分の考えに思わず赤面して、ペンギンのぬいぐるみをギューッっと抱きしめた。

『俺も今日は杉浦と一緒にいられて……楽しかった。ありがとな』

　帰り際の今泉課長の一言と優しい顔を思い出して、また心臓が暴れだした。

　わーっ、なんだこれ!?

　ベッドに倒れ込んで、わけのわからない動悸に一人で悶絶する。

　今日はキスしなかったのに、初めてキスされた時みたいに、今泉課長の顔ばかりが浮かぶ。

　なんで!?　なんでこんなに今泉課長のことばっかり考えてるの？　ネットで検索すれば、この妙な感じがなんなのかわかるかな？

　とりあえず……今日はもうお風呂に入ってさっさと眠ってしまおう。

　……今泉課長がくれたペンギンを抱いて。







　日曜日の朝、東の空が白々と明けて来る頃。私はベッドの上でペンギンのぬいぐるみを抱いて天井を見上げていた。

　全然眠れなかった……。昨日いろいろありすぎて興奮してるのかな？　今日が休みでホントに良かった。

　眠れずにいろいろ考えていると、この歳になるまで水族館に行ったことがなかった理由や、今泉課長の言っていた「あのペンギンと似ている」という言葉の意味など、些細なことが気になった。

　それより何より、どうしてこんなに今泉課長のことが頭から離れないのか。そっちの方が重大な問題だ。

　今泉課長は本当に人を好きになったことはないのかな？

　面倒だとか疲れるという理由で、以前付き合っていた人たちとはデートもしなかったと言っていたのに、どうして急に私を連れ出したんだろう？

　そして急にあんなに優しくなったのはなぜ？

　今泉課長は謎だらけだ。







　いつの間に眠っていたのか、お昼過ぎに目覚めた。

　起きて軽い食事を済ませた後、洗濯や掃除を終えると時間を持て余して、ベッドの上でペンギンのぬいぐるみを抱いてゴロゴロする。

　そういえば久保田さんに勧められた恋愛ゲームをまったくやっていない。

　感想を聞かせて欲しいと言われていたし、退屈しのぎにやってみることにした。

　全キャラクター共通のプロローグが始まり、まだ選択肢はないから小説を読むような感覚で話は進んでいく。キャラクター紹介みたいなものなのか、イケメンキャラが入れ替わり立ち替わり出てくる。

　ヒロインの名前を登録する時に考えるのが面倒で自分の名前を入れたけれど、どうにも共感が持てそうにないタイプだ。

　プロローグが終わるとアテンド役の激甘イケメンが出てきて、この先はストーリーチケットというものを使ってゲームを進めるのだと教えてくれた。

　一日五枚もらえる無料チケットはその日のうちに使いきらないとなくなってしまい、翌日にはまた新たに五枚配布されるそうだ。無料チケット五枚分よりもっとゲームを進めたい場合は、課金してチケットを買うらしい。

　激甘イケメンが『今日だけ特別、ボクからサキへ愛を込めてプレゼントするよ。受け取って』と言って、いつでも使える無料チケットを十枚プレゼントしてくれた。これで今日はチケット十五枚分のストーリーを進められるということだ。

　とりあえず読めるところまで読んでみよう。

　スタートボタンをタップすると、ドＳ上司のストーリーが始まった。

　この上司、うわべは爽やかでにこやかなイケメンなのに、仕事中は容赦なく笑顔で毒を吐いている。おっとりしていて仕事の遅いヒロインに対しては猛毒を吐く。

　これはもうドＳというレベルを通り越して、パワハラじゃないのか？　現実ではイケメンだって許されないだろう。

　こんな上司もイヤだけれど、ここまで仕事ができないヒロインもどうかと思う。

　仕事を真面目に一生懸命やるのは当然のことなのに、仕事の出来なさを必死でどうにかしようとしているだけでなぜか、あの子は頑張り屋だとか一生懸命なところがいいという理由で評価されている。

　仕事の出来るアラサー女が人一倍頑張ったら、怖いとかお局とか女を捨ててるとか陰でコソコソ言われるのに、不公平なもんだ。

　ドＳ上司のヒロインに対する猛毒はもっともなことばかり。私の言いたいことを代弁してくれているような気がして、なんとなく気持ちよくなってきた。

　何これ、恋愛ゲームってこんな感じ？　世間の女性たちはこれのどこにときめくんだろう？

　そもそも『ときめく』ってなんだ？

　よくわからないけれど、始まったばかりだからもう少し様子を見てみよう。

　後輩のミスが原因で取引先との行き違いが生じ、同僚たちがパニックになる中、ヒロインは必死に考えて事態をなんとか収束させようと奔走する。

　火事場の馬鹿力ってとこか、土壇場に強いのか。ヒロインの機転とみんなの団結力でなんとかまるくおさまった。

　遅くまで残業した帰り際、満を持してドＳ上司の登場だ。

　ヒロインに対していつも厳しいドＳ上司が、軽く毒を吐きながらもいつもは見せない優しい顔でヒロインを労う。

　ドＳ上司の普段とのギャップに、ヒロインは急にドキドキし始める。

　そこでチケットを全部使いきってしまい、ゲームアプリを閉じた。

　……ヒロインの言う『ドキドキ』って、結局なんなの？　ただ単に動悸が激しくなるってこと？

　昨日私も急激に鼓動が速くなったり、胸の辺りがしめつけられるような疼くような、妙な感覚を経験した。

　ゆうべいろいろ考えて、私のそれが起こったのはどうやら、今泉課長と一緒にいたり今泉課長のことを考えている時だけということに気付いた。

　このヒロインの『ドキドキ』も、ドＳ上司と関係があるらしい。

　なんか気になってモヤモヤする……。

　ストーリー自体にたいした興味はないけれど、ヒロインは私のはずなのに私自身がヒロインの気持ちや感情の動きを理解できていないのが気持ち悪い。

　もう少し読み進めれば何かわかるのかな？

　少し悩んだけれど、どうせ今日は暇だし、仕事のある日はゲームをする余裕があるかわからないから、課金してチケットを買うことにした。

　お金がもったいない気もするけれど、原口くんに言われた通り、これも勉強だと思うことにしよう。

　まんまとゲーム会社の策略に乗せられて購入したチケットで続きを読み進めていくうちに、ヒロインが心情を多く語り始めた。

　何かとドＳ上司のことを意識するようになり、些細なことでドキドキしたり落ち込んだり、一人でいる時もドＳ上司のことが頭から離れないとか、時折見せる優しい顔にドキドキするとか……。

　どこかで聞いたことがあるような話だと思ったら、ここ最近の不可解な私の感情になんとなく似ている気がしたけれど、そんなはずはないと気を取り直して続きを読み進める。

　ある日の仕事の後、友人と食事をして店を出たヒロインが偶然ドＳ上司と遭遇。しかしその隣には、大人の雰囲気漂う綺麗な女性の姿が……。ドＳ上司は会社では見せたことのない顔をして、その女性と親しげな様子で笑っている。

　あんな素敵な恋人がいるんだとヒロインはショックを受け、帰宅して一人きりになった途端に泣き出して……。

『どうしよう……私、知らないうちに課長のこと好きになってたんだ』

　え……？　ヒロインはドＳ上司のことが好き？

　好きって……いつの間に？　どの辺で？

　それじゃあ私のこれはなんなの？　もしかして私も今泉課長が好きなの!?

　いやいや……まさかそんなはずは……。

　第一、今泉課長は私が望むような条件を満たしていない。

　ヒロインのサキは私であって私ではないんだから、この感情が同じものだとは言い切れない……はずだ。

　なんだかドッと疲れた。ちょうどチケットも使い果たしたことだし、今日はもうやめにしよう。

　スマホをベッドの上に投げ出して、ペンギンのぬいぐるみを抱きしめた。

　まさか……まさかね。だって私は今泉課長を嫌いだと思ったことはあっても、好きだと思ったことなんて一度もない。

　だからこれはきっと、好きとか恋とか、そんなんじゃない。







　月曜日の朝、通勤の満員バスの中で今泉課長と出会った。

　昨日いろいろ考えていたから、なんとなく気まずくて目を合わせられない。

「おはよう。バスの中で杉浦と会うなんて珍しいな」

「おはようございます……。今日はいつもより一本早いバスに乗ったので……」

「そうか」

　今泉課長が私の耳元に顔を寄せた。予想外のことに驚いて強ばった体が、ブレーキを掛けたバスの揺れに耐えきれず、ふらりとよろめく。

　今泉課長はつり革を持っていない方の手で私の体をとっさに支えた。

「大丈夫か？」

「すみません……大丈夫です……」

「あのペンギン……気に入った？」

　小声で尋ねられて耳に今泉課長の吐息があたり、肩がビクッとなる。急に顔がカーッと熱くなって、思わずうつむいた。

　な、なんだこれは……？

「はい……フワフワで気持ちいいです……」

「なら良かった。かわいがってやってくれよ」

　早速抱きしめて寝ました！　……なんて、恥ずかしくて言えない。

「……大事にします」

「うん。……また行こうな」

「はい……」

　今泉課長は私を支えていたその手を離し、私の頭をポンポンと優しく叩く。照れくさいやら恥ずかしいやら、とにかく顔をあげられない。

　でも……また行こうなと言われたことは、素直に嬉しかった。

　水族館へ行くのが嬉しいのか、今泉課長といることが嬉しいのか、どっちだろう？




　バスを降りて今泉課長と一緒に会社へ向かって歩いた。こんなこと以前はなんともなかったはずなのに、なんとなく落ち着かない。

　やっぱり恋愛ゲームなんかするんじゃなかったな……。

　あのヒロインのせいで今泉課長のことを無駄に意識してしまい、何か話そうと思うほど話題が思い浮かばない。黙っていると余計に落ち着かないのに。

「今日の午後から木曜まで、製造部と企画部の部長たちと一緒に青森に出張なんだ。ビュッフェ限定で出すアップルパイとかケーキに使うリンゴの契約農家と、青森の店舗も何軒か視察してくる」

「あ……そうなんですね。店舗とは違うビュッフェ限定のものもあるんですか」

　今泉課長が話し掛けてくれたので、少しホッとして顔を上げた。

「ゲームの特別メニューに入れたらいいんじゃないか？　ビュッフェで食事したら、シリアルナンバーもらえるようにするとかさ」

「いいですね。提案してみます」

　どうやら私は、仕事の話ならスムーズにできるらしい。この辺がゲームのヒロインのサキとは違うようだ。

「リンゴは好き？」

「リンゴは美味しいですね」

「じゃあお土産買ってくる。シーズンじゃないから、リンゴのお菓子とかになるだろうけど」

「ありがとうございます」

　ビュッフェ企画課のみんなにお土産を買うついでかな。若い女子はリンゴのケーキなんか喜ぶだろう。

　ケーキでもなんでも、行ったことがない土地のお土産をもらうのはワクワクする。

「しばらく杉浦の顔、見られないな」

「え!?」

　何？　突然どうしたの!?

　部署が別になってからは、顔を合わせない日なんか珍しくもなかったのに。

「なぁ、杉浦……」

「はい？」

「こ……たく……ったら……」

　今泉課長が少しうつむき加減で何か呟いたけれど、かなり小さな声だったので聞き取れなかった。

「え？　なんですか？」

「いや、やっぱりいい。なんでもない」

　今泉課長の歩くスピードがさっきより速くなった。

「どうしたんです？　急いでるんですか？」

「あ……いや、そうでもない」

　今泉課長はばつが悪そうな顔でそう言って、元のペースで歩き出した。

　今泉課長、一昨日からなんかおかしい。急に優しくなったし、何かを言いかけてやめたりする。何か言いにくいことでもあるのかな。

　こっそりと横目で様子を窺っていると、今泉課長が急にこちらを向いた。その拍子に目があってしまい、慌てて視線をそらした。

「あのさ」

「はい？」

「金曜日の夜、空けといて。お土産渡すついでに、飯でも食いに行こう」

「金曜ですね。わかりました」

　お土産を渡すだけなら普通に会社で渡してくれてもいいはずなのに、なんで仕事の後に会社の外で？

　でも今泉課長と一緒に食事するのはイヤじゃないから、まぁいいか。




　プロジェクトチームのオフィスがある階でエレベーターを降りた。

　アプリ開発課とビュッフェ企画課のオフィスは、会議室と企画部をはさんで同じ通路沿いに並んでいる。

　アプリ開発課の前で、今泉課長は私の頭をポンと軽く叩いた。

「それじゃな」

「あ……出張、気を付けて行ってきてください」

「うん。杉浦も頑張れよ」

　今泉課長はニコッと笑い、軽く右手を上げてビュッフェ企画課に入って行く。

　なんだ？　このくすぐったい感じは……。

　モヤモヤとも違う。ザワザワとも違う。胸の辺りが落ち着かないのに、不快な感じではない。

　今泉課長だけじゃなく、おかしいのは私も同じなのかもしれない。








５　バニラアイスは溶けている









　昼休みに原口くんと一緒に社員食堂で昼食を済ませた後、売店に寄ってバニラアイスを買ってもらった。ボウリングの後でアイスを食べずに帰ってしまった私に、「今日の昼休みにおごります」と原口くんが言ってくれたからだ。

　売店の横にある休憩スペースのベンチに座ってアイスを食べ始めると、原口くんが何か言いたげな顔をした。

「どうかしたの？」

　なんとなく気になって尋ねると、原口くんはスプーンでアイスをすくいながらチラッと私の方を見た。

「杉浦主任は今泉課長とも仲がいいんですね」

　予想外の原口くんの言葉に驚き、思わず口の中のバニラアイスを吐き出しそうになった。

　なんで急に今泉課長の話？

　内心ではものすごく焦りながら、なんともないふりをしてアイスを飲み込んだ。

　慌てるな、私。今泉課長が婚約者のふりをしようと言ったことも、勝手に私にキスすることも、原口くんは知らないんだから。

「うん、まぁ……そうだね。製造部で十年も一緒に仕事してたから」

　無難な受け答えをしたと思ったのに、原口くんは怪訝な顔をしてアイスを口に運んだ。

「そうじゃなくて……土曜日、今泉課長と水族館にいましたよね？」

　更に予想外のことを尋ねられ、危うくアイスを落としそうになった。

　うまくごまかす方法はないかと思ったけれど、見られてしまったのなら言い逃れをすることはできない。

「えっと……見てたの？」

「偶然ですよ。僕も彼女と水族館に行ってたんです」

「それは……いわゆるデートってやつ？」

「当然です」

　恋人同士でなくても大人の男女が二人きりでそういう場所に行くと、やっぱりデートっていうのかな？

　一緒にペンギンを見てグッズショップで買い物しただけだし、別に悪いことをしていたわけじゃないから、見られてもまずいことはないはず……と思ったけれど。

　いや、かなりまずい状況がいくつかあったじゃないか!!

「あのー……どこで見かけたのかな？」

「深海魚コーナーです」

　……最悪だ……。よりによってそこか！

　一番まずいところを見られてしまった！

「周りが暗いから人違いかと思ったんですけど……二人、抱き合ってましたよね？」

「あー……あれはね、私が気分が悪くなって一人で立ってられなくなって、しがみついてたというか、介抱してもらったというか……」

　私は嘘は言っていない。実際にそうだったんだから。

「ふーん……そうなんですか？　それにしても、ただの上司と部下には見えなかったですよ。どう見ても人前で堂々と抱き合うバカップルでしたね」

「バ……!!」

　まさか部下にバカップル扱いされるなんて！

　私と今泉課長はカップルなんかじゃないのに、バカップルなんてとんだ言い掛かりだ！

「どの辺がバカに見えたの？」

「どちらかというと今泉課長がですかね。あの抱きしめ方は、具合が悪くなったただの部下にする感じじゃありませんよ。普通に考えて、恋人とか好きな人にしかしないでしょう。少なくとも僕は、彼女以外にあんな風にはできません」

　恋人とか好きな人って……。

　今泉課長は誰も好きになったりしない。私のことだって、ただ『嫌いじゃない』だけ。それは『好き』とは違う。

「ないない……。それはないな」

「なんでですか？」

「詳しくは言えないけど、今泉課長は……そういう人じゃないんだよ。私も同じだけど……」

　原口くんは眉をひそめて、わけがわからないと言いたそうな顔をした。

「そういう人じゃないってなんです？」

「私の口からは言えないよ。個人的なことだから」

「ふーん……。僕は今泉課長が杉浦主任のこと好きなんだと思ったんですけどね」

　一体何を言い出すのか。

　私は思わずスプーンを動かす手を止めて原口くんの方を見た。

「なんで？」

「金曜日の親睦会で、久保田さんが杉浦主任にやけに馴れ馴れしかったでしょう？　あの時の今泉課長、すんごい眉間にシワ寄せて見てたんで、不愉快なんだなとは思ってたんです」

「そう……だっけ……？」

　あの時私はただひたすら居心地が悪くてずっと下を向いていたから、今泉課長がそんな顔をしていたなんて、まったく気付かなかった。

　それに私とは目も合わせようとしなかったし。

「カラオケに行ったら今度は見てないふりして急に女子と仲良くするし……。嫉妬丸出しでしたね」

「嫉妬……丸出し!?」

　それって今泉課長がヤキモチ妬いてたってこと？　まさかそんなはずは……。

「杉浦主任、ボウリング終わったら急にいなくなったじゃないですか。今泉課長、すんごい慌てて……。小阪課長が杉浦主任は帰ったって言ったら飛び出してくし……」

「私がスマホ忘れたから、届けようとして慌ててたんでしょ？」

「スマホは今泉課長がいない時に、シューズの返却口で池山さんが見つけたんですよ。これ誰の？　って聞いたけど誰も手を挙げなくて。今泉課長が戻ってきて一応持ち主じゃないか聞いたら、杉浦主任のだって。近所だから預かるって持って帰ったんです」

「え……？」

　土曜日に今泉課長から聞いた話と違う。

　スマホを届けようとしたんじゃないなら、今泉課長が私を追い掛けて来たのはなんで？

　今泉課長がそんな嘘をついた理由がさっぱりわからない。

「それでスマホは無事に戻ってきましたか？」

「ああ……うん。土曜日に届けに来てくれた」

「そんなに近所なんですか？」

　今泉課長の家はどこだっけ？　電車も路線が違うし、そんなに近くはないはずだけど……。

「詳しくは知らないけど、そうでもない……と思う」

「土曜日に届けに来てくれて、その後水族館に行ったんですか？」

　なぜこんな話を部下の原口くんにしているのかわからないけれど、変な誤解はされたくない。

　少なくとも私と今泉課長が、人前で堂々と抱き合うバカップルではないってことはわかってもらわないと。

「えーっと……ちょうどお昼時だったから食事して、時間あるならペンギン見に行こうって」

「ペンギン？」

「うん、ペンギン。まぁ……時間もあったし行ったんだけど……。しばらくペンギン見てから深海魚コーナーに行ったら、急に気分が悪くなって……。原口くんが見掛けたのはその時だね」

「ふーん……。それでそのまま帰ったんですか？」

　その先をまだ追及する？

　でも隠すほどのことは特にない。変に隠すとかえって怪しまれる。

「出口に向かう途中でグッズショップに寄って少し買い物して、車に戻る頃には具合も良くなってたから、ドライブして食事して送ってもらって……別れ際にグッズショップで買ったもの、いろいろもらった」

「思いっきりデートコースじゃないですか」

「そうなの？　私はデートなんかしたことないから、よくわからないんだけど……」

　原口くんはアイスを食べながら、私にも早く食べないと溶けますよ、と言ってから、少し笑った。

　まさか部下の原口くんと、こんな話をすることになるとは思ってもみなかった。

　そんなことを思いながら、カップの中で半分以上溶けているバニラアイスをスプーンですくって口に運んだ。

「楽しかったですか？」

「うん、楽しかったよ。ペンギンかわいかったし……窓から見えた海も綺麗だったし、オマール海老も美味しかった」

「杉浦主任は今泉課長のこと好きなんですか？」

　原口くんがあまりにさらりと尋ねるので、不思議と不快感はない。

　私の中ではどう頑張っても答えが出ないことだけど、恋愛をしている原口くんなら何かわかるだろうか。

「好きってどういうことか、私にはわからないんだよね。原口くんはわかる？　彼女に対してどんな気持ちになるの？」

　原口くんは少し考えているようだ。

「今の僕の気持ちは参考にならないかもしれないです。好きだっていうのが前提で思ってることだから」

　私はまだそこにも行き着いていないから、原口くんが言うことはもっともだと思う。

　好きだと自覚すると何かが変わるのかな？

「ふーん……。みんなはどうやって、この人が好きだって気付くんだろうね」

「男女で差はあるかもしれませんけどね。相手の些細な言動でドキドキしたり嬉しくなったり、その人のことが頭から離れなくなったりしますね。すごく会いたいとか、もっと一緒にいたいとか、気が付くと相手のことばっかり考えて……。あと、不安になります」

　意外な言葉が出てきた。みんな恋をすると幸せなのかと思ったのに、それだけではないらしい。

「なんで不安になるの？」

「相手に嫌われてないかとか、他に好きな人がいるんじゃないかとか……どうすれば好きになってもらえるだろうって悩んだりもしますよ。そういうのが自分でコントロールできなくなると、すごく好きなんだって僕は自覚します」

「コントロールできなくなったら……好き？」

「だと思いますよ。いろいろ理屈じゃ整理しきれなくなるし、本能を理性で抑えきれなくなります」

　原口くんは次から次へと新しいキーワードを投げ掛けてくる。

「本能？」

「わかりやすく言うと、手を繋ぎたいとか抱きしめたいとかキスしたいとか……触れたいとか触れて欲しいとか……全部は言わないけど、いろいろあるじゃないですか。おそらく女性にもあるんだと思いますよ」

　……そういうことか。つまり性的欲求ってことだよね？

「それって、好きじゃなくてもできるもんじゃないの？」

「そういう人もいますけどね。僕は好きな人とだけしたいです」

　どうやら原口くんは彼女に対してだけ、本能が理性では抑えきれなくなるらしい。

　今泉課長は好きでもなんでもない人と付き合って体の関係を持てるわけだから、原口くんとはタイプが違うんだろう。

「ふーん……いろんな人がいるんだね」

「杉浦主任はどうですか？」

　女性の上司にそれを聞くとは、なかなかのチャレンジャーだ。場合によってはセクハラと取られかねない。

「……私はそういうの、したいと思ったことはないから」

「いや、そうじゃなくて。会いたいとか、もう少し一緒にいたいとか……好きになって欲しいとか思う相手、いませんか？」

「そんなの……」

　いない、と言おうとして、不意に今泉課長の顔が浮かんだ。

　え？　なんでここで？

　私が眉間にシワを寄せて首をかしげていると、原口くんもそれにつられたのか、首をかしげながら私の顔を見た。

「いるんですか？」

「いやいやいや……何かの間違いでしょ……」

「間違いなんですか？」

「好きだと思ったことはないから、間違い……だと思う」

　無理やりキスされたとか、ちょっと優しくされたくらいで、そう簡単に好きになるわけがない。

「確かめる方法ありますよ」

「どうするの？」

「他の人でも同じ気持ちになるか、試してみるんですよ。その人にされたことを他の人ともしてみるんです。例えば手を繋ぐとか抱きしめてもらうとか、好きな人ならドキドキしたり嬉しかったりするけど、好きじゃなければ同じようには思わないでしょ？」

　今泉課長にキスされて嬉しいことなんてあったっけ？

　他の人にされたことがないから、今泉課長以外の人にされてどう思うのかもわからない。

「原口くん、それって私にはすごくハードル高い」

「だったら自分の気持ちとじっくり向き合うしかないですね。あとは素直に受け入れることじゃないですか？」

　私より若いのに、原口くんは深いことを言う。やっぱりそれは経験がそうさせるのか。

「原口くんてさ……恋愛マスターかなんかなの？」

「恋愛マスターじゃないですけどね。割と人の気持ちには敏感な方だと思いますよ」

「人の気持ちなんか私にはわからないよ。最近は自分の気持ちもよくわからないのに」

「考えるより感じろ……ですかね」

　そう言って原口くんは、一気にアイスをかき込んだ。

　感じろと言われても、意識するとどうやって感じればいいのかわからない。

「また難しいこと言うね……」

「それより杉浦主任、そろそろ昼休み終わっちゃいますよ。もう溶けてるし、一気に飲んじゃってください」

「う、うん……」

　溶けたアイスを慌てて飲み込む。

　今日は晴れて気温も高めだったから、買ったばかりの時はちょっと固すぎるんじゃないかと思うほど凍っていたアイスが、ほんのしばらくの時間で溶けてしまった。

　当たり前のことだけど、形は変わっても味はバニラだ。

　私は……誰かを好きになっても、私のままでいられるのかな？

　私にとって恋愛は未知の世界だから、どんな風に変わるのか、変わらずにいられるのかはわからない。

　けれど、恋に溺れて自分を見失うようなことだけはしたくない。

「杉浦主任、急ぎましょう」

「うん」

　カップをごみ箱に捨てて、オフィスのある棟へと急いだ。小走りにオフィスへ向かっている途中で、不意に今泉課長の言葉が脳裏をよぎった。

『経験のないところに飛び込むには勇気がいるってのは、人もペンギンも同じか……』

『俺も杉浦も……あのペンギンみたいだ』

　あの時の今泉課長の言葉の意味が、少しわかったような気がした。

　もしかして……今泉課長も、私と同じことを思っているのかもしれない。

　水の中を覗き込んでは後ずさりして、ジリジリと前へ進んでは怯んでまた後戻りして……。

　少し前までの私は多分、自ら水の中を覗き込もうとはしなかった。だけど今は、水の中に飛び込むことを恐れながらも、迷ったり悩んだり、行きつ戻りつしながら水の中を覗き込んでいる。

　正直言うと……一人で水の中に飛び込むのは、怖い。







　水曜日の昼休み。

　社員食堂で昼食を済ませ、オフィスのある棟へ向かって歩いていると、後ろから肩を叩かれた。

「早紀、久しぶり」

「あっ、久保田さん……」

　久保田さんは仕事の都合で自社とシトロンを行ったり来たりしている。今週は特に忙しかったのか、久保田さんがこちらに来るのは初めてだ。

「腹減ったなぁ……」

　久保田さんがお腹をさすりながら言った。

「お昼まだなの？」

「忙しかったから食べる余裕なくて」

　今月末に新作ゲームのリリースを控えているそうだから、相当忙しいのだろう。

　それでも時間のゆるす限りこちらに顔を出しているということは、シトロンとの共同開発にかなり力を入れているのだと思う。

「ジュースでも奢るから売店まで付き合ってくれる？」

「いいよ、ちょうど私も売店に寄ろうと思ってたの」

　ペットボトル入りのアイスカフェオレを買って戻ろうと思っていたので、久保田さんと一緒に売店へ行って、ドリンク類の並んでいる冷蔵庫へ向かう。

「常務のお嬢さん、結婚が決まったらしいねぇ」

「あら、そうなの？」

　レジカウンターの中で売店のおばちゃんたちが話している声が、やけにハッキリと聞こえた。

　常務の娘って……今泉課長が私を婚約者に仕立て上げて縁談を断った相手だよね？　今泉課長に断られても、他に誰かいい人がいたのかな？

「二年くらい前から付き合ってたそうよ。相手は製造部にいたイケメンの……えーっと……誰だっけ？」

「名前が出てこないわ。背の高い人よ、ほら……なんていったかな……」

「製造部の人の名前はよく知らないわ」

「課長さんなんだけど……」

　カフェオレの入ったペットボトルを握りしめて、呆然と立ちすくんだ。

　製造部にいた背の高いイケメンの課長って……今泉課長のこと……？　常務の娘と二年くらい前から付き合ってたって、どういうこと？

「早紀、それ買うの？」

「ああ……うん」

「貸して。一緒に払ってくるよ」

「ありがとう……」

　久保田さんは昼食用のパンとコーヒー、私のアイスカフェオレを持ってレジに向かった。会計を済ませた久保田さんと一緒に売店を出る。

「どうかした？」

「ううん、なんでもない」

「もしかして……さっきのおばちゃんたちの話が気になる？」

「別にそういうわけじゃ……」

　久保田さんにはそう言ったけれど、オフィスに向かっている間も、頭の中はさっき売店で聞いた話がぐるぐると回っていた。

　今泉課長が常務の娘と結婚するということは、本当は付き合っていたのに、見合いを断ったなんて私に嘘をついていたということだ。

　今泉課長がなんのためにそんな嘘をついたのかはわからないけれど、付き合っているわけでも好きなわけでもないのに、裏切られたような気がした。

　オフィスに戻り自分の席に着いてもまだ信じられなくてぼんやりしてしまう。

　久保田さんが私にアイスカフェオレを差し出した。

「あれって今泉さんのことだよね。早紀、もしかして今泉さんのこと好きなの？」

「え？　ううん、違うよ。全然知らなかったからちょっと驚いただけ」

　ペットボトルのキャップを開けて、アイスカフェオレを一口飲み込んだ。

「そう？　だったらいいけど……。俺、この間のボウリングの後に、早紀のことが好きなのかって今泉さんに聞いたんだけど……今泉さんも、好きとかそういうんじゃないって言ってたから」

　そんなの知ってる。今泉課長は私のこと、嫌いじゃないけど好きでもない。

「うん、ただの上司と部下だからね。今泉課長は私のことなんて、なんとも思ってないよ」

「俺は好きだよ、早紀のこと」

「……え？」

　顔を上げると久保田さんと目が合った。じっと見つめられ、まるで獣に捕らわれた獲物のように動けなくなる。

「初めて会った時から好きだった。早紀、俺と付き合わない？」

「え……いや、あの……」

「返事は今じゃなくていいから、考えといて」

　だから……好きってなんだ？　初めて会った人を好きになるなんて、そんなこと本当にあるの？

　思いもよらぬことを言われて頭の中は更にぐちゃぐちゃだ。もう何がなんだか、さっぱりわけがわからない。







　午後の仕事をなんとか終えて定時で帰宅した。家に帰るなりスーツのままベッドに倒れ込み、ペンギンのぬいぐるみをギュッと抱きしめた。

　何も考えたくないのに、目を閉じると今泉課長の顔ばかりが浮かぶ。

　今泉課長、嘘ついてた……。結婚……するんだ……。

　常務の娘との結婚が決まっていたくせに、どうして私に近付いたんだろう？

　急に出掛けようと誘ったり、急に優しくなったり、いつもと様子が違ったのは、結婚が決まったから最後にするつもりだったのかなとか、だから帰り際にキスしなかったのかなとか、たくさんの疑問符が頭の中を駆け巡る。

　今泉課長が誰と付き合おうが、結婚しようが私には関係ない。そう思っているはずなのに、なぜか涙が込み上げた。

　なんで泣く必要があるんだろう？

　何度拭っても聞き分けのない涙があとからあとから溢れる。

「また一緒に行こうって言ったのに……」

　次に水族館に行く時にはイルカショーを見ようって約束した。だけどその約束は果たされないだろう。

　結婚が決まったのなら、もう一緒にはいられない。

　最初から婚約者のふりをする必要なんてなかった。私は今泉課長にとって必要のない人間だ。

『杉浦はどうすれば俺を好きになるんだ？』

　今泉課長の言葉が脳裏をかすめた。

　好きにならなかったのは今泉課長の方だ。

　私のことは嫌いじゃないとは言ったけれど、好きだとは一度も言わなかった。

　私のことは好きじゃないくせに、私とのキスは好きだと言って、何度も私にキスをした。

　だから私は今泉課長に大嫌いだと言った。

　今泉課長の優しいキスは嫌いじゃなかった。

　抱きしめて頭を撫でてくれるあたたかくて大きな手も、嫌いじゃなかった。

　そろそろ帰ろうかと言われた時、もう少し一緒にいたいと思った。

　土曜日の夜の別れ際、私は本当は……今泉課長に、抱きしめてキスして欲しかった。

『会いたいとか、もう少し一緒にいたいとか……好きになって欲しいとか思う相手、いませんか？』

　原口くんの言った通りだ。自分の感情がコントロールできなくなって初めて自覚するんだって。

　私は本当は、私を好きだからキスしたいって、今泉課長に言って欲しかったんだ。

　こんな時になって自分の気持ちに気付くなんて。どうしてもっと早く気付かなかったんだろう？　今頃気付いたって遅いのに、好きになってもどうにもならないなら、気付かなければ良かった。

　泣いてもわめいても、今泉課長は私のことを好きになったりはしない。だからきっと、この気持ちを伝えることもない。

「大嫌いなんて言うんじゃなかったな……」

　ペンギンのぬいぐるみを抱いて呟くと、また涙が溢れた。

　人を好きになるって、楽しいことばかりじゃないんだな……。今泉課長を好きだと思うほど胸が痛くて、苦しくて……つらい。

　泣くだけ泣いたら、いつも通りの私に戻ろう。

　人並みのささやかな幸せなんて要らない。私が欲しいのは、誰もが羨むような華やかできらびやかなデカイ夢。

　超！　超！　超!!　玉の輿婚からの、会社の経営権乗っとり。

　指をくわえて待っていたって望むものは何も手に入らない。そのために人一倍頑張ってきたんだから。

　一生懸命働いて、勉強もして、見た目も地味で冴えない私じゃなくなって、いつどこに出ても恥ずかしくないように自分を磨いて、たくさんの武器を身に付けた。

　その武器を手に、必要とされても愛されてもいないのにこの世に生まれてきてしまった不幸な運命を覆すほどの、大きな幸せを手に入れるんだ。

　今泉課長のことは、ほんの一時の気の迷いに違いない。

　だから今夜だけは……今泉課長、あなたが好きだって、声に出して言わせてください。

　伝わらなくても、届かなくてもいい。

　みっともなく泣いてすがったりしないから。

　あなたの幸せを邪魔したりしないから。

　私だけの胸の奥に留めておくから、あなたのことを好きでいても、いいですか？







　その夜、今泉課長から電話があった。

　出ようかどうしようかかなり迷ったけれど、どうしても声が聞きたくて、思いきって電話に出た。

「杉浦、元気か？」

　今泉課長の声が優しくて、電話してくれたことが嬉しくて、でも何も知らないふりをするのが苦しくて、また涙が込み上げた。

「いつも通りです。元気ですよ」

　泣いているのを悟られないように精一杯明るく答えたはずなのに、今泉課長には通用しなかったみたいだ。

「ホントか？　なんか声がおかしいぞ。また泣いてるんじゃないか？」

「バレちゃいましたか？　早く帰ったんでドラマ見てたんですけど、これがすごく泣けるストーリーで……」

「意外だな、杉浦もそんなの見るのか」

　今泉課長が受話器越しに少し笑った。その笑顔が目に浮かんで、また涙が溢れた。

「そうだ、こっちで古賀に会ったよ」

「古賀さん元気でしたか？」

「うん、古賀から預かってる物があるから、金曜日お土産と一緒に渡す」

「わかりました」

　二人ともほんの少し黙り込んだ。何か話したいと思うのに、こんなときに限って何も話題が思い浮かばない。

「明日帰るけど……」

「そうですね。お疲れ様です」

「お土産、楽しみにしてろよ」

「はい、楽しみにしてます」

「じゃあ……金曜の夜にな。おやすみ」

　もう終わり……？

　もう少しだけでいいから、何も知らないふりをして今泉課長の声を聞いていたい。

　どうにかして引き留めたくて、夢中で声を絞り出した。

「今泉課長……！」

『好きです』という言葉が思わず喉元まで出そうになったけれど、必死でその一言を飲み込んだ。

「ん……？　なんだ？」

　優しく尋ねる声に、また涙が込み上げた。それを必死で隠して、わざと明るい声を出した。

「気を付けて帰ってきてください」

「うん……ありがとう」

　ほんの少し、今泉課長が受話器の向こうで笑った気がした。

「早く……」

　今泉課長がポツリと呟いた。

「早く……なんですか？」

「いや……。夜更かししないで早く寝ろよ。おやすみ」

「おやすみなさい……」

　電話を切った後も、スマホを握りしめて泣いた。

　今泉課長がどんなに優しくても、勘違いして多くを求めてはいけないって、わかってる。それなのにこんな時に限って優しいから、思わず好きだと言ってしまいそうになったけれど……私が今更そんなことを言っても今泉課長を困らせるだけだと思う。

　たいした用なんてないのに、今泉課長はどうして電話をかけてきたんだろう？

　もしかして、常務の娘との結婚が決まったことを伝えたかったのかもしれない。金曜の夜、きっとその話をするつもりなんだ。

　本当のことを聞かされても、私はうまく笑えるかな？

　絶対泣いたらダメだ。どんなにつらくても、笑って『おめでとうございます』って言わなきゃ。

　必死で自分自身にそう言い聞かせる。でも私には、決定打を叩き込まれても笑っていられる自信なんてない。

　それならいっそのこと……私の方から言ってみようか。幸せそうに笑って、『好きだから付き合って欲しいって久保田さんに言われた』って。

　そうすれば今泉課長だって、常務の娘との話を切り出しやすいはずだ。

　私が久保田さんと付き合うと言ったら、今泉課長はなんて言うだろう？　少しくらいは驚いたりするのかな。

　目を見開いて言葉をなくして、うろたえて引き留めてくれたらいいのに。

　原口くんは今泉課長が私のことを好きなんだと思ったと言ったけれど、そうじゃない。だから、嫉妬したりもしない。

　きっと『そうか、良かったな』なんて、笑って言うんだろう。

　確かに誰が聞いても、久保田さんからの告白とか交際の申し込みは、私にとっていい話なのだと思う。

　久保田さんはいい人だし、私を好きだと言ってくれている。それに急成長を続けている会社の社長だ。

　好きになれるかどうかは別として、久保田さんは私の求めている結婚相手の条件を、少なくとも半分以上は満たしていると思う。

　今泉課長が常務の娘と結婚するのなら、私も久保田さんとのことを真剣に考えてみた方がいいのかもしれない。

　どんなに想っても、今泉課長が私を選ぶことも好きになることもないんだから。







　翌日のお昼休み。

　私はまた原口くんに誘われて、売店のそばのベンチでアイスを食べていた。

「杉浦主任、なんかあったでしょ。昨日の午後から元気ないですよ」

「そう……？　私、そんなにわかりやすい？」

　年下でおまけに部下の原口くんに心配されて、プライベートなことを相談するのも情けないけれど、私にはこんな話を聞いてくれる人が他にいない。

　さりげなく聞いて、自然と話させてしまう原口くんはすごいと思う。

「それで、何があったんですか？」

「うん……原口くんの言ったこと、ホントだった」

「僕の言ったこと……ですか？」

「感情がコントロールできなくなって初めて自覚するって……」

　また今泉課長の笑った顔が脳裏に浮かんだ。

　ゆうべから何度も何度も浮かぶのは、今泉課長のことばかり。そばにいない時でさえ私を支配している今泉課長は、ホントにずるい。

　原口くんはスプーンでアイスを口に運ぶ手を止めて私の方を見た。

「自覚したんですか？」

「……今更なんだけど、自覚した」

「それで落ち込むってことは……」

「遅かったみたい」

　今日は溶けないうちに食べきってしまおうと思っていたのに、バニラアイスはまたゆっくりと溶け始めている。私は少し慌ててアイスを口に入れた。

「遅かったんですか？」

「うん。結婚するんだって」

　原口くんは首を少しかしげながらアイスを二口食べて、また手を止めた。

「……ってことは、相手は久保田さんじゃないんですね。この間チラッと聞こえたんですけど……久保田さんに告白されてませんでした？」

「初めて会った時から好きだった、付き合わないか、って……言われた」

「付き合うんですか？」

「どうかな……。ゆうべいろいろ考えたけど、私が結婚相手に求める条件の半分以上を満たしてるのは久保田さんだし、結婚が決まってる人を好きになってもしょうがないってわかってるのに……頭に浮かぶのは……」

「今泉課長ですか？」

「……うん」

　今泉課長が好きだと認めてしまってから、猛烈に恥ずかしくなった。顔が熱くなって、変な汗が背中を伝い落ちていく。

　この火照りを少しでも冷まそうと、慌ててアイスを口に入れた。

「それでいいんだと思いますよ」

「……どういう意味？」

「無理して他の人と付き合っても、杉浦主任がしんどくなるだけですから」

「うん……」

「好きな人と必ずしも結ばれるとは限らないし、つらいかもしれないけど……想うのは自由ですからね。自分の素直な気持ちは大事にした方がいいです。いつかその気持ちが薄れて自然になくなるまで」

　原口くんの言葉で少しだけ心が軽くなった気がした。

　今泉課長のこと、好きでいてもいいのかな。自覚したばかりのこの気持ちは、いつになったら自然に消えてなくなるだろう？

　スプーンでアイスを口に運んだ。バニラアイスは口の中でゆっくりと溶けていく。

　甘くて、冷たい。








６　知らなかった顔









　午後の会議で、ビュッフェで食事したゲームのユーザーにはシリアルナンバーを配布して、ビュッフェ限定のケーキをゲーム内の店に置けるようにしたらどうかと提案した。

　そのアイディアは、すぐに採用されることが決まった。

　それから、ゲーム内のレストランの基本の内装や店員の制服も、ビュッフェと同じにしたらどうだろうということになった。

　店のインテリアや制服は課金するといろいろ選べるようにして、ゲームで人気のある制服をビュッフェの新しい制服として採用するのはどうかという案も出た。

　少しずつゲームと現実が近付いていく。

　そういえばあれから恋愛ゲームを放置したままだけれど、あの続きはどうなるんだろう？

　奇しくもゲームの内容と同じように、今泉課長が結婚すると知って、私は自分の気持ちに気付いた。

　ヒロインのサキはドＳ上司と結ばれるんだろうか？　別の女性がいるなら、やっぱり失恋してしまうのかな？

　それを確かめるのは、少し怖い気がした。




　会議後の休憩中、コーヒーを飲んでいると久保田さんが隣に座った。

「早紀、今夜時間ある？」

「今夜？」

「二人で飲みに行こうって約束したのに、まだ行ってなかったよね。それにゆっくり話したいこともあるし、食事でもどう？」

「ああ……うん」

　断ろうかとも思ったけれど約束したのは確かだし、約束を破るのは好きじゃないから、今回だけ誘いに応じることにしよう。







　仕事の後、久保田さんの車でイタリアンレストランへ食事に行った。さすが社長だけあって、おしゃれで上品で、ちょっと高級そうな店だった。

「俺は車だから飲めないけど、早紀は飲んでいいよ。ワイン頼もうか？」

　久保田さんはメニューを開き、私がこれまでに見たことも聞いたこともない高そうなワインの名前がズラリと並んだページを指差した。

「ううん、いい。私だけ飲むのは申し訳ないから……」

「残念。酔わせて俺んちに連れて帰っちゃおうかと思ったんだけどな」

「えっ!?」

　酔わせて連れて帰ってどうするつもり!?　今日は絶対に飲まないでおこう。

　よほどこわばっていたのか、久保田さんが私の顔を見て吹き出した。

「冗談だよ。ちゃんと送り届けるから安心して」

「あ……うん、冗談……だよね……」

　ホッとして少し力が抜けた。そんな私を見て、久保田さんはニヤッと笑う。

「まぁ、あわよくばって気持ちがまったくないと言えば嘘になるけどね」

「あわよくばって……」

　酔わせてどうにかしてやろうと思ってるってこと!?

　この人はなんでいつもこんなことばかり言うんだろう？　こんな状況に慣れていない私は、ドギマギさせられてばかりだ。

「でも嫌がってる女の子を無理やりどうにかしようなんて思ってないのはホントだから」

「……当たり前です」

「そう？　思ってる男は珍しくないと思うよ？」

　久保田さんのその一言で、今泉課長に無理やりキスされた時のことを思い出し、一気に顔が熱くなってうつむいた。

　今泉課長も、別に相手がいるくせに私をどうにかしてやろうと思ってたのかな……？

　もしかして、結婚してからも体だけの関係を続けられる相手を探して私に近付いたとか？　だから私じゃなくて、私とのキスが好きだって言ったのかも。

　愛されてもいないのに体だけ求められるなんてイヤ。もちろん、いくら相手が私を好きだと言ってくれても、私自身が好きだと思えなければイヤだけど。

「早紀、どうかした？」

「……変なことばっかり言わないで」

「ごめんごめん。冗談抜きで、ちゃんと送り届けるから安心してね」

　安心してと言われてもやっぱり安心できなくて、ワインは頼まなかった。

　久保田さんって……爽やかそうに見えて、実は相当いやらしい人？　何考えてるのかよくわからないし、笑いながら下心を覗かせるところが怖い。

　男はみんな狼だ……とか、言うもんね。油断しちゃいけない。




　デザートを食べながらコーヒーを飲んでいる時、久保田さんは言った。

『返事はすぐにとは言わないけど、結婚を前提に付き合うことを真剣に考えて欲しい』

　結婚……？　私が……久保田さんと？

　長年の夢を果たせるチャンスだったのに、実際に言われてみると驚きのあまり言葉が出なかった。

　そして相手が私の好きな人ではないから、素直に喜べなかった。

　私がずっと必死で追い求めてきた夢って、こんなにつまらないものだったんだ。




　食事を終えて自宅まで送ってもらう車の中で、改めて考えた。

　私の長年の夢を果たすなら、久保田さんはうってつけの結婚相手かもしれない。少し前の私なら、やっと長年の夢が叶うとほくそ笑んだだろう。

　だけど今の私は、諸手をあげてその申し出を受け入れることはできない。望みはなくても、報われなくても、私は今泉課長が好きだ。この気持ちが自然に消えてなくなるまでは、久保田さんの気持ちには応えられないと思う。

　いつまでも曖昧な態度を取るのも失礼だから、きちんと断ろう。




　久保田さんはマンションの駐車場の隅の方に車を停め、シートベルトを外して私の方を向いた。

「早紀、黙り込んでどうしたの？」

「久保田さん……」

「そろそろ和志って呼んで欲しいな。今なら二人っきりだよ？」

　久保田さんが私の方に少し身を乗り出した。

「えっ……？　いや……あの……」

　デジャヴ……？

　この状況はヤバイ。慌てて少し後ずさりする。

「さっきの話だけど……俺は本気だから。よく考えて返事して欲しい。もちろんいい返事を期待してる」

「でも私……」

　他に好きな人がいると言い掛けた時、久保田さんが更に身を乗り出して、助手席の背もたれに左肘をついた。私がシートベルトを外せないように右手で解除ボタンを覆っている。久保田さんの両腕で行く手を阻まれ逃げられない。背中にイヤな汗がにじんだ。

「あの人は別の人と結婚するんだよ？」

「えっ……」

　もしかしてそれ、今泉課長のこと……？　私が今泉課長のこと好きだって、久保田さんは気付いてるの!?

「あの人は常務の娘と結婚するくせに、早紀のことも手放したくないんだ。欲張りだよね」

「それどういう意味……？」

「好きとかそんなんじゃないとか言っときながら、『杉浦に手を出すな』って俺に言ったんだよ、あの人」

「えっ……？」

　今泉課長がそんなことを……？

　期待なんかしちゃいけないと思うのに、私のことを少しでも好きだと思ってくれているのかと、心のどこかでその言葉にすがろうとしている私がいる。

「常務の娘と結婚して出世もして、早紀を愛人にでもするつもりなのかな」

　もしかしたらそうなのかもとは思ったけれど、他人の口から言われると真実味を帯びるような気がして余計にこたえる。

　今泉課長は私をどうしたいのか、私はどうすればいいのか。頭の中にいろんな気持ちと言葉が入り乱れて、もうぐちゃぐちゃだ。

　うつむいて唇を噛み、泣きたくなるのを堪えた。

「俺は早紀にそんな思いさせないよ。大事にするから、俺を選んで欲しい」

　久保田さんは私の顎を掴み強引に上を向かせた。

　またあの目だ。獲物を狙う獣のような目で私を見つめている。

　怖くて視線をそらすと、久保田さんは私の額にキスをして、助手席のシートベルトを外した。

　ようやく解放されて気がゆるんだ瞬間、久保田さんが覆い被さるようにして私の耳元に唇を近付けた。

「でも俺だって嫉妬くらいするよ。本気で早紀が好きだから。ホントは今すぐにでも俺のものにしたい」

　久保田さんの唇が首筋に触れた。なんとか逃れようと抵抗したけれど、強い力で肩を掴まれ身動きが取れない。ヌルッと舌が這う感触の後、経験したことのない痛みが走る。

「……いや……！」

　口の中がカラカラに渇いて、必死で絞り出した声はひどく掠れていた。体が小刻みに震えている。

　首筋から唇を離して、久保田さんは私の頬をするりと撫でた。

「怖がらせるつもりはなかったんだけど、ちょっと焦りすぎちゃったかな。ごめん、早紀。好きだよ」

　イヤな音をたてて激しく胸がざわついた。

　こんな久保田さん、私は知らない。目の前にいるのは、優しい顔の下に牙を隠した肉食獣みたいな男だ。

　今すぐ逃げなきゃ食い尽くされる……！

「……帰る！　おやすみなさい！」

　急いでドアを開けて車を降り、マンションのエントランスに駆け込んだ。

　エレベーターに乗ってもまだ動悸がおさまらない。部屋に向かう足がもつれそうになった。手が震えてなかなか鍵が開けられず、やっとの思いでドアを開けると転がるように部屋に飛び込んだ。

　ホッとした途端、涙がボロボロとこぼれ落ちた。

「怖……かっ……た……」

　今泉課長に強引に抱き寄せられてキスされても、あんな風に怖いとは思わなかったのに、久保田さんには底知れぬ恐怖を感じた。

　他の人じゃイヤ。いくら私を好きだと言ってくれても、やっぱり私は今泉課長以外の人に触れられたいとは思えない。

　こんなことを望むのはいけないかもしれないけれど……今泉課長の手で、抱きしめて頭を撫でて欲しい。

　……今すぐに。







　翌日、金曜日。

　昨日あんなことがあったばかりで顔を合わせづらいと思っていたけれど、今日は朝から久保田さんの姿はなかった。

　リアライズの社員たちの話によると、今日は一日中新作アプリのリリースに向けての打ち合わせや、別の新作アプリの会議があるそうだ。今日は久保田さんと顔を合わせなくて済むと思うとホッとした。

　テーブルの上にはビュッフェ企画課の女子が今朝持ってきた、今泉課長からのお土産のリンゴのカスタードケーキが置いてある。課が分かれているとはいえ、同じプロジェクトチームだから気を遣ってくれたのだろう。

　今夜、今泉課長に会ったら何から話そうか。

　ゆうべいろいろ考えたけれど、もうこれまでみたいに今泉課長と二人で会うのはやめた方がいい。

　本当は好きだから会いたいし、一緒にいたいとは思うけれど、このまま何も知らないふりをして会っていると、私は自分の気持ちが抑えられなくなりそうな気がする。

　久保田さんが言ったように今泉課長が結婚して『愛人』という立場になるのは悲しい。だから二人で会うのは今日を最後にして、今泉課長への気持ちは封印してしまおう。

　気持ちの整理がついたら、また前を向いて進めるはずだ。







　定時になる少し前、スマホにトークメッセージが届いた。

　今泉課長からだとわかってすぐに確認したい気持ちはあったけれど、しばらく我慢して定時のチャイムとともにトーク画面を開いた。

【ごめん、今日は残業で遅くなる。仕事終わったら届けるから家で待ってて。食事はその後でもいいか？】

　出張から帰ったばかりだから何かと忙しいんだろう。

　わかりましたと一言だけ返信して帰り支度をした。

　金曜の夜だから約束でもあるのか、アプリ開発課のみんなは楽しそうにいそいそとオフィスを後にした。

　小阪課長も今日は家族でレストランに行くと言って、うきうきした様子で帰っていった。

　ホントに家族思いだ。子供はもちろん奥さんのこともとても大事にしているし、浮気とか不倫なんて、きっとしたことも考えたこともないんだろう。

　小阪課長は奥さんと結婚して家庭を築いて、本当に幸せなんだと思う。

　テーブルの上には、リンゴのカスタードケーキがいくつか残っている。明日から休みなのに、週末の間放置して食べられなくなるのはもったいない。

　うまい具合に、コーヒーメーカーのデキャンタにカップ一杯分ほどのコーヒーが残っている。急ぐ必要もないし、残り物で小腹を満たして帰ることにしよう。

　コーヒーをカップに注ぎ、椅子に座った。

　包みを開けて一口かじると、リンゴとカスタードクリームの甘さが口の中に広がった。残りのケーキも口に入れて、口を動かしながら考える。

　結局、幸せって……なんだ？　誰もが羨むような幸せってなんだろう？

　地位とか名誉とか莫大な財産とか、一握りの人しか得ることのできないものを手に入れることが幸せなんだと、ずっと思っていた。

　不幸な生い立ちで施設育ちの私が大富豪と結婚なんてしたら、それはもう世間が大騒ぎするようなシンデレラストーリーになるだろう。

　だけど今の私には、平凡でどこにでもありそうな小阪課長の家庭が幸せそうに見えて、羨ましい。

　心から愛する人がいて、その人に愛されて、二人だけの家庭を築いて……。親にも愛されなかった私にとって、それは確実に手に入れたい幸せなんだと思う。

　お金はあるに越したことはない。

　けれど……お金で買えない幸せって、実は何よりも尊いものだったりするのかな？

　そもそも実の親にも愛されたことのない私には、愛し愛されることがどんなことなのか、想像もつかない。

　長い時間コーヒーメーカーのヒーターの上で保温されて酸味が強くなったコーヒーを飲みながらふたつめのケーキを頬張って、私は今どうしたいのかと自分自身に問い掛ける。

　難しいことは全部取っ払って、シンプルに答えを導き出すと……私は今、たまらなく……今泉課長に、会いたい。







　バスと電車を乗り継いで自宅に着いた頃には、やっぱり今泉課長の幸せを邪魔しちゃいけないという結論に達していた。

　今泉課長の思う幸せがなんなのかは知らない。

　だけどそれは、今泉課長が常務の娘を差し置いて私と浮気をしていいという理由にはならない。

　どこからが浮気なのか、どこまでが許されるのかはわからないけれど、私の中では、婚約者がいる身でありながら他の女と二人きりで会っている時点でアウトだ。もちろんキスなんて論外だと思う。

　もし今泉課長が常務の娘ではなく私を選んでくれたらとか、いっそのこと奪ってやろうか……なんてことまで考えてみたりもした。

　けれど裕福で立派な家柄とか、夫を出世させるような地位を持っていない私は、常務の娘より今泉課長を幸せにしてあげられる自信がない。

　求められるのはきっと体だけなんだろう。それも経験のない私にとっては、今泉課長を満足させられる自信もない。

　誰よりも幸せになるために頑張ってきたと思ったのに、今の私には胸を張って自慢できるような魅力がないと気付いた。

　おかしいな。

　おとぎ話のシンデレラみたいに他人の力をあてにして幸せになろうとする女にだけはなりたくなくて、仕事も勉強も頑張ってきたし、いつ結婚しても困らないように料理教室に通ったり、コツコツお金を貯めたり、外見だって地味で目立たない取り柄のない自分から脱却するために、自分磨きも頑張ったのに。

　私に一番必要なものは、なんだったんだろう？







『魔法使いなんていないんだよ』

『おとぎ話はおとぎ話だ』

『シンデレラなんて人の力で地位と富を手に入れようとした浅ましい女じゃないか』

　その人は絵本をめくりながら、淡々とそう言った。そして夢を壊され涙目になっている幼い私の頭をそっと撫でた。

『本当の幸せは、人それぞれだからね。早紀には早紀だけの幸せがあるんだよ』







　何度も鳴り響くチャイムの音で目が覚めた。いつの間にか眠っていたらしい。

　慌てて壁時計を見上げると、二十時半を過ぎたところだった。

　手元には今泉課長からの連絡を待って握りしめていたスマホが、メッセージ受信の通知ランプをチカチカと点滅させている。

【仕事終わった。これからお土産持って行くよ】

　またチャイムが鳴った。

　一時間近くも前のメッセージを確認してからドアスコープを覗く。

「あ……」

　今泉課長だ。手に大きな袋を提げて、心配そうな顔でソワソワしている。

　いろいろ考えてつらかったはずなのに、会えると思うとやっぱり嬉しい。

　ドアを開けようとして、顔に寝跡なんかついていないだろうかと頬をさすった。

　魚眼レンズの向こうで今泉課長がもう一度チャイムを鳴らそうとした。ゆっくりとドアを開けて見上げると、今泉課長がホッとしたのか優しい目で笑った。

　その笑顔を見ただけで、嬉しくて胸が張り裂けそうになる。

「なかなか出ないから、いないのかと思った」

「すみません……。いつの間にかうたた寝してました」

「そうか、待たせてごめんな。これ……お土産」

　今泉課長は手に持っていた袋を私に差し出した。

　一人分のお土産にしては多すぎる。また何がいいかわからなくて迷ったのかな？

「こんなにたくさん……いいんですか？」

「何を選べば杉浦が喜ぶかわからなかったから、いろいろ買ってみた」

　きっと忙しくて時間はなかったはずなのに、私のためにいろいろ考えて選んでくれたんだと思うと素直に嬉しい。

　袋の中をチラッと覗くと、リンゴのケーキやお酒、それからリンゴの被り物をした猫のぬいぐるみが見えた。その他にもいろんなものが入っている。

　また少し恥ずかしそうに、リンゴの被り物をした猫のぬいぐるみを手にレジに並ぶ今泉課長の姿を想像して、思わず笑いがもれた。

「ふふっ……。ありがとうございます」

「それ置いて、飯でも行くか」

「はい」

　一度自宅へ戻って車で来たのかと思ったら、今泉課長は会社から直接私の家に来たと言った。あんなにたくさんのお土産の入った大きな袋を持って電車やバスで行ったり来たりしていたのだと思うと申し訳ない。

「わざわざすみません。言ってもらったら会社で待ってたのに……。重かったんじゃないですか？」

「いや、だから俺が持ってきたんだろ？」

　私に重い物を持たせないようにという気遣いが嬉しい。好きだと自覚すると、些細なことが嬉しかったり悲しかったりするものなんだな。

　マンションを出て二人で並んで夜道を歩いた。街灯に照らされた二つの影が歩道に伸びる。

　今だけは私のそばにいてくれることが嬉しいと思うのに、今泉課長は私に嘘をついて婚約者を裏切ってここにいるんだと思うと悲しくて、胸の辺りがしめつけられるように痛む。

「今日は車じゃないから酒も飲めるぞ。どこ行く？」

「じゃあ……せっかくだからお酒の飲める店にしますか？　地酒をたくさん置いてる店が近くにあるんです」

「いいな、地酒か。行ってみよう」

「飲みすぎないでくださいね」

「杉浦もな」

　今泉課長は笑いながら私の頭をポンポンと優しく叩いた。

　今泉課長の大きな手で、こうされるのは……好き。嬉しくて照れくさくて、頬が熱くなる。

　その手でもっと触れて欲しい……なんて……何考えてんだろ。

　ホントにずるいな、今泉課長は……。こんなことされたら、どんどん好きになって抑えがきかなくなりそう。

　だから私はなんともない風を装って、できるだけいつも通りに振る舞った。

　このまま何も知らないふりをして、ずっと一緒にいられたらいいのに。




　近所の小さな小料理屋で地酒を飲みながら食事をしている間、今泉課長はずっと笑っていた。

　私と一緒にいると楽しいと思ってくれているのかな？

　もしかして今泉課長も私を……と勘違いしてしまいそうになる。

　今は私だけのために笑っていて欲しい。

　人は誰かを好きになると、欲張りになるのかもしれない。




　いつもより多くお酒を飲んだ。店を出てマンションへ戻る足取りが少しふらつく。今泉課長が見かねて私の体を支えた。

「ふらついてるぞ。大丈夫か？」

「大丈夫ですよー、まだまだ飲めます」

「もう飲まなくていい」

　伝わってくる今泉課長の体温が心地いい。このまま甘えていられたらいいのに。

　マンションが近付くごとに、これでもう終わりにしようという決心が揺らぎそうになる。

　今泉課長に担がれるようにして部屋まで送り届けられ、ベッドの前に座らされた。

「酔い醒ましにコーヒーでも飲みますか？」

「気を遣わなくていいから、杉浦は水でも飲め。ここのグラス使うぞ」

　今泉課長は食器棚の中からグラスを取り出し水を注いで渡してくれた。私がそれを受け取り一気に飲み干すと、今泉課長は一瞬目を丸くした後、水までいい飲みっぷりだとおかしそうに笑った。

「杉浦がこんなに飲むの珍しいな」

「私にだって飲みたい日もありますよ……」

「なんだ、そんなことがあったのか？」

　無自覚なんだな。今泉課長の嘘で私がショックを受けていることなんて、全然気付いていないんだろう。

　私ばっかり振り回されて好きになって、なんだか悔しい。

「あ、そうだ。まだ渡すものあったんだ」

　今泉課長は鞄の中から薄くて四角い箱を取り出し私に差し出した。

　なんだろう？　この大きさから推測して写真立てとか？　それにしてはやけに軽い気もする。

「ありがとうございます。開けてみてもいいですか？」

「いいよ。気に入るといいんだけど」

　包装紙をはずして箱を開けると、そこにはリンゴのモチーフにダイヤモンドのあしらわれたネックレスが入っていた。

「綺麗……。もしかしてこれ、本物のダイヤですか……？」

「当たり前だ」

　今泉課長には婚約者がいるはずなのに、どうしてこれを私に？

　恋人ならともかく、ただの部下への出張のお土産にしてはどう考えても高価すぎる。私にはこれを受け取る理由がない。

　箱を閉じて返すと、今泉課長は顔をしかめた。

「私……こんな高価なもの受け取れません」

「なんで？」

「今泉課長がこういうものを渡すべき相手は……私じゃないですよね？」

「どういう意味だ？」

「だって……」

　うつむいて膝の上で拳を握りしめる。

『常務の娘と結婚するんでしょう？』

　あきらめるしかないと思っているのに、今までのことは全部嘘だったと言われるのが怖くて、その一言が喉につかえて出てこない。

　今泉課長は箱からネックレスを取り出してため息をついた。

「俺が杉浦に渡したかったんだ。似合いそうだと思ったから。これをつけて杉浦が笑ってくれたらいいなって……そう思った」

「なんでそんなこと言うんですか……」

　そんなに優しくされたら、もっともっと好きになってあきらめられなくなるのに。

　胸が痛くて涙がにじんだ。

　今泉課長が私の襟元にネックレスを近付けて、指で首筋にかかった髪をかき分けた。

「なんでって……」

　今泉課長は何かを言い掛けてやめ、指先で私の首に触れた。

「杉浦……これ……」

「……え？」

　これってなんのこと？

　今泉課長が何を見てそう言ったのかがわからず、首をかしげながら少し顔を上げると、今泉課長は今まで見たことがないほど怖い顔をしていた。

「誰がこんな……あいつか？」

「あいつ……？」

　あいつって……もしかして久保田さんのこと？

　そういえば昨日の夜、久保田さんに首筋にキスされて……何か痛みがあったような……。

　その時やっと私は、久保田さんに痕を残されていたのだと気付いた。

「あっ……！」

「否定もなしかよ……」

　今泉課長が忌々しげに低く呟いた次の瞬間、腕を強く掴まれて引き寄せられた私の体はベッドの上に投げ出されていた。

　わけがわからないうちに押し倒され驚いて目を見開くと、悔しそうに私を見つめる今泉課長の顔がすぐ目の前にあった。

「俺のことは嫌いだって……キスなんかするなって言ったくせに……あいつになら何されてもいいんだな」

「そんなこと……」

「ムカつく……。俺以外の男の前で隙だらけの顔すんな」

　言い訳をする間もなく強引に頭を引き寄せられ、唇を塞がれた。噛みつくような激しいキスをされて、息の仕方もわからなくなる。

「んんっ……んーっ!!」

　苦しくて、今泉課長の腕の中で必死でもがいた。ようやく唇が離れ、慌てて息を吸い込む。

「息できなくなるくらいキスしてやる」

　やっと離れたと思った今泉課長の唇が、また私の唇に重なった。無理やり唇をこじ開けた舌先が、強引に私の舌を絡めとる。

　乱暴に口の中をえぐるような激しいキスで、意識が朦朧とする。

　本当に息ができなくなって死んじゃうかも……。

　意識が薄れそうになる直前で、今泉課長は唇を離して私を抱きしめた。

「杉浦……」

　今泉課長は逃がさないとでも言わんばかりに、私の体を強く抱きしめている。私は今泉課長に抱きしめられながら、上がった息を必死で整えた。

「どんなに待っても杉浦が俺を好きにならないなら、もう我慢するのはやめる」

　今泉課長は何度も私の首筋や耳たぶに口付けて、ゆっくりと艶めかしく、まるで粘液で覆われた生き物が蠢くように舌を這わせる。

　まるで知らない人にそうされているような、言い様のない恐怖を感じた。

「や……めて……」

「あいつになら許すのに？」

「待ってください……なんのことですか……」

　なんとか逃れようと身をよじっていると、突然首筋に強い痛みが走った。今泉課長が私の首に噛みついたのだ。

「痛……！」

「もう待たないし、優しくもしない。杉浦がどんなに嫌がっても、無理やりにでも俺のものにする」

　どんなに抵抗しても女の私の力ではまったく敵わない。

　今泉課長は私のブラウスのボタンを慣れた手つきで外して、はだけた胸元に唇を這わせた。

「杉浦は誰にも渡さない。あいつのことなんか考えられなくなるくらい、杉浦の中、俺でいっぱいにしてやる」

　いくら相手が好きな人でも、こんな形で無理やりなんてひどすぎる。

　きっと今泉課長は私のことをお気に入りのオモチャか何かと勘違いしている。誰かに横取りされそうになって、取り返そうとムキになっているだけ。

　私への愛情なんてないのに触れないで。

　怖くて悲しくて、涙が溢れた。

　こらえきれず小さな嗚咽がもれると、今泉課長が私の体から手を離し、ひどく悲しそうな顔をして、私の涙を指先で拭った。

「ごめん、また泣かせちゃったな。やっぱり杉浦は……泣くほど俺が嫌いか？」

「相手が好きな人でも、こんなのイヤです……」

「あいつが好きなのか？」

　ほら、またそれだ。

　久保田さんは関係ない。私が好きなのは今泉課長なのに。

「違います。私の好きな人は久保田さんじゃありません。今泉課長は……」

「俺は……何？」

　婚約者がいるのにどうして私にこんなことをするのかとか、結婚することが決まっていたのになぜあんな嘘をついたのかとか、言いたいことも聞きたいこともたくさんあるのに、うまく言葉が出てこない。

「杉浦、言いたいことがあるならちゃんと言って」

「結婚……するんですよね？」

　私が思いきって尋ねると、今泉課長は不思議そうな顔をして首を横に振った。

「しないけど？」

「嘘つかないでください。常務の娘との結婚が決まったって聞きました。二年くらい前から付き合ってたんですよね？」

　今泉課長は優しく私を抱き起こしてベッドから離れ、鞄の中から封筒を取り出し私に差し出した。

「どこで聞いたのか知らないけど、それは違うよ。常務の娘との結婚が決まったのは俺じゃなくて古賀だから」

「えっ!?」

「ほら、杉浦に渡してくれって、古賀から結婚式の招待状預かってきてる」

　常務の娘と結婚するのは古賀さん？

　そういえば確か、古賀さんも背が高くて割とイケメンだったし、支社に行って課長になったって聞いたような……。

「それと常務の娘との見合いの話な……あれ嘘だ。本当は杉浦に専務の息子との見合い話があるって部長から聞いて……それを阻止するために、杉浦は俺と付き合ってるって、部長に嘘ついた」

　お見合いの話があったのは私だったのか！

　部長からは何も聞かされていなかったけれど、私の知らないところでそんな話になっていたとは……！

「なんでまたそんな嘘を……」

「なんでって……杉浦を取られたくなかったから。なんでそう思うんだろうって、あの時は自分でもわからなかったけど……今はわかる。俺は……杉浦が好きなんだ」

　思わず耳を疑った。

　今、『好き』って言った？

　好きって……今泉課長が、私を!?

『嫌いじゃない』じゃなくて？

　今泉課長はうろたえる私を抱きしめて、優しく頭を撫でる。

「杉浦が他の男と一緒にいるのを見ると腹が立つし、泣かれたり嫌いだって言われたらヘコみもする。キスしたいとか俺だけのものにしたいとか……優しくしたいとか好きになって欲しいと思ったのも、杉浦だけだ。会いたいとか声が聞きたいとか、笑って欲しいとか……俺の頭の中はいつの間にか杉浦のことでいっぱいになってた」

　思ってもいなかったことを一度にたくさん言われて、私の頭の中は洪水みたいにいろんな言葉で溢れかえっている。

　嘘とホントの境目がどこなのか、よくわからなくなってきた。

「それも嘘ですか……？」

「嘘じゃない。好きってどういうことなのか、ずっと俺にはよくわからなかったけど……杉浦に嫌いだって言われて、自分の気持ちに初めて気付いた。俺は杉浦のことが好きだ」

　今泉課長は私にリンゴのネックレスをつけて、私の頬を両手でそっと包み、顔を近付けた。

「好きだから……キス、するよ？」

　小さくうなずくと、今泉課長の唇が私の唇にゆっくりと重なった。甘くて優しいキスに、幸せすぎてくらくらする。

　私は確かに今、幸せだって思ってる。

　それは長年ずっと思い描いていたようなものではなくて、どこにでもありふれた小さな幸せかもしれないけれど、心の中があったかくなる。

　長いキスの後、今泉課長は私を抱きしめて優しく頭を撫でてくれた。

「杉浦は……俺のこと、どう思ってる？」

「こういう時、なんて言ったらいいのかわからないんですけど……」

「思ってること素直に言ったらいいよ」

「私も……好き……です」

「良かった……。俺、杉浦にめちゃくちゃ嫌われてるんだと思ってたから……」

　今泉課長が嬉しそうに笑って、私の耳元で大きく息をついた。

「早紀」

　耳元で囁くように名前を呼ばれ、ゾクリと体の奥が疼いた。

　今泉課長の唇が私の耳たぶにそっと触れ、指先は背中をスルリと撫でる。

　ゾクゾクして、妙な声が漏れそうになるのを必死で堪えた。

「俺にこんな風にされるの、好き？」

「えっ!?　あの……それは……」

「俺は早紀が好きだから……早紀がイヤじゃないなら、もっとしたい」

　急に艶っぽい声で囁かれ、急激に鼓動が早くなる。

　今までずっと我が身の純潔を守り抜いて来たけれど、好きな人に好きだと言われて、すべてを求められるのは嬉しいと思う。大事にしてきて良かったのかもしれない。

「ひとつお願いがあるんですけど……」

「ん、何？」

「……初めて……なので……その……」

　私がまさかこんなことを言う日が来るなんて。

　恥ずかしくて顔がものすごく熱い。きっと紅玉リンゴみたいに真っ赤になっているだろう。

「さっきは乱暴にしてごめん。今度はこれでもかってくらいに、めちゃくちゃ優しくするから……早紀の初めて、俺にくれる？」

　恥ずかしさを堪えて小さくうなずくと、今泉課長は私の火照った頬と額に軽く口付けた。そして唇をついばむようなキスをしながら、一枚ずつゆっくりと服を脱がせていく。

　部屋の灯りに煌々と照らされ露わになった私の素肌に熱い視線が注がれていることが恥ずかしくて、今泉課長の指先や唇が肌に触れるのを感じるたびに、心臓が自分のものとは思えないほどの大きな音を立てている。

　今泉課長は手のひらと唇で私の胸の曲線をなぞり、硬く尖った頂を口に含んで、湿った舌先で転がすようにして弄ぶ。

　初めての不思議な感覚が全身に走り、これまで出したことのないような甲高い声が私の口から漏れた。

「あっ……んんっ……！」

「気持ちいい？」

　尋ねておきながら答えさせる気がないのか、今泉課長はそれをやめるどころか更に刺激を強めた。片方を指の腹でつまんでこねくり回され、もう片方は舌で撫でられたり強く吸われたりしている。

　言い様のない不思議な感覚は次第に強くなり、身も心もどこか遠くへ弾き飛ばされてしまいそうで、必死になって腕を伸ばし今泉課長の背中にしがみついた。

「早紀、教えてよ。気持ちいい？」

「わか……んない……けどっ……」

「けど？」

「なんか……ヘンな……感じ……」

　どう表現していいのかわからずそう答えると、今泉課長はニヤリと笑い、その唇で私の唇を塞ぎ熱い舌を絡めた。

「今はそれでいいよ。まだまだこれからだからな」

　まだ始まったところなのにこんなに刺激が強いなんて、すべてを終えた時に私は一体どうなってしまうのか？

　だけど初めて経験することへの不安や恐怖心より、目の前にいる大好きな人と触れ合いたい気持ちやこの先への期待の方が遥かに大きい。

　既に足を踏み入れてしまった未知の世界から逃げる術はなさそうだ。

　それから私は初めて大好きな人の前で肌をさらし、大きくてあたたかい手と、柔らかい唇と湿った舌で、時間を掛けて全身くまなく優しく撫でられた。

　緊張でこわばっていた体を丁寧にほぐされ秘部が潤ってくると、自分でも触ったことのないくぼみの中に今泉課長の指がゆっくりと入ってきて、入り口の辺りの浅いところをそっと探る。

「痛くないか？」

「大丈夫……です……」

「できるだけ痛くないようにするつもりだけど……痛かったらすぐに言って」

　今泉課長の指は人跡未踏の私の体内をじわじわと押し広げながらその先へと進む。

　柔らかな粘膜を優しく小刻みに擦られると、胸を愛撫されていた時とはまったく違う痺れるような疼きがお腹の奥へと突き抜け、蜜壷から熱いしずくが滴り落ちた。

「やっ……あんっ……！　それダメ……！」

「ダメじゃないだろ？　こんなに濡らして」

　そう言って今泉課長は私の蜜で濡れた指を見せつける。部屋の灯りを浴び、てらてらしたそれはとても卑猥に見えた。

「……恥ずかしい……」

「ん？　じゃあもっと恥ずかしいことしようか」

「えぇっ!?」

　拒む暇もなく大きな手でがっちりと腰をホールドされた。

　今泉課長は私の下腹部へ鼻先を近付け、しっとりと汗ばんだ茂みの中で濡れそぼった小さな突起を舌で小刻みに撫でたり、ゆっくりと舐めあげたり、変則的な動きで刺激を与える。

　私があまりの恥ずかしさと、お腹の奥からどうしようもなく湧き上がってくる疼きに耐えきれず逃げようと身をよじると、私の足の間に更に深く顔をうずめて秘部を執拗になめまわし、わざとらしく音を立てて蜜をすする。

「んんっ……あっ……」

　自分の物とは思えないほどの甘い声を上げ身体を仰け反らせると、今泉課長は膨れ上がった蕾を舌で転がしながら長い指で花弁を割って入り込み、私の中の深いところを搔き回した。

　先ほどよりも激しい音を立てて蜜を溢れさせているのが自分でもわかる。

「早紀、痛くない？」

　今泉課長は私の耳元に唇を寄せて優しい声で尋ねた。

　初めての時はもっと痛いものかと思っていたのに、痛いどころか、この不思議な感覚は『気持ちいい』ということなのだとだんだんわかってきて、もっとして欲しいとさえ思う。だけどそれを言葉にして伝えるのは恥ずかしいので、私は黙ってうなずいた。

「じゃあ、そろそろ……いい？　できるだけ痛くないように、ゆっくりするから」

「……はい……」

　今泉課長は甘いキスをしながら、自身の反り返ったそれをたっぷりと潤い柔らかくなったくぼみにあてがった。こんなものが本当に入るのかと少し不安になったけれど、痛くてもかまわないから早くこの人と身も心もひとつになりたいと思う。

　硬く張り詰めた熱いものがじわじわと私の中の空洞の形を変えながら奥へ奥へと進むごとに、くっついた粘膜を裂かれるような鈍い痛みが走った。

　顔を歪めて痛みを堪えていると、今泉課長は心配そうに私の様子を窺い、つらいならもうやめようかと気遣ってくれたけれど、私は首を横に振り続けて欲しいと答えた。

「ホントに大丈夫か？」

「大丈夫だから……やめないで……」

「無理しなくていいんだぞ？」

「無理じゃなくて……好きだから、早く私を今泉課長のものにして欲しいんです……」

　こんなことを言うのはかなり恥ずかしいけれど、この言葉に嘘はない。心だけでなく全身で今泉課長の愛情を受け止めたいし、私も同じように今泉課長のことを愛したい。

「わかった。じゃあ続けるけど……ホントに無理なら言って」

「はい」

　今泉課長は私の唇や胸元に優しいキスをしながらゆっくりと腰を動かし、最奥へと到達した。早紀、好きだよと何度も耳元で囁かれ、体の奥の深いところをいっぱいに満たされる。

　あたたかく大きな体で包み込みながら、からっぽだった私のすべてを愛しさと優しさで埋めてくれるような、そんな気がした。

　今泉課長は何度も私の体を気遣いながら、ゆっくりと時間をかけて優しく愛してくれた。少しずつ痛みが和らいでくると、重なり合った二つの体が私の中でお互いの熱を感じ求めあって快感に変わっていく。

　聞いていた通り痛みは伴ったけれど、それを差し引いても好きな人と結ばれたことは幸せだと思えた。







　翌朝、頭を撫でられる心地よさにゆっくりまぶたを開くと、すぐ目の前に今泉課長の顔があった。驚いて思わず後ずさり、狭いベッドから落ちそうになったところを今泉課長が抱き寄せて助けてくれた。

　今泉課長は穏やかに微笑んでいる。

「おはよう、早紀」

「おはようございます……」

　寝顔を見られていたなんて恥ずかしい。あれから力尽きて化粧も落とさず眠ってしまったけれど、イビキをかいたり口を開けてヨダレを垂らしたりしなかっただろうか？

　ゆうべ、今泉課長に全身で求められ、生まれて初めての経験をした。今泉課長は最初からずっと、終わった後もすごく優しかった。

　何度も私の名前を呼んで抱きしめて、「好きだよ」と言ってキスしてくれた。

　好きな人と抱き合って触れ合うのは、身も心も気持ちよくて幸せだと思った。

　今泉課長の余裕なさげな表情や私の名前を呼ぶ切なげな声、私の肌を撫でる大きな優しい手と柔らかい唇の感触……。思い出すとまたドキドキして頬が熱くなる。

　今泉課長があんなに色っぽいなんて知らなかった。

　私も今まで自分でも知らなかったような甘い声をもらして、今泉課長の背中に腕を回してしがみついた。

　私があんな風になるなんて、この上なく恥ずかしい……。

「どうした？」

「いえ……」

　お互い裸のままだし、なんだか目のやり場に困る。目をそらして胸元の肌布団をずりあげ、少し顔を隠した。

「恥ずかしい？」

「めちゃくちゃ恥ずかしいです……」

　顔半分まで布団を被ると、今泉課長が吹き出した。

「意外とかわいいとこあるんだな」

「意外と、は余計です……」

　ジリジリと布団に潜って完全に身を隠すと、今泉課長は思いっきり布団をめくった。

「わっ……！」

　驚いて声をあげると、いたずらっぽい目で顔を覗きこまれ、また恥ずかしさが増して顔が熱くなっていく。

「そんなに潜り込むと、恥ずかしがってる顔が見えない」

「隠してるんです！」

「ダメ。その顔かわいいから見たい」

　慌ててくるりと背を向けると羽交い締めにされて、まだゆうべの熱の残る敏感な体を撫でられ、背中や首筋に容赦なくキスされて熱い吐息がもれた。ゾクゾクと痺れるような感覚が背中に走り、体の奥が疼く。

　もっとその手で、唇で、触れて欲しい……。

　どうやら私の体は今泉課長の手ですっかり大人の女にされてしまったみたいだ。今泉課長に触れられたところから熱を帯び、その先を期待して受け入れる準備を始めている。

　触れ合う素肌の感触とか、お互いの体温や吐息にまで欲情を煽られて、私の体を優しく愛でる今泉課長の腕にしがみついた。

「やっぱり我慢できないな。かわいいことする早紀が悪い」

　胸元に何度もキスをされ、ゆっくりと舌を這わされて、思わず体がのけぞる。

「……んっ……今泉課長……」

　こらえきれず声をあげると、今泉課長は顔を上げて私の頬を指でつまんだ。

「あのさ。『今泉課長』じゃなくて、名前で呼んで欲しいんだけど」

　まさかこのタイミングで？　こんな関係になるのは今泉課長が初めてだからよくわからないけれど、それは今言うことなの……？

　でもそうか、今泉課長でもそんなことを思うんだな。そんなところはちょっと可愛いかも。

「えっと……賢治……さん？」

「昔みたいに『ケンちゃん』って呼ばないんだ」

「え？　昔みたいに……って……」

「んー、その話は後。今はこっちが先」

　今泉課長は唇にキスをしながら肌に触れて、敏感な部分を指先で弄ぶ。火照る肌に口付けて舌を這わせ、指先で私の中をゆっくりと探った。

　昨日はじめて知った快感で、身体中がビクビク震える。

「気持ちいい？」

「…………」

　すごく気持ちいいからもっとして欲しいとか、恥ずかしくて言えない。

　今泉課長はイタズラっぽく微笑んで、私の頬にキスをした。

「正直に言ってみて？　言えたらもっと気持ちよくしてあげるから」

　なんかすごくやらしい……。また初めて見るちょっとサディスティックな顔だ。

　私の中を探る指の動きが少し速くなった。今泉課長に与えられる刺激が私の思考を鈍らせて、何も考えられなくなる。

「早紀、気持ちいい？」

「ん……気持ち……いい……」

「もっと？」

「……もっと……」

「いい子だ。一緒にもっと気持ちよくなろうな」

　甘いキスで理性を崩され、両腕を今泉課長の背中に回して、名前を呼びながら夢中で求めた。

「好き……大好き……」

　気持ちが抑えきれなくて無意識に何度も呟いた。

　二本の指でぐちゃぐちゃに搔き回された秘部は、もう待ちきれないと言わんばかりにお尻の方まで流れるほどに蜜を垂らして疼いている。

「もうこんなに濡らして、そんなに気持ちいいの？」

「だって……触られるところ全部、気持ちいいの……好きだから……」

　正直に答えると、今泉課長は嬉しそうに笑ってキスをした後、私の手を取りすっかり硬くなった自身のものに触れさせた。初めて直に触れたそれは熱くて、今にもはち切れそうなくらいに大きく反り返り脈を打っている。

　こんなのが私の中に入っていたなんて、改めて考えると信じられない。

「俺も早紀が可愛すぎてもうこんなになってるんだけど、挿れてもいい？」

「……聞かなくてもするんでしょう？」

「ん？　早紀がイヤなら我慢するけど？　好きだからな」

　私がどうして欲しいかわかっているくせに、こんな言い方はちょっと意地悪だ。して欲しいと自分からねだるのは恥ずかしすぎるけれど、ここでやめられたら私の方がこの疼きを我慢できない。

「……我慢……しなくていい、です……」

「うん、だったら我慢しない」

　今泉課長は再びキスをして指と舌で全身しっかりくまなく愛撫した後、腰を引き寄せて熱い体を繋げた。

　体の奥の深いところを満たされ、激しく突き上げられて、重なりあう二つの体の境目がわからなくなる。

　すべてが終わると、今泉課長は私を抱きしめながら頭を撫でて、耳元に唇を近付けた。

「好きだよ。大事にするから、ずっと俺だけの早紀でいて」

　嬉しくて涙が溢れた。涙を流しながら笑ってうなずくと、唇に優しいキスが降りてきた。

「私、今……幸せ、です」

　今泉課長の腕の中で、好きな人に心も体も未来も、すべてを独占される幸せをかみしめた。

　私は生まれて初めて、本当に欲しかったものを手に入れた。







　それからしばらくの間、ベッドの上で抱き合って、何度もキスをして過ごした。

「さっきの話ですけど……昔みたいに……って、なんですか？」

　今泉課長は私を腕枕しながら髪を撫でた。

「一緒にいたのはほんの短い間だし、早紀は小さかったから覚えてないかな。よくシンデレラの本を読んであげたんだけど……」

「えっ？」

　私が今泉課長にシンデレラの本を読んでもらった？

　親らしいことを何ひとつしてくれなかった母親と暮らしていた時は、家に絵本なんてもちろんなかった。施設に預けられて初めて、絵本を読んだりおもちゃで遊んだり、世間並の子供らしい経験をした。

　だけどその頃はまだ文字を読めなかったので、そこに預けられていた年上の子たちに読んでもらったんだと思う。

　ということは……今泉課長もあの施設にいたってこと？

「あの時、早紀はまだ施設に来たばかりで、怯えて誰とも話をしようとしなかったけど、なぜかいつも俺にくっついてた」

「じゃあもしかして……『魔法使いはいない』とか『シンデレラは浅ましい女だ』って、私に教えたのは……」

「俺だな」

「えーっ……」

　道理で価値観が合うわけだ。

『魔法使いなんていないし、みすぼらしくて何の取り柄もない地味な女を王子様が好きになるわけがない。シンデレラは継母たちを見返すために他人の力を利用して王子を誘惑した浅ましい女だ』と幼い私にすりこんだのは今泉課長だったのだから。

「今更ですけど……どうして私にそんなことを？」

「現実の厳しさを教えとかなきゃと思ったんだよ。誰かに幸せにしてもらおうなんて甘い夢を見てたら、いつか世間の冷たさに耐えられなくなるだろうって」

　今泉課長は世間の冷たさを身を持って痛感していたのか、その頃既にそんな風に思っていたんだと思う。

「たとえそんな出会いがあったとしても、親に捨てられて施設で育った人間が、そんな立派な家柄の一族に諸手を上げて歓迎されると思うか？　実際は生い立ちとか過去をあれこれ調べられて、家柄にふさわしくないとかいう理由で切り捨てられるのがオチだ」

「まぁ……そうなるでしょうね」

　普通の家庭に育った人でさえ、結婚となると家同士の格の違いで親に反対されたり、ひどいときには破談になると聞いたことがある。

　子供にはきれいごとばかり吹き込むくせに、大人の世界は見栄とか蔑視とか、薄汚いもので溢れている。それが私の見てきた現実だ。

「子供にはなんの罪もないのにな。けど俺は実の親だけじゃなくて、里親にも捨てられたんだ」

「里親にも？」

「早紀が施設に来てしばらくしてから、俺はある企業の社長夫婦に引き取られた」

　社長夫婦に引き取られた男の子といえば、いつもみんなから離れて一人で本を読んでいた、やたらと頭の良かったあの子だ。

「今泉課長はどうしてあの施設に？」

「実の父親は俺がまだ生まれて間もない頃に死んだって聞いたな」

　それから今泉課長は、幼い頃のつらい経験を順を追って話し始めた。

　今泉課長は小さい頃から頭が良くて弁が立つ子供だったようだ。子どもであるがゆえになんの遠慮もなく大人のずるさや矛盾をストレートに言ってしまうので、周りの大人にはかなり疎まれたらしい。

「その頃の俺は思ったことを正直に話してたから、生意気だって理由で母親の再婚相手から殴られたり蹴られたり……日常的にひどい虐待を受けてた」

　母親の再婚相手から激しい虐待を受けるうちに、身を守るためには言葉を発するのをやめ、目を合わせないようにするのが一番だという結論に至ったそうだ。

「逆らうのをやめて黙ってたら、今度は口もきかない反抗的なガキだって殴られた。どっちにしても俺のことが気に食わなかったんだろうな」

　ろくに食べ物も与えられず、同じ年頃の子供が幼稚園に行く年齢になっても行かせてもらえなくて、家の中に閉じ込められていたらしい。

　母親は再婚相手の言いなりで、我が子である今泉課長を助けようともしなかったそうだ。

「小学校に上がる少し前に、母親は俺よりその男を選んで、施設の前に俺を置き去りにして姿を消した。それから四年間、あの施設で暮らした。母親がその後どうなったのかは知らない」

　似たような境遇だったんだな……私たち。

　だから余計に、今泉課長は幼いながらも、私に世間の冷たさを教えようとしていたのかもしれない。

「施設に預けられて一年くらい経った頃に、栄養失調でガリガリに痩せ細った全身アザだらけの小さな女の子が施設に来て……。病院で手当てされて体調は回復してたけど、怯えて誰とも話さなかった。それが早紀だ」

　私自身もよく覚えていないことを今泉課長が知っていたことには驚いた。

　その頃の私はなかなか周りのみんなに馴染めなかったようだけれど、なぜか今泉課長にだけはなついていたらしい。

「俺が部屋の隅の方で本読んでたら、いつも早紀が絵本持ってくるんだ。字も読めないのに隣に座って自分も本広げてさ。だから時々読んでやった」

　そんなことがあったのか……。

　全然覚えていないはずなのに、なんとなくその光景を知っているような気がするから不思議だ。

「ひどい雨の夜だったな。いつもは寝る前に本読めって持ってくるのに、来なかったから寝たのかと思ってたんだけど……夜中に目が覚めて、気になって早紀の部屋覗いてみたら、早紀は雷が怖くて毛布にくるまって声を殺して泣いてた」

「それは少しだけ覚えてます。誰なのかはわからないけど、大丈夫だよって頭を撫でてくれた人がいて……」

「それ、俺だ」

「そうだったんですね……。だから……」

　会社で幼い頃の記憶がフラッシュバックして雷に怯えていた時、今泉課長が抱きしめて頭を撫でてくれて安心した。いつかもこんなことがあったような気がすると思ったのは、幼い頃にも今泉課長がそうしてくれたからなんだ。

「だから……何？」

「会社でもそんなことがあったでしょう。あの時、すごく安心したんです」

「あったな……。早紀に大嫌いって言われて、わけがわからなくて……かなりヘコんだ」

「私じゃなくて私とのキスが好きだとか言うから、私もショックだったんです。好きでもないのにキスするんだって……。キスしてない時の私なんかどうでもいいんだって思ったから」

　今泉課長は私を抱き寄せ、唇に軽くキスをして優しく頭を撫でた。

「そうか……。あの時は俺も、なんで早紀にはキスしたくなるのかわからなかったけど……たぶん、ずっと前から好きだったんだと思う。いつも早紀が他の男に騙されたり取られたりしないか気が気でなくて、少しも目が離せなかった」

　今泉課長の口から、また意外な言葉が飛び出した。

　ずっと前から好きだったなんて、そんなそぶりはまったく見られなかったのに……。

「ずっと前からって……？」

「早紀が入社してしばらく経ってからだな。早紀を狙ってる男がいたら『杉浦は俺の彼女だ』って言ってライバルをかなり潰した。もちろん口封じもしたけどな」

「えぇっ……!?」

　お見合いの話を潰すよりも前から、私の知らないところでそんなことが行われていたとは!!

　そりゃ噂にもなるはずだ。今泉課長本人が私を彼女だと言っていたんだから！

「私のこと……私が入社した頃から、施設にいた早紀だって気付いてたんですか？」

「いや、気付いたのは居酒屋でシンデレラの話をした時。早紀、昔は杉浦じゃなかったよな？」

「ああ……あの頃はまだ母親の姓でしたね。高校を卒業する直前に母親が結婚したとかで、籍だけはそこに入ったらしいです」

「だからか……。結局母親のところへは行かなかったのか？」

「結婚相手に養子縁組してもらうために会いましたけどね。小さい頃に殺されかけた上に何年もほったらかしにされて、母親だとは思えなかったから……それから会ってません」

　母親は今頃どうしているのか。私の中で母親は死んだも同然だ。

　きっと私のことなんか忘れて、夫になった人と幸せに暮らしているだろう。もしかしてその人との間に子供が生まれていたりするのかもしれない。

　そうだとしたら、その子には私と同じような仕打ちはせず、大切に育ててあげて欲しい。

「今泉課長は社長夫婦に引き取られた後、どうしてたんですか？」

「あー……あの家な。義理の母親は大事にしてくれたけど、義理の父親には会社のために散々利用されたよ」

「利用？」

「ほら……自分で言うのもなんだけど、俺は頭が良かったから。無駄な経費の削減とか、伸び悩んでる商品の改善策とか、ちょっとした思い付きで言ったことが採用されたりな。使えない重役の代わりに散々コキ使われた。けど……愛人に子供ができて、俺が中二の時に離婚したんだ。本妻になった愛人が性悪な女で、自分の子を後継ぎにするために社長をそそのかしてな……養子縁組を解消されて追い出された」

　そんなドラマみたいなことが本当にあるのかとも思ったけれど、私も今泉課長も、普通の家庭では考えられないような境遇だ。

　この世の中は何があってもおかしくはないのかもしれない。

「その後はどうしたんですか？」

「義理の母親が引き取ってくれたよ。寝る間も惜しんで働いて高校に行かせてくれたけど……元々体の弱い人だったから、俺が高二の時に体壊して亡くなった」

　私よりずっと壮絶な人生だ。

　結婚する意味がわからないとか、人を好きになるってどういうことなのかわからないと言っていた理由がなんとなくわかる気がする。

「義理の母親も亡くなって、この先どうしようかと思ってたんだけど……初七日過ぎた頃に、義理の母親の父親……俺にとっては義理のじいさんだな。その人に昔世話になったって年寄りが来て、俺を引き取りたいって言ってくれてさ」

「養子になったんですか？」

「いや……縁組は断って、学費と生活費の援助だけしてもらった。おかげで生活の苦労もなく行きたい大学にも行かせてもらって、今の会社に就職した。人並みの暮らしが一番幸せだと思ったから」

「離れてからいろいろあったんですね……」

　私たちは普通の家庭で育った人たちにはわからないような心の傷を負って、いくつもの試練を乗り越えてきた。今もまだその傷が癒えることはないけれど、幼い頃に今泉課長と出会って甘い夢を打ち砕かれ、大人になって再会できたことは、不幸中の幸いだと言えなくもない。

「なんだかしんみりしちゃったな」

　今泉課長は私の頭を撫でながら静かに呟いて、額にそっと口付けた。

「そうだ。イルカショーでも見に行くか」

　お互いにとってつらい過去の話の後だったから、わざと明るく振る舞ってくれたんだと思う。また一緒に行こうと約束したことを、今泉課長もちゃんと覚えてくれていたことが嬉しかった。

「行きたいです！」

「じゃあ……一度帰ってシャワー浴びて着替えてから、車で迎えに来る。早紀もその間に支度しといて」

「わかりました」

　私が笑ってうなずくと、今泉課長は私の腰をグイッと引き寄せ、耳元に唇を近づけた。

「早紀とこのままもっとイチャついてたいって気持ちも、もっと早紀を抱きたいって気持ちもあるんだけどな。今夜も泊まっていいか？」

　もしかして今泉課長って……ものすごく性欲が強い人!?

　そういえばセックスの最中もかなり意地悪でいやらしいことばかり言うし、ちょっと変わった性癖でも持っているのかも？

　だけど好きになってしまったものはしかたがないから、ある程度の覚悟はしておいた方がよさそうだ。

　職場での爽やかな上司のイメージは完全に崩壊した。他の人が知ったらさぞかし驚くだろう。

　……きっと私しか知らないこんな顔、誰にも見せたくないけど。

「……今泉課長、すごくやらしいです」

「んー？　今泉課長じゃないだろ？」

　今泉課長はフニフニと私の胸をまさぐって硬くなった先端を口に含み、わざとらしく音をたてて吸った。やっとおさまったのに、また体の奥が疼く。

「んんっ……賢治……さん……？」

「まぁ……それでいいか。あと、二人の時は敬語もナシ。わかった？」

　賢治さんは涼しい顔をして、また私の敏感な部分を焦らすように指でなぞる。

「んっ……」

「気持ちいい？」

「気持ち……いい……」

　すっかり潤ってしまった蜜壷を激しくかき混ぜられて、堪えきれず息を荒げた。

「もう一回する？」

「ダメ……」

「ダメって顔じゃないな」

　ダメだと言いながらも、私の体の奥は賢治さんが入ってくるのを待っている。

　昨日まで誰にも触れられたことすらなかったのに、賢治さんの手に掛かると簡単にこんな風になってしまうなんて……！

　もしかして私も人より性欲が強い……？

「早紀、好きだよ」

　賢治さんは唇に甘いキスをして、私の頭を優しく撫でた。身体中がとろけそうなほど甘く痺れている。

「さぁ、そろそろ行くか」

「え？」

　あれ？　続きは!?

　期待を裏切られた私は、よほどキョトンとした顔をしていたのだろう。賢治さんはたまらず吹き出した。

　ええーっ!?　それはいわゆる『おあずけ』と言うやつ!?　その気にさせといて焦らすとは……なんて仕打ちだ……!!

　賢治さんはおかしそうに笑って、ベッドの上で呆然としている私の唇に軽くキスをした。

「続きは今夜、ゆっくりな。寝かさないから覚悟してろよ」

　……この激エロ上司め……！　早く夜になればいいとか、はしたないことを期待してしまうじゃないか。







　それから二人で水族館に行って、イルカショーを見ることができた。

　初めて見たイルカショーはとてもダイナミックで、目が離せなくなるほど楽しくて、子供みたいに笑って夢中で拍手を送った。

　その後、手を繋いでペンギンを見た。

「前に見たペンギン……もうあの高さを克服したのかな？」

　思わず呟くと、賢治さんは私を抱き寄せて頭を撫でた。

「そうかもな。俺たちもずっと目をそらしてた世界に飛び込んだし？」

　ああ……私たちがあのペンギンに似てるって、そういうことだったんだ。

　誰かを好きになって手を伸ばして求めても、裏切られるかもしれないと思うと怖かった。

　でも今は大好きな人が隣にいる。

　ペンギンたちは気持ち良さそうに水の中を泳いでいる。高い岩場から飛び込むことを躊躇しているペンギンは、もういない。

　きっとあのペンギンも、仲間の元へ行こうと思いきって高い岩場から水の中に飛び込んだのだろう。




　閉館時間になり、車に乗って水族館を出た。

「アシカショーとラッコの食事タイムはまた今度だな」

　賢治さんはハンドルを握りながら穏やかに笑った。







　明け方近くまで愛し合った日曜日の昼下がり。

　私の部屋で遅い昼食を取りながら、そういえばなぜ首筋にキスマークがついていたのかと賢治さんが私を問い詰めた。

「あいつにつけられたんだろ？」

「……うん」

　賢治さんは手に持っていたフォークを握りしめて、忌々しそうに歯ぎしりした。

「あいつ……早紀には手を出すなって言ったのに……。何された？」

「車の助手席で壁ドンみたいにされて……額と首に……キスされた」

　賢治さんは思いきり眉間にシワを寄せながら、フォークでトマトを突き刺した。

　これは……かなり怒ってるな……。

「他には？」

「結婚を前提に付き合って欲しいって言われたけど……久保田さんとはお付き合いできないってハッキリ断るつもり」

「当然だ。早紀には俺がいるもんな」

「うん」

　賢治さんはちょっと得意気な顔をして、トマトを私の口元に運び、口を開けと目で促した。

　これは……『あーん』ってやつ？

　私が口を開けると、賢治さんは笑ってトマトを食べさせてくれた。

　こういうことされるの、初めてかも。雛鳥にでもなった気分だ。




　食事を終えて後片付けを済ませた後、賢治さんが私を手招きした。

　なんだろうと思いながらそばに行くと、賢治さんは私を膝の上に乗せてギュッと抱きしめた。

「早紀は隙が多すぎるから心配なんだ」

「え？　私が？」

　ずっと気を張って生きてきたからか、しっかりしているとか強いとはよく言われたけれど、そんなことを言われたのは初めてだ。

　原口くんから言われた『目をつけられやすい』ともまた違うのかな。

「無自覚か……。これからは他の男と簡単に二人きりになるなよ」

「うん、気を付ける」

「それはそうと……俺以外の男に隙を見せたお仕置きしないとな」

　突然シャツをめくられた。

　賢治さんは驚く私をしっかりとつかまえて、胸に顔をうずめるようにして肌に吸い付いた。

「やっ……何……？」

　唇を離すと、胸元には赤いアザが浮かび上がった。

　相当な負けず嫌いだ。久保田さんがキスマークをつけたのが首だったから、自分はそれ以上に親密な関係だとアピールするために胸元につけたんだろう。

　いやいや……でもこんな場所につけたって、誰にも見せないんだから意味なくない？

「俺だけのものだってシルシ。早紀に触っていいのはこの先ずっと俺だけだ」

「うん」

　私が素直にうなずくと、賢治さんは満足そうに笑って私の唇に優しいキスをした。

　賢治さんは私が思っていたよりずっと独占欲が強いらしい。私のためにヤキモチを妬いて、こんなかわいいことをしちゃう人なんだ。

　五つも年上の三十代の男性にかわいいはどうかとも思うけれど、ギュッと抱きしめたい衝動が沸々と込み上げた。

「賢治さんも他の人には触らないで。もちろん触らせるのもダメだからね」

「当たり前だ。それから……俺以外の男なんか好きになるなよ」

　何これ、めちゃくちゃかわいいんだけど!!　なんか今、胸の辺りが締め付けられるみたいにキューッて！

　あまりのかわいさに我慢できなくなり、背中に腕をまわしてギュッと抱きしめると、賢治さんは少し照れくさそうな顔をした。

　賢治さんは誰かにこんな風に抱きしめられたこと、あったのかな。これからは私がこうして賢治さんを抱きしめられたらいいなと思う。

「俺は早紀がいれば他の女なんかいらないんだ」

「私も賢治さんがいれば他の男の人なんかいらない」

「なんか……十代のバカップルみたいでめちゃくちゃ恥ずかしいな……」

　自分は平気で甘いことを言うくせに、相手から同じように言われるのは恥ずかしいらしい。二人ともこの歳になるまで恋愛とは無縁だったから、その分余計に若いカップルみたいにベタベタに甘くなるのかも？

　お互いに大人なのに子供じみたことを言っているなと少し恥ずかしい気もしたけれど、二人だけの時間は他の人の知らない意外な一面を、私にだけ見せてくれることが嬉しい。

　こうやって少しずつ時間を重ねてお互いを知っていくのかな。お互いに、いいところも悪いところも全部引っくるめて大好きだと言える関係になれたらといいなと思う。

　いつかは、誰よりも賢治さんを知っているのは私だと、胸を張って言えるようになりたい。







　賢治さんと一緒に過ごした甘い週末を終えて、月曜の昼休み。

　私が一人でオフィスに残って昼食を取っていると、久保田さんが姿を見せた。

　久保田さんは私の向かいの席に座って、売店のビニール袋からおにぎりやお茶を取り出した。

　向かい合って二人きりで食事するのは、なんとなく気まずい。私は黙々とタマゴサンドを頬張った。

　きちんと断ろうとは思っていたけれど、なんと言って切り出そうか。

「早紀、今度の日曜日デートしよう」

「え？　いや……あの……」

　唐突なデートのお誘いに面食らって、断りの文句が咄嗟に出てこない。

「どこがいいかな。早紀はどこに行きたい？」

　久保田さんはＯＫの方向で話を進めようとしているけれど、私が断ると思ったりはしないんだろうか？

「デートはしません」

「旅行の方が良かった？」

「そうじゃなくて……私は久保田さんとお付き合いできません」

　久保田さんは顔をしかめてお茶を一口飲んだ。

「なんで？　俺のどこが気に入らない？」

　いつもの優しい表情からは想像もつかないような鋭い視線に身震いした。だけどここで怯んじゃダメだ。ハッキリ言わなきゃ。

「気に入らないとかじゃなくて……私には好きな人がいるから……」

「あの人は結婚するんだろ？」

「あれは勘違いだったの。常務の娘と結婚するのは別の人で……」

「ふーん……。どっちにしても俺よりあの人がいいってこと？　あの人のどこがそんなにいいの？」

「どこがって……」

　あたたかくて優しいところも、少し照れ屋でかわいいところも、ヤキモチ妬きで独占欲の強いところも、ちょっと強引でやらしいところも……とにかく全部が好きに決まっている。けれど正直にあれこれ話すと職場での爽やかな『今泉課長』のイメージを崩してしまいそうだから、無難に「すごく優しい」とでも答えておこうか？

　それよりもやっぱり「とにかく賢治さんのすべてが好き」とハッキリ言うべきか。

「俺にしなよ」

「えっ？」

「何も心配いらないし、絶対後悔させない。俺が早紀を幸せにしてあげるから」

　幸せにしてあげる？

　なんだろう、このモヤッとくるイヤな感じ。

　誰かに与えられなくても、私は自分の力で幸せを掴める。

　それに賢治さんのことを『どこがそんなにいいんだ』と馬鹿にしたのは絶対に許せない。この際だからハッキリ言ってやろう。

「久保田さんとは幸せになれない」

「え？」

「私にとって何が幸せかは私が決める。少なくとも私の思う幸せはあなたと一緒になることじゃないし、あなたに幸せにしてもらおうなんて思ってない」

「早紀、それ本気で言ってる？」

「本気ですよ。それから久保田さんとは名前で呼び合うほど親しくないはずです。これからは社会人としてわきまえてください。仕事に関しては今まで通り、より良いものを作るためにお互い頑張りましょう」

　社会人の常識として、プライベートと仕事はきちんと分けておかないとね。恋愛の対象とは思えなくても、久保田さんは大事な仕事仲間だから。

　私の言葉がよほど意外だったのか、久保田さんは眉間にシワを寄せて悔しそうに口元を歪めている。言いたいことはある程度言ったし、久保田さんのこの反応はそれなりに満足だ。

「俺は簡単に引き下がる気はないからね。そんなこと言ってられるのも今だけだと思うよ」

「あいにくですが私の気持ちは絶対に変わりません」

　久保田さんは私の長年の夢を果たすにはうってつけの相手だったけれど、お付き合いを断ったことを惜しいとは思わない。

『なんの努力もせず、他人に幸せにしてもらおうと甘い夢を見ているシンデレラみたいな女なんか、一人残らずくたばっちまえ！』と思いながら必死で生きてきた。

　今思えば、人並みの教養や愛情を親から与えられ、たいした苦労もせず人から愛される人間が妬ましかったんだと思う。

　欲しいものは自分の手で掴むんだと一生懸命頑張ってきたけれど、すべては王子様に見つけてもらうためだった。

　選ばれるための努力を惜しまなかったとはいえ、結局私も王子様を利用して幸せになろうとしていた、ちょっとたくましいシンデレラだ。

　強くても弱くても、シンデレラはもうやめた。やっぱり私は自分の力で自分だけの幸せを見つけたい。

　玉の輿に乗って地位とか名誉とか莫大な財産を手に入れるより、一生懸命働いて出世したいし、周りの人たちからの信用も大事にしたい。

　そして何より、好きな人を誰よりも幸せにしたい。私と一緒にいることが幸せだと賢治さんが言ってくれたら、それが私にとって最高の幸せだと今は思う。

　私はこれからも私らしく、貪欲に上を向いて突き進むことにしよう。







　その日の午後、事件は起きた。

　大会議室で開かれたプロジェクト会議の途中で廊下がやけに騒がしくなり、無視することができなくなって何事かと会議を中断した時、鬼のような形相をした女性が警備員を振り切って乱入してきたのだ。

　よく見るとその女性のお腹は大きく膨らんでいて、妊娠に対してあまり知識のない私にも、出産を間近に控えた妊婦さんなのだとわかった。

　もちろんその場は騒然とした。普通ならすぐさま取り押さえて外に連れ出すのだろうけれど、相手は興奮状態の妊婦さんだ。何かあっては困るので、みんなでなんとかその妊婦さんを落ち着かせようとした。

　するとリアライズの社員たちが口をそろえてその女性の名前を呼び、退職したはずの彼女がなぜここにいるのかと言い出したのだ。

　彼女は元社長秘書で、数か月前に体調不良を理由に退職したそうだけど、妊娠していたことは誰も知らなかったらしい。

　リアライズの社員たちが不思議そうに首をかしげる中、久保田さんは大きく目を見開いたまま身動きも取れない様子で、青ざめた顔に冷や汗を浮かべていた。

　そして彼女はキョロキョロと会議室を見回したかと思うと、大きなお腹を重たそうに抱えながらこちらにやってきて、一度じっと私の顔を見た後、おもむろに頭を下げた。

　そしてこう言い放った。

「杉浦早紀さん、久保田社長と別れてください」

　別れるも何も、私と久保田さんは付き合ってもいない。そう答えようとしたら、またしても彼女の口から爆弾発言が飛び出した。

「今、私のお腹にいるこの子は久保田社長の子供なんです。だからお願いです、この子のためにも……！」

「えっ、久保田さんの子供!?」

　あれ？　ちょっと待って。たしか久保田さんって、ついさっきまで私に結婚前提の交際を迫ってたよね？

　驚いて久保田さんの方を見ると、久保田さんはハンカチで冷や汗をぬぐいながら慌てた顔をして立ち上がった。

「いや、違うんだ早紀！　彼女との関係はもう過去のことだし、今は本気で早紀と結婚したいと……！」

　何を血迷ったのか、久保田さんはプロジェクトチームのみんなと彼女の目の前で、私に公開プロポーズをした。

　すると彼女はその場に泣き崩れた。私がそばに行って背中をさすってあげると、彼女は久保田さんの子を身籠った経緯を恨み節のように話し始めた。

　社長秘書になってしばらく経った頃から久保田さんに好意を抱いていた彼女は、少しでも久保田さんの役に立ちたいと心を尽くし、恋心を隠して真面目に業務に取り組んでいたそうだ。

　しかし隠したつもりの恋心に気付いた久保田さんは惚れた弱みに付け込んで、彼女に思わせぶりな態度を取り、そろそろ身を固めたいと言って結婚を匂わせるような発言を繰り返した。

　そして取引先との食事会があった夜、ひどく酔った久保田さんをタクシーで送り届けたところ、彼女は強引に押し倒され初めて体の関係を持った。

　その後は付き合おうとか結婚しようという言葉もない曖昧な関係のまま、ところかまわず幾度となく久保田さんから強引に体を求められたのだという。

　そんな関係が一年近く続いた頃、妊娠に気付いた彼女はその事実を久保田さんに伝えたのだけれど、多額の金銭と引き換えに中絶と退職、そしてこの件を一切口外しないことを求められたそうだ。

　なんてひどい話だ。快楽のために一人の女性を弄んで孕ませた挙句に、すべてを金で始末して解決しようとするなんて、身勝手にも程がある。

「その話は渡した金で解決したはずだろ？　今頃になって何を……！」

「あのお金には一切手を付けていないのでお返しします。その代わりに責任を取ってください。私と結婚できないと仰るなら、せめてこの子を認知してください」

　彼女は久保田さんが好きだから子供も久保田さんもあきらめられず、今後のことを話し合おうと何度も連絡をしたけれど、無視され続けて取り付く島もないまま臨月を迎えてしまったと言った。

　そしてたまたま私が久保田さんと食事に行ったところを目撃して、付き合っているのだと勘違いしたらしい。

「あのー、その件ですが……私、久保田さんとは結婚しないし、お付き合いもしていませんよ」

「本当ですか!?」

「はい、結婚を前提に付き合って欲しいと言われたのは事実ですが、私には他に好きな人がいますのでお断りしました」

　どう考えてもこんな男とは結婚しない方がいいと私は思うのだけど、私がそう言うと、彼女の表情が先ほどより少し明るくなったような気がした。それとは対照的に、その場にいた全員からの冷ややかな視線が久保田さんに注がれていた。

「久保田さん、そういうことらしいから、ちゃんと責任取ってあげて」

「責任って言ったって、本当に俺の子かどうかもわからないのに？」

「えっ？　だって彼女が久保田さんの子だって……」

「付き合ってもいない男に簡単にやらせる女の言うことなんか信用できるもんか。どうせ渡した以上の金が目当てだろ？」

　この期に及んでまだそんな言い逃れをしようとするのか!!

　襟首をつかんで殴りかかってやろうかと拳を握りしめた瞬間、彼女が立ち上がった。そしてつかつかと大股で歩いて行って久保田さんの正面に立ち、その横っ面を思いっきりひっぱたいた。

　乾いた音が会議室に響き渡った。

「私は！　あの夜が！　社長が初めてだったんです!!　社長のことが好きなのに、他の人に体を許したりするわけないじゃないですか!!　あんなこと、社長としかしていません!!」

　彼女は大声でそう叫ぶと表情を歪め、お腹を抱えてその場にうずくまった。

「どうしました!?」

「痛い……！」

「えっ!?」

「破水……したみたい……」

「はすい？　……って何？　どうしたらいいの!?」

「生まれるかも……」

「そう、生まれ…………ええぇーっ!?」

　そこからはもう大騒ぎで、警備員がタクシーを呼び、彼女を担架に乗せて去って行った。久保田さんは社員たちからの無言の圧力に押され、一緒にタクシーに乗って彼女が出産を予定していたかかりつけの病院に行ったようだ。

　その後しばらく休憩をはさんで会議は再開されたけれど、きっとみんな彼女と久保田さんの今後についての方が気になっていたんじゃないだろうか。

　身から出た錆だし自業自得だとは思うけれど、久保田さんにとってこの一件は今後の人生や社運を大きく左右するに違いない。

　私自身も久保田さんの肩書きに目がくらんでプロポーズを受けていたらと思うとゾッとした。

『人は見掛けによらない』

　そんな言葉が脳裏をよぎった出来事だった。







　翌日の昼休み。

　また原口くんと一緒に売店のそばのベンチでアイスを食べた。

「それにしても昨日はびっくりしましたねぇ」

「びっくりなんてもんじゃないよ。私も巻き添え食うところだったし、まさかあんな人だったとはね……。それより、あの後どうなったのかな？」

「無事に生まれたみたいですよ、久保田さんにそっくりの元気な男の子が。昨日の夜、彼女からリアライズのみんなに、報告も兼ねて謝罪のメールがあったそうです」

「そうなんだ。無事に生まれたのなら良かったよ」

　生まれてきた赤ちゃんを見て観念したのか、それとも彼女の愛の深さに心を打たれたのか、久保田さんは彼女との結婚を決意したのだそうだ。

　それで社員たちからの信用が取り戻せるかは今後の久保田さん次第だけれど、なんにせよ、これからは彼女と赤ちゃんに対して誠実に生きて欲しいと思う。

「杉浦主任、なんだか清々しい顔してますね」

「いろいろあってね……丸く収まったというか」

　ここ数日に賢治さんとの間に起こった出来事を順を追って話すと、原口くんはホッとした様子で笑った。

「良かったですね」

「うん。原口くんにはいろいろ心配かけてごめんね」

「そんなの全然気にしてませんよ。またいつでも相談に乗ります」

「ありがとう」

　年下でも部下でも、経験者の助言は素直に聞くべきだということも学んだ。

　原口くんのアドバイスがなければ、私は自分の気持ちに気付けなかったかもしれない。もしかしたら、久保田さんからの交際の申し込みをＯＫしていた可能性だってある。

　無理して自分の気持ちにそむかなくても、賢治さんを好きでいてもいいんだと言ってくれた原口くんには、本当に感謝している。







　翌週月曜日。

　通勤のバスを降り、会社に向かって歩き始めてすぐに、後ろから誰かに肩を叩かれた。

　誰だろうと思いながら振り返ると、そこにいたのは古賀さんだった。

「杉浦、久しぶりだな」

「古賀さん！　お久しぶりです！」

　古賀さんが転勤になってから会うのは初めてだけど、同じ製造部に勤めていた時は、今日みたいによくバスで一緒になった。会社に向かって並んで歩くのも、なんだか懐かしく感じる。

「本社に出張ですか？」

「そう。昨日の夜こっちの実家に帰ってきた」

「あっ、そういえば常務のお嬢さんと結婚が決まったそうですね。おめでとうございます」

「ありがとう。結婚式、来てくれるんだろ？」

「もちろんですよ」

　古賀さんは以前と変わらず明るくて、面倒見の良い頼れる兄貴のようだ。話しているとなんとなく元気が出る。

「そういえば杉浦、今泉と付き合いだしたんだって？」

「ええまぁ……。今泉課長から聞いたんですか？」

　親しい人から改めて尋ねられると、なんとなく照れくさい。古賀さんはわかりやすくニヤニヤしている。

「ちょっと前に今泉が青森に出張しただろ？　出張中に一緒に飯でも食おうと思って、その何日か前に連絡したんだけどさ、あいつめちゃくちゃ落ち込んでて」

「なんでですか？」

「杉浦にめちゃくちゃ嫌われてるみたいだって、死にそうな声してた」

「えっ!?」

「詳しく話聞いてみたら、嫌いだって言われたくらいでなんでこんなにヘコむんだろうとか、いつも杉浦のことが頭から離れなくて、会いたくてしょうがないとか……めちゃくちゃ杉浦のこと好きなのに、本人は全然気付いてなかったんだよ」

　うわぁ……そんなこと言ってたんだ。でも……その時の賢治さん、ちょっと見てみたかったかも……。

「だから言ってやったんだ。『おまえ、杉浦のことめちゃくちゃ好きじゃねぇか!!』って」

「それで……今泉課長はなんて言ってました？」

「絶句してたな。慌てふためいて、しばらく話にならなかった。やっとまともにしゃべったと思ったら、『俺はこれからどうしたらいいんだろう』って、情けない声でさ」

　賢治さんのそんな姿、想像がつかない。

　賢治さんも私と同じように、自分の気持ちがなんなのかわからなくて、悩んだり焦ったりしてくれたんだと思うと、なんとなく嬉しい。

「そんなに杉浦が好きなら、自分の思ってること素直に伝えたらどうだって言ったんだけどな。杉浦と付き合い始めたってことは、あいつなりに素直になろうと頑張ったってことか」

「そうですね。たくさん伝えてくれます」

　急に戸惑ったり、照れたり優しくなったりしたのは、古賀さんの後押しがあったからなのかな？

　以前は何を考えているかよくわからないところがあったけれど、今の賢治さんはこっちが恥ずかしくなるくらいストレートに好きな気持ちを伝えてくれる。

「あいつ頭はいいけど、時々人並みの感情とか常識が欠落してるとこあるだろ。杉浦を好きになったことでちょっとは人間らしくなったんじゃね？」

「人間らしくって……」

　誰と付き合っても好きだと思ったことがなかったと賢治さんは言っていた。私も誰かを好きになるってどういうことなのかわからなかった。

　私も賢治さんも、ずっと欠けていたものを見つけたのかもしれない。








７　さよならシンデレラ









　二か月後、アプリ開発課はその役目を終えて解散し、ゲームの開発はリアライズに委ねられることになった。メンバーはそれぞれ元の部署で以前と同じように仕事をしている。

　ビュッフェ企画課も今週いっぱいで解散するそうだ。ビュッフェ施工から後の仕事は企画部が引き継ぐらしい。

　もう少しで賢治さんも、また『今泉課長』として製造部に戻ってくるはずだ。







　翌週月曜日、賢治さんが朝早くに突然電話を掛けてきて、三日ほど有休を取ると言った。

　病気や怪我などではなく急遽遠方へ行かなければならない大事な用ができたそうで、理由は詳しく聞いていないけれど、帰ったら話すからと慌てた様子だった。

　一体どんな理由でどこに行っているんだろう？




　水曜の午後三時の休憩時間、スマホのトークメッセージの通知に気付いた。

　賢治さんからのメッセージは、今夜七時頃には着く予定だから俺の家で待ってて、という内容だった。

　出掛ける前に言っていた通り、この三日間のことを詳しく話してくれるつもりなのかもしれない。

　この間合鍵も預かったことだし、今日は定時で終われそうだから、賢治さんの部屋で夕飯でも用意して待っていよう。




　七時を過ぎた頃、賢治さんが疲れた様子で帰って来た。

　玄関のドアを開けると、賢治さんは私の顔を見るなりキスをして、倒れ込むように私に抱きついた。

「あー、疲れた……。ただいま、早紀」

「お帰りなさい、お疲れ様」

　一緒に夕飯を食べている間、久しぶりに会ったのに賢治さんは何かを考えている様子で口数が少なかった。

　食後にお土産の生八つ橋を食べようとお茶を淹れた。生八つ橋は職場の人からのお土産で何度かもらったことがある。どうやら京都に行っていたらしい。

「これ、美味しいよね。京都に行ってたの？」

「ああ、うん。前に話しただろ？　義理の母親が亡くなった後に学費とか援助してくれたじいさんのこと。京都に住んでるんだけどな……」

「うん。そのおじいさんに会いに行ってたの？」

　賢治さんは熱いお茶を一口飲んでため息をついた。明らかにいつもとは様子が違うことに胸騒ぎがする。

「俺、会社辞めて京都に行くことになった」

「……え？」

　楊枝で刺していた生八つ橋がテーブルの上にポトリと落ちた。

　私の胸騒ぎは的中した。思ってもみなかった賢治さんの言葉に耳を疑う。いきなり過ぎて話が見えない。

「じいさんは京都で会社の経営してたんだけど、何年か前から体を悪くしてて……一年前に隠居して療養に専念することにしたんだって」

「うん……」

　なんとか落ち着いて話を聞こうと、テーブルの上の生八つ橋を拾い上げて口に入れたけれど、頭が混乱して味がよくわからない。

「じいさんには後継ぎがいなかったから、会社のことは部下に任せてたらしいんだけど……じいさんがトップを退いてから業績が急激に落ちて大変なんだってさ。それで俺に……」

「後継者……ってこと？」

「まぁ……そうなるな。ホントは義理の母親が亡くなった時に、養子縁組して俺に会社を継がせようとしてたみたいなんだけど、俺がそれを断ったから。里親だった社長のこともあって、あまり会社の経営とかに関わりたくなかったんだ」

　それでも学費や生活費を援助してもらった恩があるし、身寄りのない自分のことをずっと気にかけてくれていたおじいさんが、病床に臥せりながらも会社の行く末を案じて困っているのを見過ごすことはできないと賢治さんは言った。

「じいさん、もうあんまり長くないらしい。歳も歳だし、病気もあるしな。せめてじいさんの生きてるうちに恩返ししないと」

「うん……そうだね」

「そんなわけで……来月中には会社辞めて、京都に引っ越すことになると思う」

「……急だね」

　そうなると私たち離ればなれになっちゃうの？　ついてきて欲しいとか言われるのかも。

　次の言葉を待ったけれど、賢治さんは何も言わず険しい顔をしてお茶を飲んだ。

　何も言ってくれないって……どういうこと？　離れたらもう終わりってこと？

　もし賢治さんが私とのことは終わりにしようと思っているんだとしたら……。そう思うと、涙がにじんで溢れそうになった。

　賢治さんはソファーの上に座って私を膝に抱きかかえた。

「私は……どうすればいい？」

「早紀はどうしたい？」

「離れたくない……」

　素直な気持ちを言葉にすると、涙が溢れてこぼれ落ちた。賢治さんは私を包み込むように抱きしめて、優しく頭を撫でる。

「早紀はホントにそれで後悔しないか？」

「え……？」

　後悔するって……私が？　賢治さんと離れる以上に後悔することなんて、今の私にはないはずなのに。

「早紀が入社した時から一生懸命仕事頑張って来たの、俺はずっと見てたから知ってる。働いて貯めたお金で大学にも行って、日頃の努力と真面目な勤務態度が認められて役職にも就いた。これからも早紀は、あの会社でまだまだ出世すると思う」

「うん……」

「早紀が自分の力で積み上げて来たものを、俺のために捨てさせてもいいのかなって……昨日からずっと考えてた」

　賢治さんの言う通り、とにかく必死で頑張ってきた。地味で代わり映えのしない仕事だけど、私なりに責任感ややり甲斐を感じているし、もっと必要とされて出世したいとも思う。

　けれど……そのために離ればなれになっても、賢治さんは平気なの？　離れたくないと思っているのは私だけ？

「俺が京都に行ってもすぐに会社の経営が建て直せるわけじゃないし、大きな負債があって先の見通しも立たないから、たぶんしばらくは大変だと思う。もし早紀を連れて行っても、余裕がなくてつらい思いさせることになるかもしれないから……今の段階で一緒に来て欲しいとは言えない」

　どうしたいのかと私に聞いたけれど、賢治さんは自分一人で考えて結論を出している。私を置いて行くことをもう決めているんだ。

「私がいなくても平気なんだね」

　悲しくてその言葉がこぼれ落ちると、賢治さんは必死な顔をして私の肩を掴んだ。

「平気なんて言ってない。俺だって……」

「わかりました。私はここに残って、これからも……賢治さんがいなくなっても、今まで通りシトロンで頑張ります」

「早紀……」

　賢治さんが悲しそうな目で私を見つめた。

　私を手放そうとしているくせに、そんな顔しないで。これ以上優しくされたら、離れるのが余計につらくなってしまうから。

　賢治さんの腕をほどいて体を離した。さっきまで賢治さんの体温を感じていた体が、急激にその熱を失っていく。

「短い間だったけど、一緒にいられて幸せでした。今までありがとうございました」

　立ち上がって深々と頭を下げた。

　これ以上一緒にいるのがつらくて、バッグを手に取り部屋を出ようとすると、賢治さんが私の腕を掴んで引き留める。

「早紀、ちょっと待てよ！」

「どんなに好きでも、離れて寂しい想いしながら待つなんて、私にはできません。どうせ終わるなら、今ここで終わりにしましょう」

「俺は別れるつもりはない」

「さよなら。明日から今泉課長が会社を辞めるまでは、また元通りの上司と部下でよろしくお願いします」

　もらったばかりの合鍵を玄関の下駄箱の上に置いて賢治さんの部屋を出た。

　賢治さんは追い掛けて来なかった。さっき別れたんだから、当然と言えば当然だ。

　マンションを出て駅までの道のりをトボトボ歩いた。あとからあとから溢れる涙で視界がぼやける。

　初めて人を好きになった。賢治さんが『好きだよ』と言って抱きしめてくれるたびに、嬉しくて幸せだった。

　ずっと一緒にいたかった。

　人を好きになると、こんなにつらいこともあるんだな……。

　胸が切り裂かれるように痛くて痛くて、涙が止まらない。だけど、別れを選んだのは私。

　会社を辞めてついて行ったところで、私ではなんの役にも立たないから、賢治さんはついて来いとは言わなかったんだろう。

　わがまま言って困らせて、賢治さんの足枷にはなりたくない。

　おじいさんの後継者は賢治さんしかいないけれど、賢治さんの恋人になる人は私じゃなくても、きっと他にいくらでもいる。

　賢治さんは私と過ごしたほんの短い間のことなんか、いつか忘れてしまうだろう。

　私は賢治さんと過ごした幸せだった日々を、いつか思い出にできるだろうか？







　退職願いを出した今泉課長は、その翌日から引き継ぎのために製造部と企画部を慌ただしく行ったり来たりしていた。

　私はただ黙々と自分の仕事をこなし、職場で一緒にいても目を合わせないようにした。

　今泉課長が何か言いたげな顔をしていたのはわかっていたけれど、気付かないふりをした。

　同じ職場で働くのもあと二週間ほど。今泉課長とは仕事中の必要最低限の会話だけで、あっという間に一日が過ぎていく。

　自分から終わらせたはずなのに、恋人じゃなくてもいいから一日でも長く一緒にいたいと思ってしまう。もちろんそんなことは絶対に言わないし、職場のみんなの前では普段通りに振る舞っている。

　今泉課長が会社を辞めて目の前からいなくなってしまえば、きっと今みたいに胸が痛むことも、二人で過ごした甘い日々の夢を見て夜中に泣きながら目が覚めることもないだろう。







　今泉課長が退職する前日の夜、いつもの居酒屋で送別会が開かれたけれど、私は体調が悪いと言って出席しなかった。やけになってお酒を飲んで酔い潰れて、別れたくないと泣きわめくようなことはしたくなかったから。

　明日もう一日だけ、何事もなかったように同じ職場で仕事をすればいい。

　来週には新しい課長が着任する。最初のうちは違和感を覚えることもあるかもしれないけれど、きっとみんな当たり前のように、新しい課長のいる職場に馴染んでいくのだろう。







　翌日も何事もなくいつものように一日の仕事が終わった。

　定時では終わらなかった出荷伝票の整理をするために、少し残業をした。伝票の整理を終える頃には、今泉課長はもういなかった。

　上司に挨拶にでも行ったのかもしれない。顔を見ないで済む今のうちに帰ろう。




　事務所を出て更衣室で着替えを済ませ、広い構内を一人で歩いた。

　仕事終わったら飲みに行こうって誘われて、よく一緒に歩いたな……。

　ほんの些細なことなのに、思い出すとただの上司と部下だった頃のことにまで涙が溢れそうになる。

　こんなところで泣いたらダメだ。家に着くまではなんとか我慢しないと。

　自分にそう言い聞かせ、下を向いてただひたすら正門へ向かって歩いた。

　会社の正門を出た瞬間、誰かに腕を掴まれた。驚いて顔を上げると、腕を掴んでいるのは今泉課長だった。

「あっ……」

　驚きのあまり何も言葉にならない。

　今泉課長は強く私の腕を引いて、正門前に停めた車に強引に押し込んだ。

　私が慌てふためいている間に今泉課長は素早く運転席に座り、助手席のシートベルトを締めながら私の唇にキスをした。そしてドアをロックして車を急発進させた。

「やっと捕まえた」

「……降ろしてください……」

　二人きりになった途端、我慢していた想いが堪えきれなくなって、涙が溢れて頬を伝い落ちた。

「なんで……ほうっておいてくれないんですか……」

　止まらない涙を何度も拭いながらしゃくりあげる私の頭を、今泉課長は左手で優しく撫でた。

「ほうっておけるわけないだろう……。好きなんだから……」

　好きなんて言われたら、私も好きだと大声で叫んでしまいたい気持ちが抑えきれなくなりそうで、グッと唇を噛んだ。

「やっぱり私……今泉課長のこと、嫌いです……」

「……うん」

「大嫌いです……」

「うん……」

　今泉課長は右手でハンドルを握りながら、左手で何度も優しく私の頭を撫でた。

「他にも言うこといろいろあるだろ？　聞かせてよ。早紀の声、もっと聞きたい」

「嘘つき……。ずっと一緒にいようって言ったのに……」

「うん……ごめん」

　ひとつ声に出してしまうと、別れた日からずっと胸にしまっておいた気持ちが、涙と一緒に溢れ出す。

「私がいなくても平気なんでしょ……」

「全然平気なんかじゃない」

「私のことなんか、すぐに忘れちゃうんでしょ……」

「忘れるわけないだろう」

「明日にはいなくなっちゃうくせに……」

「……ごめん」

　本当は今泉課長を責めても仕方がないのはわかっている。

　今泉課長にはおじいさんのためにやらなければいけないことがあって、私はそれを笑顔で送り出せたらと思うけれど……恋愛経験の浅い私は、好きな人のために無理して笑うほどの高度なスキルはまだ身に付いていない。

　そばにいないと、きっと不安でどうしようもなくなって、会いたいとか寂しいとわがままを言って困らせてしまうと思うから、遠距離恋愛を続ける自信もない。

　みっともないくらい泣き叫んで、行かないで、好きだから置いていかないでと本音をぶつけてしまえたらどんなに楽だろう。

「……か……いで……」

「ん……何？」

『行かないで』と思わず呟いて、やっぱりそれは言ってはいけないと我に返る。

「こんな時に優しくするの……ズルイ……」

「もっと優しくしたいんだけどな……」

「そういうところが……」

『大好き』と、心の中で呟いた。

　だけどこの言葉は、もう言わない方がいい。きっと今よりもっと、別れるのがつらくなるから。

「そういうところが……何？」

「そういうところが……大嫌い……です……」

「うん……そっか」

　今泉課長は少し悲しげな声でそう言って、私の頭を撫でていた手をゆっくりと離した。私はまた何度も大嫌いだと言ってしまったことに胸が痛んで、何も言えなくなった。




　それからしばらくの間は、二人とも黙りこんだままだった。いつの間にか車は高速道路を走っている。

　どこへ行こうとしているんだろう？　だんだん暗くなっていく窓の外の景色が、猛スピードで流れていく。

「あの……どこへ？」

「さぁ？」

「さぁ？　って……」

「このまま連れ去っちゃおうか」

　ずっと一緒にいられたらとは思うけれど、このまま連れ去って欲しいとは言えない。今泉課長は冗談でそう言っただけなのに、私だけが本気で連れ去って欲しいと思うなんてつらすぎる。

「まったくそんな気ないくせに……。たちの悪い冗談はやめてください……」

「ひどいな。今の言葉、かなりヘコんだ」

　今泉課長は苦笑いを浮かべながら、高速の出口へとハンドルを切った。一般道に降りて車を走らせ、たどり着いたのは海だった。

「海……？」

「この前は走ってる車の窓越しにしか見られなかっただろ？　だけどやっぱり、仕事の後じゃ見られるのは夜の海くらいだな」

　今泉課長は車の窓を開けてエンジンを切った。

　海の風が潮の香りを運ぶ。波の音が悲しげに耳に響いた。

　遠くの水平線が、夜の色に染まった空の色と溶け合うように霞んで見える。夜の海は暗くて静かで、少し怖い。

「あれからずっと考えたけど……俺はやっぱり早紀と別れるつもりはないよ」

「その話はもう……」

『賢治さんとの恋はもう終わった』と何度も自分に言い聞かせたのに、そんなことを言われると決心が揺らぎそうになる。

　乾きかけていた涙がまた溢れてしまいそうで顔をそむけた。

「早紀、こっち向いて」

「イヤです……」

「顔見せてよ。俺、早紀の顔が見たい」

　両手で頬を包まれて上を向かされ、涙が溢れてこぼれ落ちた。

「また泣いてる」

「それは……今泉課長が……」

「二人の時は『今泉課長』じゃないだろ？　忘れたの？」

「だってもう……」

「早紀……大好きだから……キス、するよ」

　ゆっくりと唇が重なった。何度もくりかえされる優しいキスに、胸の奥がジンと熱くなった。

　好き……大好き……。

　好きだから、離れたくない。

　これからもずっと、早紀が好きだって言って。

　ずっと私だけの賢治さんでいて欲しい。

「早紀、好きだよ」

「賢治さん……」

　賢治さんは嬉しそうに微笑んで、涙で濡れた私の頬を親指でそっと拭った。

「やっと思い出した？　もっと呼んで。俺のこと好きって言ってよ」

「賢治さんが好き……大好き……」

「うん……知ってる。俺も早紀が大好きだよ」

　長い両腕で抱きしめられながら、何度も賢治さんの名前を呼んで、あたたかい胸に顔をうずめて思いきり泣いた。

　賢治さんは私の髪を撫でながら、「早紀、好きだよ」と何度も呟いた。

　別れたくない。このままずっとこうしていられたらいいのに。

「早紀、愛してる。ずっと俺だけの早紀でいてくれる？」

「でも……行っちゃうんでしょ……？　私、遠距離恋愛できる自信ない……」

「俺もそんな自信ない。でも今すぐは早紀を連れても行けないから、結婚しよ」

「えっ……結婚!?」

　唐突なプロポーズに耳を疑った。

　連れていけないから結婚って……なんだ？

『結婚して俺についてきて』じゃなくて!?

　遠距離恋愛できる自信もないのに、いきなり別居婚!?

「恋愛じゃなくて結婚しよう。奥さんになって一生俺についてきて欲しい」

「いきなり過ぎるよ……。結婚しても離れて暮らすなら、寂しいのは同じでしょ……？」

「でも結婚したら同じ戸籍に入って、家族になれるよ」

「賢治さんと……家族に……？」

　幼い頃は、ドラマや映画なんかの中で見る幸せそうな家族に憧れていた。

　だけど大人になって、人を好きになるってどんなことなのかわからないと思うようになってからは、『いつかは好きな人と結婚して家族を作ろう』とは考えなくなっていた。

　こんな私でも、賢治さんとなら、ちゃんと家族になれるかな……？

「それに……結婚して苗字が今泉に変わったら、早紀は俺の大事な奥さんで、早紀の夫が俺だってみんなわかるだろう？」

　もしかしてそれは虫除け的な？　離れていても私を独占しているのは自分だと、周りのみんなに認識させるってこと？

「会社が落ち着くまで、しばらくの間はなかなか会えないかも知れないけど、できる限り時間作って、早紀に寂しい思いさせないようにするから」

　それはまぁわかったとして……私は賢治さんと結婚して、別居しながら今の会社で働き続ければいいの？　それとも賢治さんの仕事が落ち着いたら、仕事を辞めて京都で一緒に暮らすのか？

「あの……賢治さん、私は結局どうすればいいの？」

「俺の仕事が落ち着いたら一緒に暮らそう」

「会社を辞めて？」

「辞めなくてもいいよ」

　私が会社を辞めずに一緒に暮らす？

　シトロンって、京都支社とか工場とかあったっけ？　確かなかったような気がするけれど……。

「どういう意味？」

「その時になればわかるから」

　できれば今、私にもわかるように説明して欲しいんだけどな。

「それはともかく……そろそろプロポーズの返事を聞かせてくれる？」

　賢治さんは悪びれる様子もなく、私に返事をするようサラリと促した。自分勝手もここまで来ると、もう苦笑いしか出てこない。

「早紀、結婚しよう」

「ホントに勝手なんだから……。こんな勝手で強引な人、誰もついて行かないよ……私以外は」

　賢治さんはおかしそうに笑って私を抱き寄せた。

「それは俺の奥さんになりたいってこと？」

「やだって言うとめちゃくちゃヘコむんでしょ？」

　私が笑うと、賢治さんは少し照れくさそうな顔をした。こういうところはたまらなくかわいい。

「早紀だって泣くくせに」

「そうだね……。別れたら一生泣くと思う」

「俺は早紀に笑ってて欲しい。だから……一緒に生きていこう、ずっと」

「うん、ずっとね」

　波の音を聞きながら肩を寄せ合い、繋いだ指を絡めて優しいキスをした。

　結婚しても、離れて暮らすことに不安がないと言えば嘘になる。だけど今、この手を離すと一生後悔すると思った。

　ずっと一緒に生きていきたいと思える人なんて、そうそう出逢えるもんじゃない。

　賢治さんは私のすべてを受け入れて愛してくれる。私もこの先ずっと、賢治さんを誰よりも愛したい。

　お互いの足りないものを補い合って、傷の痛みを分かち合って、支え合って生きて行けたらと思う。

　私といて賢治さんが幸せそうに笑ってくれるなら、私も幸せだ。







　翌週月曜日。

　私は朝から本籍地の区役所に走って戸籍謄本を取り、私と賢治さんの署名捺印済みの婚姻届を提出した。一緒に入籍の手続きができなかったのは残念だけど、目の前で婚姻届に受理印が押され、滞りなく入籍が済んだことに安堵した。

　昨日賢治さんは、戸籍謄本と、賢治さん本人と二人の証人がきっちり署名捺印を済ませた婚姻届を私に預けて京都へ旅立った。

　その用意周到さには驚いた。いつの間に用意していたんだろう？

　もしかしたら最初からこうするつもりだったのかもと思ったりする。

　だけど私が離ればなれになるなら別れると言ったから、賢治さんも退職するその日まで迷っていたのかもしれない。

　なんにせよ、これで私たちは夫婦になった。

　あっさりしたもんだな。結婚って、もっと大それたものだと思ってた。

　だけど結婚すること自体がゴールじゃなく、ここが夫婦としてのスタートだ。世間の夫婦とは少し違う形にはなったけれど、これから二人で悩んだり、一緒に生きていくことの意味を考えたりするんだろう。




　入籍を済ませた後、遅れて出社した。会社の最寄りのバス停に着く頃にはお昼になろうとしていた。

　バスを降りてスマホのトークアプリを開き、無事に入籍が済んだとメッセージを送ると、すぐに賢治さんから電話が掛かってきた。

「無事に済んだ？」

「うん。あとはいろいろ名義変更とか会社でも手続きがあるけど」

「そうか。入籍、一緒にできなくてごめんな」

「急だったし仕方ないね。誰かさん、せっかちだから」

　別れ際に『できるだけ早く頼む』と言った時の賢治さんの真顔を思い出して、笑みがこぼれた。

「せっかちで悪かったな。俺は一日でも早く早紀と夫婦になりたかったんだよ。イヤだったか？」

　賢治さんのちょっとばつが悪そうな顔が目に浮かぶ。

「いいえ、嬉しいですよ。私も今日から今泉さんだもんね」

「これからよろしくな、奥さん」

『奥さん』だって……。嬉しいような照れくさいような、恥ずかしいような……なんだかくすぐったい気分だ。

「こちらこそ末長くよろしくお願いします。離れてても浮気は絶対許さないからね」

「お互いにな。寂しくても他の男に隙見せるなよ」

「わかってる」

「できるだけ早紀が寂しくないように、時間作って会いに行く。早紀が来られる時は京都でデートしような」

「うん。次に会うときはお祝いしようね」

　話しながら歩いているうちに会社の正門前にたどり着いた。

「会社に着いたし、そろそろ切るね」

「ああ……。早紀」

「ん？」

「愛してる。一生俺だけの早紀でいろよ」

「うん……。賢治さんもね」

　照れくさくてそんな風に返事をすると、電話越しに賢治さんが少し笑った。

「愛してるって言ってくれないんだ。まぁいいや。今度会った時はちゃんと聞かせて」

「うん」

　電話を切ってスマホをポケットにしまい、工場に向かって歩き出した。

　これからが大変だ。『今泉課長と結婚した』といきなり言ったら、みんなビックリするだろう。

　人事部に結婚の届けを出して『主任　今泉早紀』の新しい名札を注文しなくちゃ。

　頑張って仕事してもう少し出世して、いつか私も『今泉課長』って呼ばれたい。

　想像すると少しおかしくて思わず笑ってしまった。








８　生まれてきた意味









　賢治さんと結婚してから三年が過ぎた。

　相変わらず私はシトロンの製造部で出荷管理の仕事をしている。特別変わったことといえば、二か月前に昇進試験に合格して課長になったことくらい。

　賢治さんも毎日京都で頑張っているようだ。

　二人でいる時も電話でも、賢治さんは仕事の話をほとんどしない。私も時々京都へ行くけれど、会社には行ったことがない。

　賢治さんに会社を任せて安心したのか、おじいさんの病状は少し落ち着いて、最近は具合がいいそうだ。

　この間こちらに会いに来てくれた時、近いうちに挨拶に行こうと賢治さんは言ってくれた。賢治さんにとって身内同然の人だから、やっと妻として紹介してもらえるのだと思うと嬉しかった。

　そんな毎日を送っていたある日。

　社員全員を召集した緊急集会が開かれ、社内を揺るがすようなニュースが会長の口から告げられた。

「シトロンは大手外食産業プライムグループの傘下に入ることになりました」

　プライムグループといえば、ファミレスとかファーストフードとか居酒屋とか、とにかくいろんな大手外食チェーン店を抱えている会社だ。

　その大きな企業の傘下に入らなきゃ生き残っていけないほど、うちの会社は危なかったのか？

　いやいや、そんなことはないはずだ。

　現に今年の上半期の売り上げは、新商品の大ヒットに加えビュッフェやゲームアプリの効果もあって、前年比の三十パーセント増しだったと思う。

　じゃあなんで急に？

　不思議に思いながら会長の説明に耳を傾けた。

　プライムグループは経営不振に陥った三年前に経営陣を一新して、企業努力を重ねて来たらしい。その甲斐あって現在は以前の活気を取り戻し、更に成長を遂げているそうだ。

　そして来月、経営不振からの脱却に尽力して会社を立て直した会長の後継者が社長に就任することになったという。

　今後シトロンはプライムグループとの業務提携を積極的に行い、優秀な人材はグループ内の適材適所に配属されることになるそうだ。

　ということは……場合によってはシトロン以外の会社にも配属されると、そういうことか。

　寝耳に水のその話は、私にとってはどこか他人事にも思えた。

「それではここで、プライムグループの新社長より皆さんにご挨拶を賜ります」

　会長に紹介されて壇上に上がった背の高い男性を見て、社員一同が思わずアッと声を上げた。

「う……う……嘘でしょ……？」

　プライムグループの新社長は、マイクの前に立つと口元に笑みを浮かべながら、ぐるりと社員一同を見渡した。

「皆さんこんにちは。私をご存じの方はお久しぶりです。プライムグループの新社長に就任します、今泉賢治です。以前、こちらの会社にお世話になっていました」

　やられた……完全にやられた……！

　この三年間、おじいさんがプライムグループの会長だとか、シトロンがその傘下に入るなんて一言も聞かされていなかったのに……!!

　だから会社を辞めなくてもいずれ一緒に暮らせるって言ったのか……!!

「今泉課長のご主人ですよね？」

「そのようです……」

　製造部のみんなが私の方をチラチラ見ている。

　ヤバイ、変な汗が出てきた。とてもじゃないけど顔を上げられない。

　それから賢治さんは、シトロンの商品を今よりもっと関西に広めるために、プライムグループの支援で、工場を併設したシトロン京都支社を設立すると言った。

　これは職権濫用なのでは……？　まさか私にシトロンを辞めさせずに京都で一緒に暮らすための手段なのか……？

　ああもう、わけがわからん！　あとで思いっきり文句言ってやる!!







　その夜、賢治さんは笑いをこらえながら私の部屋にやって来た。

「ビックリした？」

「ビックリしたなんてもんじゃないよ……。賢治さん、ずっと黙ってるんだもん。前から知ってたんでしょってみんなに責められるし……」

　賢治さんはネクタイをゆるめながらおかしそうに笑った。

「ごめんな。でもほら……三年前は先行きが全く見えなかったからいい加減なことは言えなかったし、俺がいずれ社長になることは、じいさんと今の社長と副社長しか知らない極秘事項だったんだ。社内のことは外で話せないことばっかりだし」

「うんまぁ……そうなんだろうけど……。おじいさんのことも教えてくれなかったでしょ」

「俺が将来的にプライムグループの社長になるかもって知ったら、そういう目でしか俺を見られなくなるだろ？　そういうの、里親の社長に引き取られてイヤってほど経験したから、人には言ったことなかったよ」

「そうなんだ……」

　よほどイヤな思いをしたのか、賢治さんは里親の社長の元で人間不信になったと言った。近付いてくる人間はみんな賢治さんの後ろに見え隠れする将来の地位や名誉や財産を狙っていると思っていたそうだ。

　耳の痛い話だ。賢治さんと付き合う少し前までは、私も賢治さんみたいな人の持っているものを狙っていたから。

　いくら努力しても、他人のものを奪ってやろうと目論んでいたことには違いない。

「会社では社長にいいように使われて、誰も俺自身を見てくれなかった。もうそんな思いはしたくなかったから、じいさんとの養子縁組も断ったんだ」

「そうなんだね。もしかして賢治さんがシンデレラみたいな女が嫌いとか、生理的に受け付けないとか言ってたのって……そういうことがあったから？」

「そうだな。社長の家を追い出されたら途端に手のひら返して、誰も寄り付かなくなったしな。おかげで心が荒んだ」

　もし付き合う前にこのことを知っていたら、私はあの手この手で近付いて賢治さんを傷付けていたかも知れない。

「私、何も知らなくて良かったのかも……。自分はシンデレラとは違うと思ってたけど、私も同じだったから」

「だけど早紀はゲーム会社の社長より俺を選んでくれたじゃん」

　そんなこともあったな。

　私が最初から久保田さんを狙おうと思わなかったのは、その時既に私にとって賢治さんの存在が大きかったからだと思う。

「うん、まぁ……私も同じだって気付いたってのもあるし、それより賢治さんと一緒にいたいって思ったから」

　私がそう言うと、賢治さんは嬉しそうに笑って私をギュッと抱きしめた。

「だったらそれでいいよ。俺は早紀が好きだから、早紀が俺自身を好きになってくれて嬉しかった」

「もしあのまま賢治さんが会社辞めずに一緒に働いてたとしても、好きな気持ちは変わらなかったと思うよ。離ればなれになったのは寂しかったけど……賢治さんと結婚して良かった」

「俺もそう思ってる。大変な時も早紀がいてくれるって思ったら頑張れた。急に結婚しようとか無理言ったのに、ついてきてくれてありがとな、奥さん」

　抱きしめ合ってキスをして、お互いに少し照れ笑いを浮かべた。

「じゃあ、そろそろ奥さんの手料理を召し上がりますか？」

「いただきます」

　キッチンで鍋を弱火にかけてスープを温めていると、賢治さんは私を後ろからギュッと抱きしめた。

「美味しい夕飯の後は、奥さんも美味しくいただいていいですか？」

　結婚してもこういうところは相変わらずだ。

　私も冗談で返す余裕が出てきた。

「どちらも残さずお召し上がりください」

「言ったな……？　朝まで食いつくしてやるから覚悟してろよ」

　私たち夫婦がこんなバカみたいな恥ずかしい会話をしてるってこと、他の人たちは誰も知らない。もし聞かれたら、誰もが呆れて絶句することだろう。

　スープをかき混ぜながら、こうして一緒にいられるって幸せだなとしみじみと思った。




　食事を終えてお風呂の用意をしていると、賢治さんが背後から近付いてきて頬ずりをした。これは賢治さんが私に甘えたい時にするやつだ。

「早紀、一緒に入ろう」

　案の定、賢治さんは私の耳元で甘えた声でそう言った。

「一緒にお湯に浸かるだけでいい？」

　少し意地悪をしてそう言うと、賢治さんは不服そうに尖らせた唇を私の首筋や耳たぶに這わせた。熱い吐息が耳に当たり、甘い疼きが期待と共に全身を駆け抜ける。

「イヤだ。背中流して欲しいし、頭も洗って欲しい」

「賢治さんは甘えん坊だね」

「もちろん俺も早紀を優しく洗ってやるよ、全身くまなくな。だから一緒に入ろ」

「……のぼせる前に上がらせてね……」

　お風呂に入って、まずはお互いの頭を洗った。

　それから賢治さんの体を先に洗うことになり、しっかり石鹸を泡立てたタオルで広い背中を洗ってあげると、賢治さんは気持ちよさそうに大きく息をついた。

「そんなに気持ちいいの？」

「うん、最高。だからもっと洗って」

「いいよ」

　背中はもうじゅうぶん洗ったはずだけど……と思いながら背中をゴシゴシ擦っていると、賢治さんは体をくるりとこちらに向け、泡まみれになった私の手を掴んだ。

「背中はもういいから、次は前も洗って」

「前も？　しょうがないなぁ……」

　ここ最近しばらく会えなかったせいか、今夜はいつもより更に甘えん坊だ。

　普段一緒にいる時は私の方が目一杯甘やかされているから、たまには私も賢治さんを思いっきり甘やかしてあげるのもいいかと思い、言われた通りに首や腕、胸とお腹を洗ってタオルを渡そうとすると、賢治さんはまた私の手を取りお腹の下の方へと導いた。

「ここも」

「……ここも？」

「もちろん」

　賢治さんのそれはすでに私の手の中で頭をもたげ、硬くなりつつある。今の段階でこの状態だなんて、ちょっと先走り過ぎなのでは？

　私はのぼせる前に無事にお風呂から上がれるだろうか。

　できるだけ刺激を与えないように手早く洗って、今度こそタオルを手渡すと、賢治さんはあっという間に下半身を自分で洗い終え、体に付いた泡をシャワーで流した。

「よし、じゃあ次は早紀の番だ」

　賢治さんは使い終わったタオルを洗い、嬉々として石鹸を付けて泡立てている。その顔がとてつもなく嬉しそうに見えるのは気のせいではなさそうだ。

　一体どれほどまでに念入りに私の体を洗うつもりなのか。

「やっぱり私は自分で……」

　一抹の不安を感じ手を伸ばしてタオルを奪おうとすると、その手を掴まれて引き寄せられ、素早く膝の上に乗せられてしまった。こうなるともう逃げも隠れもできない。

「遠慮するな、夫婦なんだから」

「遠慮なんてしてないけどっ……！」

「よしよし、じゃあおとなしく洗われなさい」

　賢治さんは私の首と腕と背中を手早く且つ丁寧に洗った後、タオルを置いて素手で胸を洗い始めた。その手付きがやけに艶めかしい。

「ねぇ賢治さん、タオルは？」

「手で洗う方が肌に優しいかなと思って。それにほら、こっちの方が……」

　そう言って賢治さんは私の胸の先端を摘まみ、指の腹で撫でたりコリコリとこねたりする。

　石鹸の泡で滑りが良くなっているせいか、いつもベッドでそうされている時とはまた違った感触で、ゾクゾクと痺れるような感覚が背中に走った。

「や……あん……」

「な？　早紀もこっちの方が気持ち良さそうだし」

「んっ……でもまだ……ちゃんと洗えてないのに……」

　せめてもの抵抗で言ったつもりなのに、それがまずかった。

「そうだな、こっちも優しく洗ってやんないと」

　賢治さんはにんまりと笑みを浮かべてタオルを手に取り、まだ洗っていなかったお腹や下半身を素早く洗って再びタオルを放り投げ、シャワーの栓を捻った。

　そして舌を絡めたキスをしながら泡を流し終えると、お湯の勢いを更に強くして、シャワーヘッドを私の下腹部に近付ける。

　敏感なところをシャワーの水圧で刺激されると、柔らかい無数の針で絶え間なくつつかれているような、なんとも言い難い感覚が走った。

「やっ……あっ……！　何これ……！」

「気持ちいい？」

「あぁっ……んっ……ダメ……！」

「ダメ？　めちゃくちゃ気持ち良さそうだけど？」

　これまでに味わったことのない感覚がそこから全身に広がり、無意識のうちに腰がガクガクと揺れる。あまりの快感に抗えずおかしくなってしまいそうで怖くなり、賢治さんの腕にギュッとしがみついた。

「気持ち……いいけど……ダメ……」

「なんで？」

「ちゃんと……賢治さんに……触ってもらいたいの……」

　私がそう言って賢治さんの手を自ら下腹部へ導くと、賢治さんは私を抱えて立ち上がった。

「そんな可愛いこと言われたら、もう抑えられないからな」

「うん……でもその前に……」

　浴室の床の上でお湯を放ちながら暴れているシャワーヘッドに目をやると、賢治さんはおかしそうに笑いながら栓をひねってお湯を止めた。

「早紀はおまえより俺の方がいいってさ」

「当たり前でしょ」

「だな。こいつより思いっきり気持ち良くしてやるから覚悟してろよ」

　賢治さんは向かい合わせに私を抱いたまま浴槽の縁に腰を下ろした。

　唇を重ねて舌で歯列をなぞり、唾液が音を立てて混ざり合うほど激しく舌を絡めたキスをしながら私の胸の膨らみを手のひらで包むようにして揉みしだいた後、赤い果実のように硬くなった胸の頂を口に含み、舌の先で転がしたり強く吸ったりした。

　賢治さんの指や舌で胸を愛でられるとお腹の奥が疼いて、秘部がどんどん潤ってくるのが自分でもわかる。

　早くその指と舌で撫でられたくて、もっと熱いもので奥まで満たして欲しくて、蜜を溢れさせて待っているのだ。

「ふ……んんっ……」

「すごいな。まだ触ってないのに、もうこんなに濡れてる」

　すっかり濡れて硬くなった小さな突起を指の腹でゆっくり撫で上げられると、強い刺激で目の前がチカチカした。どうやら先ほどのシャワーの刺激のせいでいつもより敏感になっているようだ。

「あぁっ……！」

「もっと？」

「もっと……もっとして……」

「いいよ、もっともっと気持ち良くなろうな」

　溢れ出した蜜をすくった指先で開かれた花弁はゆるゆるとその長い指を飲み込んで、柔らかな粘膜の壁に覆われた空洞へと誘いざない、しばらく会えなかった愛しい人を迎え入れるためにゆっくりと形を変えていく。

　激しく指を動かされるごとに快感が電流のように背中を駆け抜けた。

「は……んっ……ああっ……！」

「可愛いな、早紀。もっとじっくり可愛がりたいけど、俺もう限界。そろそろいいか？」

「うん……早く来て……」

　柄にもなく甘い声でねだると、賢治さんはいつもより興奮した様子で私の腰を掴み、向かい合わせに座った体勢のまま、自身の大きく反り返ったものを私の秘部に押し当てた。

　硬くて熱いものが花芯を割り、ぐいぐいと壁を押し広げ、性急にその先へと突き進む。

「早紀、しっかりつかまってて」

　そう言って賢治さんは私の腕を自分の首の後ろに回させると、私の体を両腕で支えながら腰を動かし激しく突き上げた。

　この体勢だといつもより奥深くに賢治さんのものが当たり、お腹いっぱいに激しい衝撃が響き渡る。私の体の一番奥の深いところで賢治さんを包み込んでいるような気がした。

「賢治さん……気持ちいい……？」

「あったかいし、めちゃくちゃ気持ちいい……。早紀は？」

「私も……気持ちいい……」

「ん、じゃあもっとしよ」

　甘いキスをしながら抱き合って果てた後、賢治さんは私の耳元で「早紀、愛してる」と囁いた。




　それから一緒に湯船に浸かってすっかり冷え切った体を温め、部屋に戻ってまたベッドの上で愛し合った。

　三度目はなんとか持ちこたえたけれど、さすがに四度目は丁重にお断りして、腕枕をしてもらいぴったりと寄り添って眠ることにした。

「早く一緒に暮らしたいね」

「もうしばらくの辛抱だ。一緒に暮らせるようになったら、早紀の手料理も早紀も毎日食べられるな」

　どこまで本気なんだか、賢治さんはどうやら食欲も性欲も旺盛らしい。はたして私の体がもつのか少し心配だけど、愛されて求められることは嬉しいと思う。

「手料理はともかく、さすがに毎日は……」

「じゃあ……愛してるから、毎日これでもかってくらいキスしよう」

「そうだね」

「それと……結婚式も挙げような。真っ白いドレス、着るんだろ？」

「……うん！」







『十二時の鐘が鳴り、慌てて駆け出したシンデレラのガラスの靴は階段を転げ落ちて、粉々に砕け散ってしまいました。翌日からシンデレラは、甘く儚い夢より輝く未来を夢見て元のようにせっせと働き、幼馴染みの優しい男と結婚して幸せに暮らしましたとさ。めでたしめでたし』

『ケンちゃん、王子様は？』

『ガラスの靴がなかったら、汚いカッコした貧乏な女の子がシンデレラだなんて、王子は気付かないよ』

『王子様とケッコンしないの？』

『王子と結婚しても身分の違いに苦しむだけだ。一生懸命頑張ってるシンデレラを好きな優しい人と結婚した方が幸せだろ』

『早紀、お姫様のドレス着てシンデレラみたいになりたかったのに……』

『お姫様は無理だけど、お嫁さんにはなれるよ。真っ白いドレス着るんだ』

『ホント？　早紀も真っ白いドレス着てみたい！』

『大人になったら、早紀を一番大事にしてくれて、早紀が一番大好きと思う人と結婚しな』

『じゃあ早紀、ケンちゃんと結婚する！』

『大人になっても覚えてたらな』







　なんだか懐かしい夢を見たような気がする。

　どんな夢だったのかはよく覚えていないけれど、夢の中の私は小さな女の子で、隣には少し年上の大好きな優しい男の子がいた。

　一緒に絵本を読んでいたような気がするから、男の子は子供の頃の賢治さんかもしれない。

　夢の中でも『魔法使いなんかいないんだよ』とか、『シンデレラは浅ましい女だ』なんて言っていたりして。

　私の隣では賢治さんがスヤスヤと寝息をたてている。

　賢治さんの安心しきった無防備な顔を見るのは幸せ。その寝顔がかわいくて、思わず微笑んだ。

　同じ職場で働いていた時も、大きな企業の社長になっても、私にとって賢治さんは賢治さんだ。

　賢治さんは掛け替えのない大切な人。この先の人生もずっと一緒に生きていきたい。




　すべては彼の気まぐれなキスから始まった。

　お互いにそれまでは知らなかった感情がいくつも芽生え、迷ったり悩んだりずいぶん遠回りをした。初めて人を好きになって、人を想う切なさや、人に傷付き人を傷付ける胸の痛みを知った。

　好きな人の前では自分の弱さをさらけ出しても、好きな人のために強くなろうとあがいた。そして何よりも大切なものや、守りたいものがあると気付いた。

　長年夢見てきた野望は打ち砕かれたけれど、私は王子様よりもっと素敵な優しい人に愛されて結婚して、会社ではやり甲斐と責任のある仕事を任されて、他人の力で玉の輿に乗ったシンデレラより幸せな暮らしを送っている。

　頑張って生きてきて良かった。

　生まれてきて良かった。

　この世に生を受けたことを何度も呪ったけれど、今は生まれてきたことを後悔していない。







　母親らしいことは何ひとつしてくれなかったし、私を愛してくれなかったことは悲しかったけれど、あなたのおかげで賢治さんと出逢うことができました。

　私にした仕打ちは今も許せないし、生きているうちに会うことはもうないかもしれないけれど……。




　産んでくれてありがとう、ママ。

　私は今、幸せです。














─ＥＮＤ─










シンデレラ否定女子は、本物の恋をまだ知らない
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